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ΤάθΫςΟϒαϚϦʔ

ʢརӹ૬にॏをஔいた研究ΠϯςάϦςΟのڧԽʕલճใࠂॻの֓ཁʕʣ
研究のオープンԽ、国ࡍԽがੈք的にਐలしており、国内的にも国ࡍ的にも開かれていることが、活ྗあ

る研究γステムのためにෆ可ܽであるとく認ࣝされている。Ұํで、オープンな研究γステムのෆ当な利用
にΑる、ٕ術ྲྀ出を通した国Ո҆શ保োのѱӨڹと、研究γステムの݈શ性のᆝଛの認ࣝが共有されつ
つある。

研究コϛϡニティ（ຊ報告書では、研究者及び研究機関と、それらの者のωットϫークをࢦすこととする）は、
これまで、研究の自༝や開์性をج൫とするՊ学のਐาのために主ମ的に研究インテグリティを発లさせてき
た。また、ۙ年、研究とࣾձとの関ΘりのਂԽにԠじた研究インテグリティのありํがࡧされるとともに、
研究コϛϡニティの取組を政府・資金分機関が支͑てきた。

これまで研究の分で共有されてきた価؍とҟなる価؍の登場とߦݱγステムの༳ら͗、規ൣやルー
ルの࠶確認、ߏ࠶ஙの要といったڥのมԽを౿ま͑た、研究インテグリティのありํのݟし、ڧԽが、
研究γステムの݈શ性・ެਖ਼性の確保に必要であり、国Ո҆શ保ো্のݒ೦もؚΉ問のରԠにも資する。

このΑうなํ͑ߟのもと、2020年10月にެ表した報告書（前ճ報告書）においては、研究インテグリティ
を、研究コϛϡニティが任あるߦ動を通して研究ڥの݈શ性・ެਖ਼性を確保することにΑり、研究の活ྗ
を保つこととଊ͑、ҎԼを提ݴしたɿ

●  աの規制ڧԽにΑり研究γステムの活ྗがଛなΘれることがないΑう、リスクにରする研究コϛϡニティ
の主ମ的でݐઃ的なରԠが望まれる。

●  問事ྫのଟくに共通するのは利益相反に関することであることから、利益相反（ಛにஅらない場合、
務相反をؚΉ）に重点をஔいた研究インテグリティのڧԽが必要である。

そのࡍ、利益相反の管理はҎԼの2ஈ֊に大別されるɿ
　ᶃ 研究者から研究機関の情報開示をపఈすることにΑりಁ໌性をߴめ、ෆਖ਼なߦҝにつながるリス

クのݮに資すること（ୈ1ஈ֊）。
　ᶄ 研究機関において、開示された情報をجにリスクを評価し、必要にԠじてରॲすること（ୈ2ஈ֊）。
ୈ1ஈ֊については、研究機関ごとの事情にΑらͣҰのプロセスがൺֱ的༰қであり、適に手続きを

ਐめれば、ଟくの機関においてやかに࣮ࢪすることが可能となり、ൺֱ的ؒظでҰఆのޮՌがظできる。
Ұํ、ୈ2ஈ֊については、機関ごとのঢ়گを౿ま͑、ݸʑの事ҊにԠじたରԠが必要であり、֤機関にお
いてݧܦや能ྗをߴめるܧ続的なྗがෆ可ܽである。

ਝなରԠが必要であることから、զが国において、
●  まͣは、ୈ1ஈ֊の取組（情報開示のపఈ）を重点的にਐめることとし、ୈ2ஈ֊（リスク評価・ରॲ）

についてはܧ続的な取組をண࣮にਐめること、
●  情報開示のపఈのためには、政府のΨイυラインのݟしなͲにΑりાஔすること

が͑ߟられると提ݴした。
また、研究者のෆ҆を取りআき、ෛ担をܰݮするためにも、開示すき利益相反に関する情報のछྨやൣ

ғについて示していくことが重要であり、۩ମ的には、研究機関における従དྷの利益相反に関する情報開
示手続きにおいては、金મ的な利益に重点がஔかれていた場合がଟいが、ޙࠓは、ଞの機関におけるաڈ及
びࡏݱの職・ׂや、研究資金に限らͣ外෦からಘている支援の内༰について、۩ମ的にྻڍすることが
的な利益相反のリスクのରࡏられるとした（利益相反に関する情報開示のൣғを従དྷから֦大し、જ͑ߟ
Ԡもؚめ、研究のಁ໌性確保に関する情報開示をపఈしていくことが必要）。
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ʢલճใࠂॻެදޙの国内外の動ʣ
զが国では、2021年4月に政府がܾఆしたରԠํにおいて、利益相反に関して、研究者自にΑる適

な情報開示、大学・研究機関のϚωジϝントڧԽ、ެ的資金分機関にΑるਃ時の確認に取り組Ή
こととされ、12月には政府のڝ૪的研究අに関するࢦがରԠํにͮجきվఆされるなͲ、前ճ報告書に
おいて提ݴしたํで、情報開示のపఈの政府のํが示された。

また、国外においても、研究インテグリティのڧԽについては、(�やOE$Dにおいて国ࡍ的なݕ౼がਐ
Ήとともに、米国、߽भ、Χφμ、EUの֤国・Ҭの政府・資金分機関・研究コϛϡニティにおいてݕ౼
やରԠがਐんでおり、そのଟくにおいて、利益相反に重点をஔいた研究インテグリティのڧԽが研究セΩϡリ
ティ（ຊ報告書では、研究のオープンԽ、国ࡍԽのਐలにう、オープンな研究γステムのෆ当な利用にΑり、
研究γステムの݈શ性・ެਖ਼性がᆝଛされ、ٕ術ྲྀ出にΑる国Ո҆શ保োのѱӨڹにもつながるリスク
のରԠをࢦすこととする）のڧԽにも資するというํ͑ߟが示されている。

ʢຊใࠂॻのૂいʣ
このΑうに、研究インテグリティのڧԽは、研究γステムにおける重要な՝であるとともに、政府のํ

を受けて、զが国の大学・研究機関において、利益相反に関係する規ఔや管理ମ制のඋの۩ମ的
な取組を࣮ߦに移していくための४උがࡏݱਐߦதのஈ֊にある。

前ճ報告書のެ表から約1年をܦて、海外では、研究セΩϡリティ及び研究インテグリティのڧԽにけ
て、政府・資金分機関・研究コϛϡニティにΑるݕ౼や取組がさらにਐんできている。

զが国では、利益相反に重点をஔいた研究インテグリティのڧԽについて、参ߟとなる事ྫが࢈学連携に
おける利益相反の取組事ྫに限られており、研究セΩϡリティのڧԽの؍点からはੵがないことから、海外
の事ྫも参ߟにすることが適当と͑ߟられる。

研究セΩϡリティのڧԽに、研究インテグリティのڧԽをத৺として研究のଆからͲのΑうに主ମ的に取り
組んでいくか、研究コϛϡニティにΑる活発なٞが望まれており、それに資することを的として、研究
セΩϡリティ及び研究インテグリティのڧԽにけた海外の政府・資金分機関・研究コϛϡニティの動に
ついて、さらなるௐࠪをߦうこととした。

そのࡍ、զが国の大学・研究機関において、利益相反に関係する規ఔや管理ମ制のඋをਐめる্で、
●  ֤ 国の政府の提ݴ・資金分機関の要・大学ஂମのਪ奨事項を౿ま͑つつ、主ମ的に独自の取組

を࣮ࢪしている事ྫが参ߟになると͑ߟられること
●  学生（学෦、大学Ӄ）がࡏ੶し、研究Ҏ外にも教ҭの෯いׂを担う大学の事ྫは、大学はもとΑり、

研究機関にとっても参ߟになると͑ߟられること
●  学、副学（又はプロボスト）、෦ہからなる大学のΨバφンスのߏは、֤国において共通のとこ

Ζもあり、管理ମ制がൺֱ的Ѳしやすいと͑ߟられること
から、海外の大学における規ఔや管理ମ制にಛに重点をஔいてௐࠪをߦった。

ʢຊใࠂॻのߏʣ
ຊ報告書のߏとしては、ୈ1ষにおいて、前ճ報告書の֓要をड़たのͪに、利益相反に重点をஔいた

研究インテグリティのڧԽに関する最ۙの（前ճ報告書をެ表した2020年ळҎ߱の）国内外の動を၆ᛌ
する。なお、海外のௐࠪର国は、前ճ報告書でとりあ͛た米国、߽भ、ӳ国、EUの΄か、取組をڧԽし
ているΧφμについても新たにௐࠪରとした。

ୈ2ষにおいては、զが国の大学・研究機関が、研究インテグリティのڧԽにけ、利益相反の管理に
関連する規ఆや管理ମ制のඋをする্でجຊ的な要素と͑ߟられる�つの事項（情報を開示する者、開示
する情報、開示の時ظ、開示のํ๏、開示された情報の৹ࠪମ制、適に開示をしなかった場合のേଇ、
開示を適に࣮ࢪさせるための支援）について、海外の大学の取組を参ߟ事ྫとして理するとともに、
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留意事項をड़た（表2.1.1、表2.1.2にまとめ）。
参ߟ資料1では、オープンԽ、国ࡍԽにうリスクと研究インテグリティに関する֤国の動について、前

ճ報告書をެ表した2020年ळҎ߱の米国、߽भ、ӳ国、Χφμ、EU、ຊの国・Ҭごとにৄड़した（前
ճௐࠪରとしていなかったΧφμについては、2020年ळҎ前の動もؚΉ）。参ߟ資料2では、海外の研
究コϛϡニティの取組事ྫのうͪ、大学ஂମにΑるΨイυライン、大学にΑる利益相反の管理の取組事
ྫ、米国の資金分機関にΑる利益相反の管理に関する取組事ྫなͲ、参ߟになると͑ߟられるものをܝ
。したࡌ

ʢޙࠓに͚てʣ
利益相反に重点をஔいた研究インテグリティのڧԽは、研究セΩϡリティのڧԽのための有ޮな手ஈである

との認ࣝは国ࡍ的に共有されつつあり、利益相反について情報開示をߦうର者や開示の内༰については
֓ねඪ४的なルールができつつある。զが国においては、海外の事ྫも参ߟにしつつ、研究コϛϡニティにお
けるରԠをண࣮にਐめていく必要がある。

ଞํ、開示された情報にͮجくリスクの評価については、評価の؍点や࣮ࢪにあたっての件・制限の事
ྫは໌らかになっているものの、ݸ別のҊ件のリスクについてஅするج४の利益相反のϚωジϝント手๏
については、֤大学・研究機関のݧܦにΑるݟのੵを౿ま͑てஅがなされているものと͑ߟられ、
共通的なஅج४が໌らかにはなっていない。

զが国の研究コϛϡニティにおいては、研究セΩϡリティڧԽの؍点からの研究インテグリティのڧԽに
けた取組がはじまったばかりでݧܦがগないことから、֤大学・研究機関の国ࡍ研究ྗڠにおいてݒҊと
なった事ྫをؚめ、利益相反のϚωジϝントに関するݧܦを研究コϛϡニティとして共有するなͲ連携・ྗڠ
をして、ݟをੵしていくことにΑり、Ϛωジϝント能ྗをߴめていくことが望ましい。国内の事ྫは限られ
ることから、海外の研究コϛϡニティと連携・ྗڠしていくことも͑ߟられる。

また、海外では政府の҆શ保ো機関と大学・大学ஂମが連携するྫもΈられることから、զが国におい
ても、政府が、大学・研究機関における利益相反のϚωジϝントをޮՌ的かつޮ的にߦう؍点から、研
究セΩϡリティの؍点から問となった事ྫについての情報を研究コϛϡニティにੵۃ的に共有していくこと
が望ましい。

֤大学・研究機関においても、研究インテグリティのڧԽをج൫として、リスクϚωジϝントྗ、ܦӦ・
ӡӦྗをڧԽすることにΑり、҆શ保ো輸出管理の規制९क、的࢈ࡒの管理、サイバーセΩϡリティରࡦ、
データ保ޢ、外国人๚問者の管理、ࢪઃ・ઃඋのアクセス管理の研究セΩϡリティのڧԽにけた取組を
ॆ࣮していくことも重要である。

˞ຊจࡌهのURLは2022年4月時点のもの（ಛهある場合をআく）。
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1	 ΠϯςάϦςΟڀݚηΩϡϦςΟͱڀݚ

1.1	 ڀݚΔɺརӹ૬ʹॏΛஔ͍ͨ͢ࢿԽʹڧηΩϡϦςΟのڀݚ
ΠϯςάϦςΟのڧԽɹʕલճใࠂॻの֓ཁʕ

ຊ項では、ຊ報告書の前提となる2020年10月にެ表した報告書 �（前ճ報告書）の֓要をまとめた。ৄࡉ
については前ճ報告書を参রいただきたい。

ʢՊ学ٕज़ɾΠϊϕʔγϣϯͱ研究ΠϯςάϦςΟʣ
Պ学ٕ術・イϊベーγϣンは、国ࡍ的なڝ૪ྗを持ͪ、҆શ・҆৺なࣾձの࣮ݱなͲ重要なࣾձのॾ՝

のղܾのためにますます重要になっており、֤国ともイϊベーγϣン出の振興とそのج൫となる研究ྗのڧ
Խをਐめてきている。զが国として、研究ྗをڧԽするとともに、そのՌを活用してࣾձにとって価ある
イϊベーγϣンの出を࣮ݱしていくには、研究コϛϡニティ（ຊ報告書では、研究者及び研究機関と、それ
らの者のωットϫークをࢦすこととする。）がࣾձの支持をಘつつڠಇしていくことが必要であり、その前提と
して研究コϛϡニティがࣾձから৴頼されることが必要である。そのためのج൫をなすものとして、研究コϛϡ
ニティが任あるߦ動を通して研究ڥの݈શ性・ެਖ਼性を確保することにΑり、研究の活ྗを保つこと、す
なΘͪ研究インテグリティがվめて重要になってきた。

ʢ研究ίϛϡχςΟに͓͚る研究ΠϯςάϦςΟのରԠʣ
研究インテグリティは、ྺ࢙的に、専門ՈूஂであるՊ学者にΑりՊ学が発లするաఔを通して、研究コ

ϛϡニティにΑる主ମ的かつ自的な取組として発లしてきた。研究インテグリティのڧԽは研究者や研究機
関の活動に制約を加͑るものではなく、任あるߦ動を確保する組Έをߏஙし、ࣾձにରするઆ໌任を
Ռたしていくことで、研究者や研究機関がࣾձから൷を受けたり、๏ྩ্のॲ分を受けたり、内外の研究
コϛϡニティからの৴頼をࣦうといったリスクを管理することにΑり、研究を活性Խさせたりࣾձの৴頼をಘ
ていくことで、研究者や研究機関のԁな活動を可能にするものと͑ߟられてきた。

研究者にそのΑうなڥを提供することは研究機関の重要なׂである。このことは、զが国における大
学の研究機関のܦӦ・ӡӦྗのڧԽの取組のҰとして͑ߟられた。

ʢ研究のΦʔϓϯԽ、国ࡍԽのਐలͱͦΕに͏ϦεΫʣ
֤国が従前にも૿してՊ学ٕ術・イϊベーγϣンとそれを支͑る研究の取組をڧԽしていくதで、オープ

ンイϊベーγϣンやオープンサイΤンスといったオープンԽと、国ࡍ的な共ಉ研究の૿加や国ࡍ಄॥のڧ
ԽなͲの国ࡍԽがஶしくਐలしてきた。国内的にも国ࡍ的にも開かれていることが、活ྗある研究γステムの
重要な件であることはࠓやく認ࣝされるΑうになっており、研究コϛϡニティにとってそれらをҡ持するこ
と、それらを͛るΑうなリスクをݮすることはۃめて重大な՝となってきた。

しかしながら、ಉ時に、オープンԽ、国ࡍԽのਐలにって、研究γステムの݈શ性・ެਖ਼性をଛなったり、
国Ո҆શ保ো্のݒ೦が生じたりしているというࢦఠもあり、ͲのΑうなリスクが生じていて、ͲのΑうなର

� +45/$RD4ௐࠪ報告書$RD4-F:2020-RR-04ʮオープンԽ、国ࡍԽする研究における研究インテグリティʯ（2020年10月）
https://www.Kst.go.Kp/crds/report/$RD4-F:2020-RR-04.html
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Ԡが必要かをݕ౼することがٻめられてきた。オープンԽ、国ࡍԽが研究γステムに及΅す主要なӨڹとして、
大学の研究機関やそこに所属する研究者と、外෦の機関やその関係者との関Θりが֨ஈに֦大、ଟ༷Խ
していることがあると͑ߟられている。

զが国においては、オープンԽ、国ࡍԽに関するリスクがࡏݦԽした事ྫや、その研究γステムや国Ո҆
શ保োのӨڹについての情報は限られていた。あるఔのੵがあるのが、主として国内を೦಄にஔいた
であ౼ݕԽに関するڧ連携のଅਐにう利益相反（ಛにஅらない場合、務相反をؚΉ）のରԠの学࢈
り、ڧԽํࡦのݕ౼がߦΘれるとともに、ରԠのਐలঢ়گがෆे分であることもௐࠪで示されていた。

ड़の米国のྫからもΘかるΑうに、海外の機関との関係においても、利益相反は、研究者や研究機関にޙ
Αるෆ適なߦҝや外෦機関にΑるෆ当なׯবにつながるリスクがあり、研究者や研究機関の活動に෯い
Өڹを与 う͑るものである。զが国では、国ࡍԽに関するリスクについては、リスクがࡏݦԽした事ྫについ
てެの情報は΄とんͲಘられておらͣ、国内のݱঢ়にଈしたݕ౼がࠔなঢ়ଶにあるという՝があった。
海外においては、国ࡍԽにうリスクについて、۩ମ的な問事ྫの֓要やそのݪҼの分ੳ、ରԠࡦのݕ౼
がਐんでいるྫがあったので、その動をѲすることは、զが国としてରԠをݕ౼していく্で参ߟにな
ると͑ߟた。

ʢΦʔϓϯԽ、国ࡍԽに͏ϦεΫにؔするւ外の動ʣ
米国においては、Պ学ٕ術における外国のӨڹ（Foreign Influence）が問となってきていた。۩ମ的

には、外国政府の人࠾ࡐ用プログラムの米国人研究者の参加、外国人研究者や外国人留学生の米国の
受入れに関連して、米国の研究Ռやٕ術が外国にྲྀ出しているとのࢦఠがされていた。このことについて
は研究γステムの݈શ性・ެਖ਼性と、国Ո҆શ保োの2つの؍点からݒ೦が生じていた。ಛに問視されて
いた、外国政府の人࠾ࡐ用プログラムに米国研究機関に所属する研究者が参加していた事ྫにΈられるΑう
に、この問では利益相反が重要な要Ҽになっていると認ࣝされていた。米国の研究関係の政府機関では、
研究の開์性をҡ持しつつ問にରॲするために、研究者から所属研究機関の利益相反に関する情報の開
示のపఈに重点をஔいて研究インテグリティをߴめることをபとしてରԠしΑうとしていた。研究機関の取組
をଅਐ、支援するため、研究関係の政府機関がΨイυラインのվఆの件උをਐめていた΄か、国Ո҆
શ保ো関係機関からの情報提供や助ݴ、大学ڠձからグッυプラクティスの情報提供がߦΘれてきていた。
Ұํで、ٕ術に関する情報管理や輸出管理の規制をڧԽしΑうという動きもあったが、そうした規制のڧ
Խが研究の開์性をଛない、ͻいては米国の研究ྗԼにつながってはならないという視点で、研究コϛϡ
ニティからݐઃ的な意ݟ表໌がされていた。

߽भにおいては、外国のׯব（Foreign interference）から大学セクターをकるためのΨイυラインがࡦ
ఆされたり、国Ո҆શ保ো関係のγンクタンクから外国の܉関係の大学に関する情報提供がߦΘれたりする
なͲの取組がߦΘれていた。

ӳ国においては、国Ո҆શ保ো関係の政府機関から研究コϛϡニティにରし、外国の機関とのྗڠに関す
るリスクやそれにରするରԠࡦに関する情報が提供されていた。

ʢզ͕国に͓͚る研究ΠϯςάϦςΟのڧԽに͚た՝ͱٻΊΒΕるऔʣ
研究のオープンԽ、国ࡍԽに関連するզが国の重要՝としてٕ術ྲྀ出のࢭがあり、それは国Ո҆શ保

ো্のਂࠁな問であるとともに、研究Ռのෆਖ਼なྲྀ出を通じてզが国の研究γステムの国ڝࡍ૪ྗを
Լさせ、研究ڥの݈શ性・ެਖ਼性と開์性をଛない、研究の活ྗを͙ことにつながりかねない問で
もある。そのΑうなঢ়گになれば、研究γステムとしてෆ可ܽな国ࡍ的な開์性もҡ持することがࠔにもな
る。

内外の事ྫやݕ౼にΑれば、ٕ術ྲྀ出をؚめෆਖ਼ߦҝの発生のഎܠに利益相反の問がある場合がগなく
ない。研究コϛϡニティとしての、この問のରԠとしては、利益相反に重点をஔいて研究インテグリティ
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のڧԽに主ମ的に取り組Ήことが、任あるߦ動であり、ࣾձにରするઆ໌任をՌたしその৴頼をಘるた
めに有ޮと͑ߟた。

利益相反の管理は、ᶃ研究者から研究機関の情報開示をపఈすることにΑりಁ໌性をߴめ、ෆਖ਼なߦҝ
につながるリスクのݮに資すること（ୈ1ஈ֊）、ᶄ研究機関において、開示された情報をجにリスクを
評価し、必要にԠじてରॲすること（ୈ2ஈ֊）に大別される。

ୈ1ஈ֊については、研究機関ごとの事情にΑらͣҰのプロセスがൺֱ的༰қであり、適に手続きを
ਐめれば、ଟくの機関においてやかに࣮ࢪすることが可能となり、ൺֱ的ؒظでҰఆのޮՌがظできる。
Ұํ、ୈ2ஈ֊については、機関ごとのঢ়گを౿ま͑、ݸʑの事ҊにԠじたରԠが必要であり、֤機関にお
いてݧܦや能ྗをߴめるܧ続的なྗがෆ可ܽである。

ਝなରԠが必要であることから、զが国において͑ߟられる取組としては、まͣは、ୈ1ஈ֊の取組（情
報開示のపఈ）を重点的にਐめることとし、ୈ2ஈ֊（リスク評価・ରॲ）についてはܧ続的な取組をண࣮
にਐめることが適当であり、情報開示のపఈのためには、政府のΨイυラインのݟしなͲにΑりાஔするこ
とが͑ߟられた。

利益相反については、これまで主に国内の࢈学連携の՝として認ࣝされてきたが、ޙࠓは海外の機関と
の関係もؚめ、研究インテグリティのج൫的な要素として重視する必要がある。そのため、開示すき利益相
反に関する情報のछྨやൣғについて示していくことが、研究者のෆ҆を取りআき、ෛ担をܰݮするために
も重要である。۩ମ的には、研究機関における従དྷの利益相反に関する情報開示手続きにおいては、金મ的
な利益に重点がஔかれていた場合がଟいが、ޙࠓは、ଞの機関におけるաڈ及びࡏݱの職・ׂや、研
究資金に限らͣ外෦からಘている支援の内༰について、۩ମ的にྻڍすることが͑ߟられた（利益相反に関
する情報開示のൣғを従དྷから֦大し、જࡏ的な利益相反 �のリスクのରԠもؚめ研究のಁ໌性確保に関
する情報開示をపఈしていくことが必要）。

զが国の研究ྗڧԽのجຊ的な՝のҰつが研究機関のܦӦ・ӡӦྗのڧԽであるが、そのࡍ、リスクϚ
ωジϝントが大きなபであり、そのதの重要な՝として、利益相反に重点をஔいた研究インテグリティڧԽ
があると͑ߟられ、研究インテグリティのڧԽをج൫として、研究機関のリスクϚωジϝントྗ、ܦӦ・ӡӦ
ྗをڧԽすることにΑり、輸出管理の規制९कの取組をॆ࣮していくことも重要であると͑ߟた。

また、輸出規制やٕ術管理の規制ڧԽにけたݕ౼にରしては、研究γステムの開์性や活ྗをଛない、
ͻいては国として研究ྗのԼをটき、国Ո҆શ保োにもѱӨڹを与͑ることとならないΑう、研究コϛϡニ
ティとして関係当ہにݐઃ的に意ݟをड़ていくことが必要であり、また、研究インテグリティڧԽの取組
は研究コϛϡニティにΑる規制९कのॆ࣮にも資すると͑ߟた。

� જࡏ的な利益相反について共通のఆٛはないが、ここではʮ当事者が組織にରするٛ務・任と相反する可能性のある利又
はٛ務を持っていることʯという意ຯで用いている。
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の国֎の動向ۙ࠷Խʹؔ͢ΔڧΠϯςάϦςΟのڀݚ	1.2

前ճ報告書ެ表Ҏ߱も、研究インテグリティのڧԽにけたٞや取組が国内外で続いており、ຊ項では、
最ۙの（前ճ報告書をެ表した2020年ळҎ߱の）研究インテグリティのڧԽに関する国内外の動を၆ᛌ
する。海外のௐࠪର国は、前ճ報告書でとりあ͛た米国、߽भ、ӳ国、EUの΄か、取組をڧԽしている
Χφμについても新たにௐࠪରとした。研究のオープンԽ、国ࡍԽにうリスクとそのରԠに関する֤国・
Ҭの2020年ळҎ߱の動のついては参ߟ資料1にৄࡉをまとめている。

1.2.1	 ຊの動向

ʢ内ֳにΑるݕ౼ͱఏݴʣ
内ֳ府は、2020年9月から、有ࣝ者でߏされるʮ研究インテグリティに関するݕ౼ձʯを開࠵し、զが

国の研究者や研究組織が確保すき研究インテグリティとそのための取組のࡏりํについてݕ౼し、提ݴ
ʮ研究インテグリティに係るௐࠪ・分ੳ報告書ʯを2021年�月にとりまとめた3。

ಉ報告書では、研究者自にΑる適な情報開示の΄か、大学・研究機関にରしては、人事・リスク管
理のためのϚωジϝントをڧԽし、所属する研究者について、݉ۀをؚΉશての所属組織と職（海外の人
登用プログラムの参加、໊༪教तؚΉ）、海外をؚΉ外෦機関から供与されたશての資金や資金Ҏ外ࡐ
の支援、関与するશての共ಉ研究の相手ํや参ը者の情報をѲすることなͲを提ݴした。

また、ެ 的研究資金を分する資金分機関にରしては、ਃ時に、݉ をؚΉશての所属組織と職（海ۀ
外の人ࡐ登用プログラムの参加、໊༪教तؚΉ）、ΤフΥート管理に関Θる海外をؚΉ外෦機関から供
与されたશての資金の受入れঢ়گについてѲすることなͲを提ݴした。

政府にରしては、大学や研究機関における規ఔや組織のඋ、ڝ૪的資金に関するΨイυラインをվగ
することなͲを提ݴした。

ʢのରԠ方のܾఆʣ
内ֳ府のݕ౼ձの提ݴを౿ま͑、2021年4月、政府の౷合イϊベーγϣンઓུਪਐձٞはʮ研究活動の

国ࡍԽ、オープンԽにう新たなリスクにରする研究インテグリティの確保に係るରԠํについてʯ4（ҎԼ
ʮରԠํʯという）をܾఆした。

ରԠํにおいては、研究者にΑる適な情報開示に関する取組が示されるとともに、研究者の所属機関
において、人事及び組織のリスク管理として必要な情報（職ྺ・研究ۀ݉、ྺܦの所属機関・職、当֘
機関外からの研究資金や研究資金Ҏ外の支援及び当֘支援の相手ํ）の報告・更新を受けること、そのため
の利益相反・務相反をはじめ関係の規ఔ及び管理ମ制をඋし、報告・更新を受けた情報にͮجき、࢈
学連携活動における利益相反・務相反管理とಉ༷に、適なリスクϚωジϝントを͑ߦるΑう、政府として
所管する研究機関にରして関係の規ఔや管理ମ制のඋの必要性に関するप・連絡をߦうとともに、所要
の支援をߦうなͲとされた。

また、ରԠํでは、ڝ૪的研究අに関するΨイυラインのվగにおいては、国外もؚΉ外෦からの支
援や݉ۀの情報の資金分機関の提出、所属機関の適な報告の約をٻめること、利益相反・

� 内ֳ府　研究インテグリティに関するݕ౼
https://www�.cao.go.Kp/cstp/LoLusaiteLi/integrity.html

� 研究活動の国ࡍԽ、オープンԽにう新たなリスクにରする研究インテグリティの確保に係るରԠํについて
https://www�.cao.go.Kp/cstp/LoLusaiteLi/integrity/integrity@housin.pdf
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務相反に関する規ఔのඋの重要性を໌示し、必要にԠじてঢ়گ確認すること、ِڏਃ告にରし、ެ表、ෆ
。Ήこととしたࠐ取ফし、研究අฦؐ、最5年ؒのԠื制限の内༰をり࠾・࠾

さらに、ରԠํでは、大学・研究機関における研मڧԽの取組ঢ়گ及び利益相反・務相反に関
する規ఔ・組織のඋঢ়گฒびに研究資金分機関における取組ঢ়گ（ެื要ྖのվఆをؚΉ）につ
いて、2022年にѲ・ެ表し、必要にԠじて当֘機関にվળをٻめることとされている。

ʢڝ૪త研究අのࢦのվఆʣ
2021年12月には、ରԠํに従い、政府のڝ૪的研究අの適なࣥߦに関する共通的なࢦがվఆさ

れた5。2021年にެืをߦうڝ૪的研究අは可能なൣғでରԠし、2022年4月Ҏ߱にެืをߦうڝ૪的研
究අからॱ次࣮ࢪすることとされており、研究資金分機関、大学・研究機関において、ૣظにରԠして
いくことが必要となっている。

また、վఆにซせて、大学・研究機関における研मでの利用にΑり、研究者や大学・研究機関の理
ղৢをଅす的で、ʮ研究者けʯ及びʮ大学・研究機関けʯに研究活動のಁ໌性の確保に係る情報
について適に報告又は管理をߦっているかなͲの確認をするʮνェックリストʯのܗを内ֳ府が࡞・
ެ表した�。

1.2.2	 ւ֎の動向

ʢ0&$%に͓͚るݕ౼ʣ
のグローバル・サイΤンス・フΥーラム（(lobal（OE$D）ߏ開発機ྗڠࡁܦ 4cience Forum (4F）7

においては、2021年及び2022年のプロジェクトとしてʮグローバルな研究Τコγステムにおけるインテグリ
ティとセΩϡリティ（Integrity and security in the global research ecosystem）ʯが2021年1月から開
始されており、国ࡍ的な研究Τコγステムをݻڧなものにするために、જࡏ的な利益相反と務相反を国ࡍ
的なྗڠとަྲྀのதでͲのΑうに管理できるかについてのݕ౼がਐんでいる。

ʢ(�にΑるۀ࡞෦ձのઃஔʣ
2021年�月に開࠵された(�コーンΥール・サϛットのटコϛϡニέ�において、研究セΩϡリティ及び

インテグリティをଅਐするためにڠಇすること、ʮ(�研究ڠ約（(� Research $ompact）ʯを承認すること
なͲがܾఆされた。

ಉڠ約 �においては、(�がྗڠして研究のಁ໌性とインテグリティを্させるとともに、(�の֤国政府

� ࢦに関するߦ૪的研究අの適ਖ਼なࣥڝ
https://www�.cao.go.Kp/cstp/LoLusaiteLi/integrity/shishin.pdf
なお、資金分機関に提出する研究අに関する情報のうͪ、ൿ密保持契約がަΘされている共ಉ研究に関する情報のѻい
については、࢈学連携の活動がҕॖしないΑう、कൿٛ務をෛっている者のΈでѻΘれることをվめてపఈするとともに、֤
。することとされたهのํをެื要ྖ্໌ࡍさせるࡌهの事情にྀしつつ、Ԡื書ྨや共通γステムにۀ૪的研究අ事ڝ

� νェックリストܗɿ研究者け（ྩ�年12月1�൛）
https://www�.cao.go.Kp/cstp/LoLusaiteLi/integrity/checLlist1.pdf
νェックリストܗɿ大学・研究機関け（ྩ�年12月1�൛）
https://www�.cao.go.Kp/cstp/LoLusaiteLi/integrity/checLlist2.pdf

� OE$D (4F
https://www.oecd.org/sti/inno/global-science-forum.htm

� (�Χービスベイटコϛϡニέ（༁）
https://www.mofa.go.Kp/mofaK/ples/1002000��.pdf

� (�研究ڠ約（༁）  
https://www.mofa.go.Kp/mofaK/ples/1002000��.pdf
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には、研究コϛϡニティと連携し、研究ΤコγステムのセΩϡリティとインテグリティをޮՌ的に確保するݖ利
及び任があるとした。また、۩ମ的なߦ動として、ʮ研究ΤコγステムのセΩϡリティとインテグリティに関
するۀ࡞෦ձ（8orLing (roup on the 4ecurity and Integrity of the Research Ecosystem）ʯを新た
にઃཱし、研究インテグリティ及びセΩϡリティについての共通の理ղを発లさせることとしている。

ʢถ国の動ʣ
˙国Ո҆શ保ো大౷ྖ֮ॻୈ��߸

2021年1月14、トランプ大౷ྖは、連邦政府の資金提供を受けた研究開発のセΩϡリティ及びインテ
グリティの保ޢのための国Ո的ରԠのࢦ示を的としたʮ国Ո҆શ保ো大౷ྖ֮書ୈ��߸（/ational
4ecurity Presidential Memorandum ��）ʯ��（/4PM-��）にॺ໊した。/4PM-��の的は、米国政府
が支援する研究開発を外国政府のׯবやෆਖ਼利用から保ޢすることをڧԽするとともに、米国とੈքにとって
有益な研究্の発ݟとイϊベーγϣン出をଅਐする開์的なڥをҡ持することであり、連邦政府の資金
提供を受けた研究プロジェクトを主ಋするݸ人や連邦政府の資金提供のプロセスに関与する関係者なͲ、米
国の研究開発ମ制に大きなӨྗڹを持つݸ人からのજࡏ的な利益相反や務相反に関連する情報の開示に
関する要件をڧԽし、ඪ४Խしている。

˙国ՈՊ学ٕज़ձٞにΑる研究ؔػのਪऔ
2021年1月15、国ՈՊ学ٕ術ձٞ（/45$）はʮ米国のՊ学ٕ術研究ମ制のセΩϡリティ及びインテ

グリティڧԽのためのਪ奨取組（Recommended Practices for 4trengthening the 4ecurity and
Integrity of America s̀ 4cience and 5echnology Research Enterprise）ʯ��をެ表した。ಉ報告書は、
/45$の研究ڥに関する合ಉҕ員ձ（+$ORE）の研究セΩϡリティখҕ員ձが/45$とௐの্࡞し
たもので、/4PM-��をิするものとしてҐஔ付けられており、研究機関においてਪ奨される取組として、
利益相反及び務相反の開示に関する機関のํをࡦఆ・ӡ用すること、જࡏ的な利益相反及び務相反
をಛఆ・評価するために必要なશての情報の機関の開示を要ٻすることなͲの21項を͛ڍている。

˙国ՈՊ学ٕज़ձٞにΑるۚࢿؔػɾ研究͚ؔػΨΠμϯε
2022年1月、/45$は、/4PM-��のཤߦに関して連邦政府機関にࢦを提供することを的として、ʮ米

国政府が支援する研究開発のための国Ո҆શ保োઓུに関する国Ո҆શ保ো大౷ྖ֮書�� (/4PM-��) の
ཤߦのためのΨイμンス（(UIDA/$E FOR IMPLEME/5I/( /A5IO/AL 4E$URI5: PRE4IDE/5IAL
MEMORA/DUM �� (/4PM-��) O/ /A5IO/AL 4E$URI5: 45RA5E(: FOR U/I5ED 45A5E4
(OVER/ME/5-4UPPOR5ED RE4EAR$H A/D DEVELOPME/5）ʯ��をެ表した。 /4PM-��のΑり
的なࡏなΨイμンスとҐஔͮけられており、連邦政府の資金分機関・研究機関にରして、研究者がજࡉৄ
利益相反及び務相反に関する情報を適に開示するため、情報開示ルールとフΥーϚットのඪ४Խを要
している（120ޙࠓҎ内に連邦政府の資金分機関はフΥーϚットのҊを࡞することとされている。）

�� /4PM-��
https://trumpwhitehouse.archives.gov/presidential-actions/presidential-memorandum-united-states-
government-supported-research-development-national-security-policy/

�� https://trumpwhitehouse.archives.gov/wp-content/uploads/2021/01//45$-Research-4ecurity-#est-Practices-
+an2021.pdf

�� https://www.whitehouse.gov/wp-content/uploads/2022/01/010422-/4PM-��-Implementation-(uidance.pdf
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ʢ߽भの動ʣ
2021年11月、大学外国ׯবタスクフΥース（UFI5）は、2019年11月にެ表していたʮ大学セクター

にରする外国のׯবにର߅するためのΨイυライン（(uidelines to counter foreign interference in the
Australian University 4ector）ʯの更新൛ �3をެ表した。֤大学は、外国からのׯবを受けるリスクのある
職員にରして、外国との݁びつき、関係、金મ的利関係のಛఆをؚΉ利関係のએݴをٻめることをਪ奨
されている（利関係のએݴについての質問ྫもࡌه）。

ʢӳ国の動ʣ
˙ӳ国大学ڠձにΑるΨΠυϥΠϯ

2020年10月に、ӳ国大学ڠձ（UU,）は、ӳ国のߴ教ҭ機関を外国にΑるׯবから保ޢするための
取組を示したΨイυラインʮ国ࡍԽのԼでのリスク管理ʕセΩϡリティ関連問ʕ（Managing risLs in
Internationalisation: 4ecurity related issues）ʯ�4をެ表した。ಉΨイυラインでは、外国にΑるෆ当なׯ
বからߴ教ҭ機関を保ޢするため、Ұ連のରࡦとાஔを理し、U,,に加ໍしているӳ国の1�9の大学
や研究機ߏにݸʑのঢ়گに合Θせた適用を要している。利益相反に関しては、֤大学は、利益相反やその
ଞの職্ۀのٛ務、関連する所属ઌや๏的契約を確࣮に開示するΑうに、利益相反・外෦ۀ務に関するポリ
γーをఆめなければならないとされている。

˙ӳ国研究ɾΠϊϕʔγϣϯߏػにΑるཁ
2021年�月に、ӳ国研究・イϊベーγϣン機ߏ（U,RI）は、U,RIから資金を受けている機関の要

としてʮ৴頼できる研究とイϊベーγϣンのݪଇ（5rusted Research and Innovation Principle）ʯ�5をެ
表した。જࡏ的なセΩϡリティ関連のリスクを評価するには、機関と関Θりを持つݸ人について、ଞのऩ入ݯ・
ଞのޏ用の有ແにΑり、ࡏݦ的な又はજࡏ的な利益相反をಛఆすきとしている。

ʢΧφμの動ʣ
2021年�月に、Χφμ連邦政府は、Χφμ政府ʕ大学共ಉϫーΩンググループのྗڠをಘた্で࡞した

ʮ国ࡍ研究ྗڠにରする国Ո҆શ保োΨイυライン（/ational 4ecurity (uidelines for Research
Partnerships）ʯ��をެ表した。ಉΨイυラインは、外国のׯবがもたらす国Ո҆શ保ো্・研究インテグリ
ティ্のリスクをಛఆしてܰݮすることを的としており、જࡏ的リスクを評価するためのフΥームでの利益相
反の開示をٻめ、リスクがある又はෆ໌と評価された場合にはリスクのܰܭݮըを࡞するなͲ、Χφμの
大学・研究機関・研究資金分機関が国ࡍ研究ྗڠを࣮ࢪするࡍに९कする共通ج४としてҐஔͮけられて
いる。

ʢ&6の動ʣ
2022年1月に、Ԥभҕ員ձはʮ研究・イϊベーγϣンにおける外国からのׯবにରॲするためのۀ࡞จ書

�� https://www.dese.gov.au/guidelines-counter-foreign-interference-australian-university-sector/resources/
guidelines-counter-foreign-interference-australian-university-sector

�� https://www.universitiesuL.ac.uL/what-we-do/policy-and-research/publications/managing-risLs-
internationalisation

�� https://www.uLri.org/wp-content/uploads/2021/0�/U,RI-1�0�21-5rustedResearchandInnovationPrinciples.pdf

�� https://science.gc.ca/eic/site/0��.nsf/eng/h@9�25�.html
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（5acLling R�I foreign interference 4taff worLing document）ʯ�7をެ表した。ಉจ書では、EUのߴ
教ҭ機関と研究機関が、外国のׯবから、学問の自༝・インテグリティ・機関の自性のجຊ的な価
をकり、スタッフ・学生・研究Ռ・資࢈を保ޢするためのแׅ的なઓུが書かれている。研究者のൿ密
の支援（助金、໊༪শ߸、څ与）は学問の自༝・インテグリティのڴҖであるとし、利益相反をத֩
的リスクとҐஔͮけている。

�� https://op.europa.eu/en/web/eu-law-and-publications/publication-detail/-/publication/�faf52e�-�9a2-11ec-
91��-01aa�5ed�1a1
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1.3	ຊใࠂॻのૂ͍

1.2においてड़たとおり、前ճ報告書のެ表ޙ、国内では、2021年4月に政府がܾఆしたʮରԠํʯ
において、利益相反に関して、研究者自にΑる適な情報開示、大学・研究機関のϚωジϝントڧԽ、
ެ的資金分機関（FA）にΑるਃ時の確認に取り組Ήこととされ、ಉ年12月には政府のڝ૪的研究අ
に関するࢦがରԠํにͮجきվఆされるなͲ、前ճ報告書において提ݴしたํで、情報開示のపఈ
の政府のํが示された。

海外においても、OE$Dや(�の国ࡍ的なݕ౼や、米国、߽भ、Χφμ、EUの֤国・Ҭの政府・資
金分機関・研究コϛϡニティにおけるݕ౼やରԠがਐんでおり、そのଟくにおいて、利益相反に重点をஔい
た研究インテグリティのڧԽが研究セΩϡリティ（研究のオープンԽ、国ࡍԽのਐలにう、オープンな研究
γステムのෆ当な利用にΑり、研究γステムの݈શ性・ެਖ਼性をᆝଛされ、ٕ術ྲྀ出にΑる国Ո҆શ保ো
のѱӨڹにもつながるリスクのରԠ）のڧԽにも資するというํ͑ߟが示されている。

զが国の大学・研究機関の研究コϛϡニティにおいて、利益相反に関係する規ఔや管理ମ制の、ࡏݱ
උの۩ମ的な取組を࣮ߦに移していくための४උがਐめられているとこΖであり、それがண࣮にਐめられる
ことが重要である。

զが国では、利益相反に重点をஔいた研究インテグリティのڧԽについて、参ߟとなる事ྫが࢈学連携に
おける利益相反の取組事ྫに限られており、研究セΩϡリティのڧԽの؍点からはੵがないことから、海外
の事ྫも参ߟにすることが適当と͑ߟられる。

このため、当センターにおいては、զが国研究コϛϡニティのݕ౼に資するΑう、参ߟとなる海外研究コϛϡ
ニティの取組事ྫに重点をஔいて、さらなるௐࠪをߦうこととした。

そのࡍ、զが国の大学・研究機関において、利益相反に関係する規ఔや管理ମ制のඋをਐめる্で、
●  ֤ 国の政府の提ݴ・資金分機関の要・大学ஂମのਪ奨事項を౿ま͑つつ、主ମ的に独自の取

組を࣮ࢪしている事ྫが参ߟになると͑ߟられること
●  学生（学෦、大学Ӄ）がࡏ੶し、研究Ҏ外にも教ҭの෯いׂを担う大学の事ྫは、大学はもとΑ

り、研究機関にとっても参ߟになると͑ߟられること
●  学、副学（又はプロボスト）、෦ہからなる大学のΨバφンスのߏは、֤国において共通のと

こΖもあり、管理ମ制がൺֱ的Ѳしやすいと͑ߟられること
から、海外の大学における規ఔや管理ମ制にಛに重点をஔいてௐࠪをߦった。

なお、ୈ2ষにおけるࡌهは大学を೦಄にしたものとなっているが、研究インテグリティのڧԽにけたج
ຊ的なํ͑ߟは、զが国の大学Ҏ外の研究機関においても෯く適Ԡ可能なものであると͑ߟられる。
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2.1	ւ֎のྫࣄͱզ͕国ڀݚίϛϡχςΟのͨΊのཹҙ߲ࣄ

ຊ項では、զが国の大学・研究機関が、研究インテグリティのڧԽにけ、利益相反の管理に関連する
規ఆや管理ମ制のඋをする্でجຊ的な要素と͑ߟられるҎԼの�つの事項ɿ
（1）情報を開示する者（情報開示者）
（2）開示する情報
（�）開示の時ظ
（4）開示のํ๏
（5）開示された情報の৹ࠪମ制
（�）適に開示をしなかった場合のേଇ
（�）開示を適に࣮ࢪさせるための支援

について、海外の大学の取組を参ߟ事ྫとして理するとともに、事ྫを౿ま͑た留意事項をड़た（分ྔ
が大෦になるため、಄に݁Ռを؆ܿにまとめた（表2.1.1、表2.1.2））。参ߟとした海外の事ྫのৄࡉにつ
いては、参ߟ資料2にまとめた。

前ষのでड़たとおり、ຊষのࡌهは大学を೦಄にしたものとなっているが、研究インテグリティのڧԽ
にけたجຊ的なํ͑ߟはզが国の大学Ҏ外の研究機関においても෯く適Ԡ可能なものであると͑ߟら
れる。

なお、利益相反と務相反でのѻいが大きくҟなる場合については、分けてهड़した。

2	 Խʹ向͚ͨڧΠϯςάϦςΟのڀݚ
ίϛϡχςΟのऔڀݚ
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ද�����ɹɹɹجຊతͳཁૉ、ւ外のྫࣄͱཹҙ߲ࣄのまͱΊʢ$3%4࡞ʣ

ຊతͳཁૉج 海外のྫࣄʢ✓ʣとཹҙ߲ࣄʢ˙ʣ

ʢ�ʣใを։ࣔするऀʢ
ใ։ࣔऀʣ

✓ओ研究ऀ、研究ऀ、ڭһ、ڭ৬һ෯がある。
✓大学͔Βڅ༩をड͚ていͳい学ੜはؚまͳいとしている大学がある。
˙政府のʮରԠํʯではʮ研究者ʯとされている。
˙海外の事ྫも౿ま͑て、֤大学の๊͑るリスクにԠじてରԠ。

ʢ�ʣ։ࣔするใ ■表2.1.2

ʢ�ʣ։ࣔのظ࣌

✓�利益相反については、ごͱに։ࣔをٻめることがҰൠ的。また、新たにརӹ૬のϦ
εΫ͕ੜ͡たͱ͖に、ͦの։ࣔすることもҰൠ的。
✓務相反についても、おおΉねಉ༷。
˙海外の事ྫも౿ま͑て、֤大学においてઃఆ。

ʢ�ʣ։ࣔの方法

✓�大学が独自のΠϯλʔωοτ্の։ࣔγεςϜをߏஙし、研究者がγステム্に情報を
入ྗして開示することなͲがߦΘれている。
 ̇オンラインの活用、طଘのデータを活用できるΑうにするなͲ、開示者、৹ࠪ・管理者にとっ
てޮ的なମ制を֤大学においてߏங。

ʢ�ʣ։ࣔ͞Εたใの৹
ࠪମ੍

✓�大学ຊ෦ͱ෦ہͱのׂ୲（リスクのఔにԠじて大学ຊ෦が関与するମ制もؚΉ）、
৹ࠪҕһձのઃஔの༗ແ（リスクのఔにԠじて৹ࠪҕ員ձをઃஔすることもؚΉ）、৹
ࠪ୲ऀの໋の༗ແなͲ、֤大学のリスクやϚωジϝントମ制にԠじた৹ࠪମ制をߏங

˙ ֤ 大学の࣮情（リスクやϚωジϝントମ制）に合Θせ、リスク評価をޮՌ的・ޮ的に
できる৹ࠪମ制をߏங

ʢ�ʣద切に։ࣔをしͳ͔ͬ
た߹のേଇ

✓�ҙਤతͳӅṭِڏの։ࣔには、ݫਖ਼にॲすることを学内規ଇで規ఆ
˙ 情報開示にରして、意ਤ的なӅṭやِڏの開示をߦった場合には、बۀ規ଇにͮجきݫ

ਖ਼にॲ分することを֤大学の利益相反に関する規ଇに規ఆ

ʢ�ʣ։ࣔをద切に࣮ͤ͞ࢪ
るたΊのࢧԉ

✓�研究者のใ։ࣔのࢧԉ（開示すき情報を؆ܿにஅできるホームϖージ）、研究セ
Ωϡリティと合Θせた研究ऀ͚のҙىשɾ研मの࣮ࢪ

˙ ֤ 大学における研究ྙཧڭҭͱڠௐして࣮ࢪしていくことがޮՌ的
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ද�����ɹɹɹʢ�ʣ։ࣔするใのまͱΊʢ$3%4࡞ʣ

情報։߲ࣔࣄ 情報։ࣔൣғの海外ྫࣄʢ✓ʣとཹҙ߲ࣄʢ˙ʣ

ᶃۚમతརӹ૬

✓情報開示者とそのՈが、学外ஂମから受けるҰఆҎ্のۚમతརӹは։ࣔ
✓�大学ཱ͕する国ҬのٴͼͦΕΒにؔするؔػҎ外のஂମ͔Β研究ۚࢿの
ఏڙを受けた場合、当֘ஂମの໊শ・所ࡏ・主たる事ۀ、当֘ஂମにおける情報開示
者のҐ、情報開示者とそのՈについて、Ұఆ金ֹҎ্の、当֘ஂମのࢿ、当֘
ஂମからのऩೖɾϩʔϯɾଃɾཱྀඅは։ࣔ
✓�ใ։ࣔऀの研究ۚࢿ研究ۚࢿҎ外のࢧԉをしているஂମからの、情報開示者とそ

の利関係者のۚમతརӹはશて։ࣔ
˙海外の事ྫも౿ま͑て、֤大学の๊͑るリスクにԠじてରԠ。

ᶄ૬

✓�学外でのޏ༻、ઐతͳ活動、Ұఆ時ؒҎ্のίϯαϧςΟϯά活動、学外での活動に大
学のݯࢿをར༻、学ੜをؔ༩させる場合はࣄલڐՄが必要
ใु、ؒظܖ、ؒ࣌、活動内༰ɾࡏॴ、໊ؔػうߦ可にあたって、学外活動をڐ�✓

を開示。
˙専任の教員は、֤大学との契約にͮجいて、職務に専೦することがجຊ

ᶅ৬ྺɾ研究ۀ݉、ྺܦ
のॴଐؔػɾ৬

✓学ྺɾ৬ྺに関する情報を開示させることがҰൠ的。
✓学ྺɿ学෦、大学Ӄ、ポスυクの、機関໊、所ࡏ、専߈／研究分、学Ґと取ಘ年
✓�৬ྺɿ外国の政府やஂମとの提携（いΘΏる人࠾ࡐ用プログラム）をؚΉ、国内外のࡏݱ
までのશてのॴଐ৫と、学術的、専門的又は組織的な৬、ࡏ৬ؒظʢৗۈʗඇৗۈ
ʗ໊༪৬のผ、ใुの༗ແをΘͳい。ࡏݱの݉ۀの所属機関・職も開示）

˙֤大学の規ଇにおいて、職ྺをਵ時最新の情報に更新をさせることをٛ務付け

ᶆ֘ؔػ外͔Βの研究ࢿ
ۚ研究ۚࢿҎ外のࢧԉ
ԉの૬ख方ࢧͼ֘ٴ

✓�研究活動にؔ࿈する、学外͔Βのશてのࡏݱडྖத、ਃத、༧ఆしているࢧԉʢٴۚࢿ
ͼۚࢿҎ外ʣを෯͘։ࣔさせることがҰൠ的
✓�研究資金の支援の場合、ҎԼを開示ɿ支援ݩ、研究՝໊、研究的・ඪ、支援ঢ়گ（受

ྖத、ਃத、Ԡื予ఆ）、࣮ࢪ場所、支援ؒظ（開始、ऴྃ）、支援の૯ֹ（ؒ
අもؚΉ）、֤年のΤフΥートܦ
✓�研究資金Ҏ外の支援の場合、ҎԼを開示ɿ支援ݩ、支援の֓要、支援の金મ的価、研

究的・ඪ、支援ঢ়گ（受ྖத、保留த）、࣮ࢪ場所、支援を受けることにΑりٛ務付
けられるΤフΥート

˙ 支援にରするٛ務が՝されることにΑり、大学の務をे分Ռたせͣ、務相反をҾきى
こすリスクがあることから、֤大学において෯く情報開示をさせる

ᶇͦのଞ։ࣔをٻΊている
߲ࣄ

✓ᶃʙᶆに関連する資料として、外国͕ؔ࿈するܖにؔするจॻ
˙ 外国との共ಉ研究は国内ͱൺてҰൠతにはϋΠϦεΫな場合もあり、֤大学において

情報開示をపఈ

2.1.1	 ใΛ։ࣔ͢Δऀʢใ։ࣔऀʣ

ʢւ外のྫࣄɿۚમతརӹ૬ʣ
●ҎԼのとおりかなりの෯があるɿ

●  主任研究者（Principal investigatorɿ研究ܭըのઃࢪ࣮、ܭ、報告に任をෛう独ཱ的なݖ限を持つ
者）としている大学

● 研究者（Investigatorɿ研究ܭըのઃࢪ࣮、ܭ、報告に任をෛう持つ者）としている大学
● 教員（Faculty）としている大学
● 教職員（Employee）としている大学
● 受څしている研究資金にԠじて規ఆしている大学
● にҕねる大学࣏の自ہ٬員教त・学生をରとするかは෦、ଇʮ教員ʯとしݪ

●  なお、学生については、情報を開示する者を研究者としている大学においても、大学からの奨学金やڅ与
を受けていない限りؚまないとしている。
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ʢւ外のྫࣄɿ૬ʣ
●専任の教職員が、外෦で職務に関連した活動をする場合は事前に開示してڐ可をಘることがҰൠ的。
●  ΤフΥート50ˋҎ্の専任ではない教員（٬員教त）や、大学から研究職としてޏ用されている大学

Ӄ生にରして、専任教員とಉ༷のରԠをٻめる大学がある。

ʢཹҙ߲ࣄʣ
˙ 政府のʮରԠํʯでは、情報開示者についてはʮ研究者ʯとされており、海外の事ྫも参ߟに、֤大

学において、ʮ研究者ʯのൣғを۩ମ的に規ఆすることが必要。
 ̇そのࡍ、情報開示者を෯くઃఆすることで、Αりൣなリスクを大学がѲできるΑうになるϝリット
があると͑ߟられるが、情報開示者の૿加にい、開示される情報も૿͑るために、情報開示をする教
職員・学生の事務的ෛ担が大きくなるデϝリット、৹ࠪ・管理にΑりଟくの人員や時ؒを要するデϝリッ
トがあるとも͑ߟられる。

˙ 教職員・学生が๊͑るリスクの大きさや、ߏங可能な৹ࠪ・管理ମ制の֤大学の࣮情にԠじて、ޮՌ
的・ޮ的なൣғをઃఆすることが望ましい。

2.1.2	 ։ࣔ͢Δใ

政府のʮରԠํʯにおいて、

 　大学・研究機関が、所属する研究者の人事及び組織のリスク管理として必要な情報（職ྺ・研究ྺܦ、
（の所属機関・職、当֘機関外からの研究資金や研究資金Ҏ外の支援˞及び当֘支援の相手ํۀ݉
の報告・更新を受けるとともに、そのための利益相反・務相反˞˞をはじめ関係の規ఔ及び管理ମ制を
උ
　˞ 研究資金Ҏ外の支援は、ແঈで研究ࢪઃ・ઃඋ・機器の物の提供や務提供を受ける場合をؚ

Ή
　  ˞˞ 利益相反・務相反は、研究者又は大学・研究機関が研究活動にってಘる利益（࣮ࢪ料ऩ入、

研究ՌをؚΉ。）と、国又は研究資金分機関からަ付、ิ助又はҕୗ、ࣜג報ु、ະެ開ۀ݉
されるܦඅを用いてߦΘれる研究開発においてٻめられる任や֤機関において所属する研究者にٻ
められている任がিಥ・相反しているঢ়گを意ຯする。

とされていることを౿ま͑、ҎԼの点について、海外の情報開示のൣғをௐࠪした。
ᶃ金મ的利益相反
ᶄ務相反
ᶅ職ྺ・研究ۀ݉、ྺܦの所属機関・職
ᶆ当֘機関外からの研究資金や研究資金Ҏ外の支援及び当֘支援の相手ํ
ᶇそのଞ開示をٻめている事項

ᶃۚમతརӹ૬
ʢւ外のྫࣄʣ

●  情報開示者とそのՈが、学外ஂମから受けるҰఆ金ֹҎ্の金મ的利益について、情報開示させる大
学がある。

●ʮそのՈʯのൣғは、ۮ者とැཆするࢠ供とする大学がଟいが、ۮ者とැཆՈ、ۮ者とැ
ཆとする大学もある。また、ۮ者とැཆに加͑、ಉډ人をؚめる大学もある。
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●ʮҰఆ金ֹҎ্の金મ的利益ʯについては、ҎԼのΑうに規ఆしている大学があるが、金ֹのઃఆや、
贈を開示するかなͲのҧいがある。

　　✓ա12ڈϲ月にಘた5000υルҎ্のऩ入（コンサルティング、ࣥච、ߨԋ及びࣜגച٫・当）
　　✓ະެ開גの保有
　　✓1ஂମから5000υルҎ্のロイϠリティऩ入（所属機関からの分をআく）
　　✓スポンサー付きの出ு（出ு的、スポンサーも開示）˞政府機関、大学関係をআく
●  政府ܥ（大学がཱする国やҬの政府及びそれらに関係する機関）Ҏ外のஂମから研究資金の提

供を受けた場合、当֘ஂମの໊শ・所ࡏ・主たる事ۀ、当֘ஂମにおける情報開示者のҐ、情報
開示者とそのՈについて、Ұఆ金ֹҎ্の、当֘ஂମの資、当֘ஂମからのऩ入・ローン・贈
・ཱྀඅを情報開示させる大学がある。

●  情報開示者の研究資金や研究資金Ҏ外の支援をしているஂମからの、情報開示者とその利関係者
の金મ的利益はશて情報開示させる大学がある。

●ʮ利関係者ʯɿ（i）情報開示者のۙՈ、（ii）情報開示者のಉډ者、（iii）情報開示者が密又
は密な関係を持っている又は持っていた人、（iv）情報開示者と又はؒ的に金મ又はそのଞ
の利益を共有する人、（v）情報開示者が金મ又はಓಙ的ٛ務をෛっている人

●ʮ金મ的利益ʯɿݸ、ۀا人एしくはそのଞから֫ಘするあらΏる利益又は利益を֫ಘする機ձであり、
ҎԼをؚΉ。報ु 、問ҕ員ձの報ुࢾ、ԋ料ߨ、与、コンサルティング料、ँྱ、報奨金、贈څ)
Ѻટ料又は介料) 主持分ג、 (ݖストック・オプγϣン、そのଞの所有、ࣜג) 、的ݖ࢈ࡒ (ಛ
(利からのそのଞの支いݖ使用料、これらの、ݖ࡞ஶ、ڐ 。

ʢཹҙ߲ࣄʣ
˙ 政府のʮରॲํʯにはৄࡉについてఆめはないため、海外の事ྫも参ߟに֤大学において規ఆするこ

とが適と͑ߟられる。
˙ ಉډՈや利関係者も開示のରとするか、金મ的利益のൣғをͲこまでؚめるかなͲ、開示する情

報のൣғは大学ごとに෯がある。
˙ ֤ 大学において、所属している研究者が研究している分のリスクや、大学の規にԠじて、海外の

事ྫも参ߟに開示のൣғをܾఆすることが望ましい。
˙ ಛに、学外のஂମからಘているશての金મ的利益を開示することは、大学がリスクを෯くѲできるϝ

リットがあるҰํ、情報開示者の事務的ෛ担が大きくなるデϝリット、৹ࠪ・管理にΑりଟくの人員や時
ؒを要するデϝリットがあると͑ߟられる。

˙ ྫ ͑ば、利益相反のリスクがߴいと͑ߟられる研究අの支援を学外のஂମからಘている場合に、当֘ஂ
ମでの職や金મ的利益を開示させることが͑ߟられる。
 ̇また、ֹߴな報ुをಘている΄Ͳ、その支いのݟฦりとして、利益相反が発生する可能性がߴいと
いҊ件にରしてޮՌ的に利益相反の৹ࠪ・管理の࿑ྗをׂり当てらߴられることから、Αりリスクの͑ߟ
れるΑう、金ֹのج४をઃけ、Ұఆの金ֹҎ্（贈の場合は金મ的価にࢉした金ֹҎ্）
の金મ的利益に限って開示が必要とすることも͑ߟられる。

ᶄ૬
ʢւ外のྫࣄʣ

●  事前のڐ可が必要な学外での活動
● 学外でのޏ用（学ձҎ外で学外の職を保持すること。ੵۃ的なձࣾのઃཱの関与、ܧ続的な共

ಉܦӦの関与もؚΉ）
● 学外での専門的な活動（専門ࣝを伝ୡするߦҝ、教員の専門的・学術的ྖҬにおける活動）
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● 学外でのҰఆの時ؒҎ্のコンサルティング活動（それにྨする活動をؚΉ）
● 学外での活動のために大学の資ݯを利用する場合
● 学外の活動に学生を関与させる場合

● に開示が必要な情報ࡍ可を受けるڐ 
● 学外活動をߦう機関໊、その所ࡏ、活動の内༰・時ؒ、契約ؒظ、報ुを開示させている。必要

にԠじて、依頼人のݩ、機関との関係性（աڈのۈ務や契約をؚΉ）、大学にରする職務任との
関係を開示させている。

ʢཹҙ߲ࣄʣ
˙ 政府のʮରॲํʯにはৄࡉについてఆめはないため、海外の事ྫも参ߟに֤大学において規ఆするこ

とが適と͑ߟられる。
˙ 専任の教員は、大学との契約にͮجいて、教ҭ・研究の職務に専೦することがجຊであり、学外でޏ

用される場合や学外で専門的な活動をߦう場合には、事前にڐ可が必要とし、活動をߦう機関໊、その
所ࡏ、活動の内༰・時ؒ、契約ؒظ、報ुを、活動を開始する前に開示させることが望ましい。

˙ 学外の活動に大学の資ݯを利用することや学生を関与させることも、務相反をىこす可能性がߴく、
ಉ༷のѻいが望ましい。

ᶅ৬ྺɾ研究ۀ݉、ྺܦのॴଐؔػɾ৬
ʢւ外のྫࣄʣ

●ҎԼのとおり、学ྺ・職ྺに関する情報を開示させることがҰൠ的。
● 学ྺɿ学෦、大学Ӄ、ポスυクのݧܦ機関について、それͧれ、໊শ、所ࡏ、専߈／研究分、

学Ґ（取ಘした場合）、学Ґ取ಘ年（取ಘした場合）
● 職ྺɿ外国の政府やஂମとの提携（いΘΏる人࠾ࡐ用プログラム）をؚΉ、国内外のࡏݱまでのશて

の所属組織と、学術的、専門的又は組織的な職、ࡏ職ؒظ（常ۈ／ඇ常ۈ／໊༪職の別や、報ु
の有ແを問Θない。ࡏݱの݉ۀの所属機関・職も開示）

●  この΄か、Պ学の最も重要なݙߩを最大5つ؆ܿにઆ໌、専門的・学術的活動の෯いӨڹの事 （ྫՊ
学コϛϡニティーのサービス）を最大5つࡌهさせる事ྫもある。

ʢཹҙ߲ࣄʣ
˙ 政府のʮରॲํʯにはৄࡉについてఆめはないため、海外の事ྫも参ߟに֤大学において規ఆするこ

とが適と͑ߟられる。
までのશての所属組織・職は、大学において教ҭ研究に従事する能ྗがあるかを評価する্で最ࡏݱ ˙

も重要な情報であり、すでに֤大学においても情報をऩूしているものと͑ߟられるが、利益相反の有
ແをஅするためにも、ଞの機関との関係を෯くѲする必要があることから、海外の事ྫを౿ま͑て、
常ۈ／ඇ常ۈ／໊༪職の別や、報ुの有ແを問Θͣ、શて開示させることが望ましい。

˙ ಛに、ࡏݱの学外での所属組織・職については、研究Ռやࡒのؼ属をᐆດにする可能性や、
大学の໊শ・研究者の໊前を別の所属機関にແஅで使用され、評や৴用をᆝଛすることにもつながり
かねないことから、重大なリスク要Ҽと͑ߟられる。ม更があった場合には、大学としてす͙にѲでき
るΑうにするため、ਵ時最新の情報に更新をさせることをٛ務付けておくことが͑ߟられる。
 ̇また、外国政府がスポンサーとなる人࠾ࡐ用プログラムには、大学をܦ༝せͣに研究者と契約を
するものがあり、߆ଋྗのあるจݴなͲ利益相反をҾきىこす可能性のߴいもの、ඇྙ理的・൜ࡑ的な
。示するものがあることから開示をさせることが必要ࢦ・ҝを奨ྭߦ
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ᶆ֘ؔػ外͔Βの研究ۚࢿ研究ۚࢿҎ外のࢧԉٴͼ֘ࢧԉの૬ख方
ʢւ外のྫࣄʣ

●  ҎԼのとおり、研究活動に関連する、学外からのશてのࡏݱ受ྖத、ਃத、予ఆしている支援（資金
及び資金Ҏ外）を෯く開示させることがҰൠ的。

● 組織からか、ݸ人からかを問Θͣ、あらΏるਃத、ࡏݱ受ྖத及びԠื予ఆの支援。
● 研究資金の支援のΈならͣ、研究資金Ҏ外の支援（ࣥ務室／࣮ݧ室、ઃඋ、උ、人員のແঈでの

提供）も֘当（金મ的価の有ແに関係なく、ݸ人が研究活動の支援に関連して利用できるΑうに
なっているશての資ݯが֘当）。

● 研究室に所属する研究員、ポスυク、学生の学外からの報ुも֘当。
● 学外から支څされるཱྀඅ（大学の務と重なる研究活動をߦう場合）も֘当。

●  研究資金の支援の場合、ҎԼを開示（̡ ʳ内は開示させている場合もある項）
● 支援ݩ、研究՝໊、研究の的・ඪ、支援のঢ়گ（受ྖத、ਃத、Ԡื予ఆ）、主な研究の

研究の֤年のΤフΥー、（අもؚΉܦؒ）支援の૯ֹ、（開始、ऴྃ）ؒظ場所、支援ࢪ࣮
トʲଞの支援との重ෳʳ

●  研究資金Ҏ外の支援の場合、ҎԼを開示（ಉ্）
● 支援ݩ、支援の֓要、支援の金મ的価（༰қに金મ的価がΘからない場合には、合理的なੵݟ

もりもซせて提出）、研究の的・ඪ、支援のঢ়گ（受ྖத、保留த）、主な研究の࣮ࢪ場所、支
援を受けることにΑりٛ務付けられる֤年のΤフΥートʲ支援ؒظ（開始、ऴྃ）、ଞの支援と
の重ෳʳ

ʢཹҙ߲ࣄʣ
˙ 政府のʮରॲํʯにはৄࡉについてఆめはない。
˙ 学外からの研究資金や研究資金Ҏ外の支援には、支援にରするٛ務が՝されることもあることから、大

学の務をे分Ռたせなくなる可能性があり、務相反をىこすリスクがあることから、֤大学において、
海外の事ྫも参ߟに෯く情報開示させることが望ましい。

˙ なお、政府のʮڝ૪的研究අの適ਖ਼なࣥߦに関するࢦʯにおいて、
　　 Ԡื時に、研究代表者・研究分担者について、ࡏݱのଞ府লをؚΉଞのڝ૪的研究අそのଞの研

究අのԠื・受入ঢ়گ（制໊、研究՝、࣮ؒظࢪ、予ֹࢉ、ΤフΥート）や、ࡏݱのશての
所属機関・職（݉ۀや、外国の人ࡐ登用プログラムの参加、ޏ用契約のない໊༪教तをؚΉ。）
に関する情報をԠื書ྨや共通γステムにࡌهさせる。

とされていることから、これらのڝ૪的研究අにԠืするࡍの開示事項も౿ま͑つつ、֤大学において、
ᶅ職ྺ・研究ۀ݉、ྺܦの所属機関・職及びᶆ当֘機関外からの研究資金や研究資金Ҏ外の支援
及び当֘支援の相手ํを規ఆすることがޮ的と͑ߟられる。

ᶇͦのଞ։ࣔをٻΊている߲ࣄ
ʢւ外のྫࣄʣ

●ᶃʙᶆに関連する資料として、外国が関連する契約に関するจ書の提出をٻめている事ྫがある。

ʢཹҙ߲ࣄʣ
˙ Ұൠ的に、教員が学外の組織と契約を݁ͿことにΑって、学外での研究のٛ務を՝されたり、研究Ռ

を学外の組織にؼ属させられたりすることにΑり、大学の務がՌたせなくなる可能性があることから、
教員が学外の組織と契約を݁Ϳ場合には、大学にΑる確認をすることが望ましい。

˙ 外国のஂମからの支援、外国の大学・研究機関やそこに所属する研究者との共ಉ研究や研究者のަ
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ྲྀ（国ࡍ研究ྗڠ）は、外国の๏や規制、大学・研究機関の活動的・ӡӦମ制、研究者の属性・
研究内༰について、限られた情報でリスク評価をするため、国内の研究資金や研究資金Ҏ外の支援や
うことが望ましߦられることから、情報開示をపఈして͑ߟくなる場合もあるとߴとൺֱしてリスクがྗڠ
い�。

2.1.3	 ։ࣔのظ࣌

ʢւ外のྫࣄʣ
●  金મ的利益相反については、年ごとに開示をٻめることがҰൠ的。また、当֘機関に新たに職をಘた

とき、新たな研究資金のਃ時、新たに金મ的利益相反が生じたときに、その開示すること（ྫ
͑ば、ண任から�0Ҏ内や�0Ҏ内）もҰൠ的。

●  務相反についても、年ごとに開示をٻめることがҰൠ的。また、大学のຊ務と務相反の可能性が
、い場合（ྫ͑ば、ଞ大学・研究機関での教ҭ・研究活動、ձࣾのઃཱ、ձࣾの職にब任）やߴ
学生を関与させる場合、大学のࢪઃ・ઃඋを用いる場合に事前ڐ可制とすることもҰൠ的。

ʢཹҙ߲ࣄʣ
˙ 政府のʮରॲํʯにはఆめはなく、海外の事ྫも参ߟに、֤大学において適な開示時ظをઃఆする

ことが適当と͑ߟられる。

2.1.4	 ։ࣔのํ๏

ʢւ外のྫࣄʣ
●  ֤ 大学が独自のインターωット্の開示γステムをߏஙし、研究者がγステム্に情報を入ྗして開

示することがߦΘれている。また、学外からの研究資金のਃからࣥߦまでҰݩ的に管理しているγステ
ムのҰ෦として金મ的利益相反を開示させ、管理している大学もある。

●  大学ࢦఆの༷ࣜ（ిࢠフΝイル）に研究者が開示事項をه入して、担当者にిࢠϝールで送付すること
にΑる開示もߦΘれている。

ʢཹҙ߲ࣄʣ
˙ 政府のʮରॲํʯにはఆめはなく、海外の事ྫも参ߟに、֤大学において適な開示ํ๏を規ఆする

ことが適当と͑ߟられる。
˙ 独自の開示γステムをߏஙするෛ担が大きいというデϝリットがあるが、γステムをߏஙすることにΑり、

開示ޙの৹ࠪや管理までҰݩ的にγステム্で管理できるというϝリットがある。また、ଞの手続きとซ
せて、ಉҰのγステムで金મ的利益相反や務相反を管理することにΑり、研究者や事務のෛ担ܰݮに
つながると͑ߟられる。

˙ ి 録をಉҰのフΝイルまたは関連付けたهϝールにΑる開示の場合も、৹ࠪや管理のࢠフΝイルとిࢠ
フΝイルで管理できるΑうにすることなͲも͑ߟられる。

˙ ֤ 大学において、前年の開示情報をిࢠ的にせるΑうにして、֤年の開示のࡍには、前年に開

� 米国の政府関係ٞڠձ（$O(R）がࡦఆしたʮ学術的研究におけるݸʑのグローバルな取組にରする৹ࠪフレームϫークʯ（参
的な研究活動に関する契約をࡍ的な研究活動における研究機関の分ੳを支援する的で、国ࡍ資料2参র）においては、国ߟ
݁Ϳࡍの質問（確認）事項、જࡏ的ϋイリスク要Ҽ、リスクϚωジϝントઓུ、国ࡍ的な研究活動に関する৹ࠪの組Έを
提供している。
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示した情報を活用できるΑうにするなͲ、開示する者、৹ࠪ・管理する者にとってޮ的なମ制をߏஙす
ることが適当と͑ߟられる。

2.1.5	 ։ࣔ͞Εͨใの৹ࠪମ੍

ʢւ外のྫࣄʣ
● 利益相反の৹ࠪମ制は、ҎԼのとおり理されるɿ
ɹᶃ大学શମでنଇを੍ఆɻ学͕୲ऀを໋し、大学શମで৹ࠪを࣮ࢪ
　　　A）利益相反৹ࠪҕ員ձでも৹ࠪが必要
　　　#）担当者が必要とஅした場合のΈ利益相反৹ࠪҕ員ձをઃஔして৹ࠪ
ɹᶄҰ࣍తͳ৹ࠪを෦ہで࣮ࢪ
　　　A） 大学શମで規ଇを制ఆし、෦ہが৹ࠪを࣮ࢪ。ただし、෦ہの৹ࠪで利益相反があるとஅさ

れた場合は研究担当副学が৹ࠪを࣮ࢪ
　　　　　　a.  ෦ہが任命した担当者が৹ࠪし、その情報をもとに෦ہが利益相反ありとஅした場

合のΈ、大学શମの利益相反৹ࠪҕ員ձで৹ࠪ
　　　　　　b.  学Պ・෦ہが৹ࠪし、利益相反ありとஅした場合のΈ、研究担当副学が৹ࠪ
　　　#） 大学શମで্Ґ規ଇを制ఆ。෦ہが৹ࠪの࣮ࢪ規ଇを制ఆしてӡ用しているが、৹ࠪ݁Ռは大

学に報告（ෆਃしཱてがあった場合のΈ大学として৹ࠪ）
ᶅ大学શମͱしては্ҐنଇのΈを੍ఆし、෦ہに৹ࠪをҕͶる

●務相反についても、֓ね利益相反に४じた৹ࠪମ制がとられている。
●利益相反の৹ࠪにあたって、ҎԼの؍点から評価している大学がある。

ʓࡏݦ的又はજࡏ的な利益相反がଘࡏしますか？
　　ҎԼは、利益相反がଘࡏする場合ɿ
　　 ●  研究者自にΑる情報開示において、利益相反をっておくき人とされた人Ҏ外に、利益相反を

っておくき人がいますか？
　　 ● 利益相反をڐ可することにΑって大学はӨڹを受けますか？
　　 ● 利益相反をڐ可することにΑって大学は利益をಘますか？
　　 ● 研究者は利益相反に関与することをڐ可されるきですか？
　　 ● 研究者が利益相反に関与することをڐ可されるؒظをࢦఆしてください。
　　 ● ͲのΑうな利益相反の視手ஈを提Ҋしますか？
　　 ● 利益相反がڐ可される件
　　　　　˖  利益相反のӨڹを受けるશての人にରし、利益相反を開示するʲ必ਢ 。r
　　　　　˖  研究者は、利益相反の性質、ൣғ又はその管理にӨڹを及΅すΑうないかなるঢ়گのมԽも

ਝに報告するʲ必ਢ 。r
　　　　　˖  そのଞの加件
●利益相反の管理・ܰݮ・ഉআのために՝される件や制限のྫ。
　　 ● 利益相反を研究プロジェクトのଞの参加者に開示する。
　　 ● 利益相反をެ開する（ྫɿ研究Ռのެ開のࡍ）。
　　 ● 独ཱした評価者にΑる研究ܭըの評価を要ٻする。
　　 ● 独ཱした視者を任命して、研究のઃܭ、࣮ 。をとるࡦに利益相反のバイアスからकるରࡍ報告の、ࢪ
　　 ● 研究ܭըのม更（研究を助している機関の承認が必要な場合がある）。
　　 ● 人員のஔ͑、担当するۀ務のม更、研究のશ෦またはҰ෦の参加資֨のണୣ
　　 ● 金મ的利益のݮগ又はॲ分（ࣜגのച٫）
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　　 ● 利益相反を生Έ出す関係のղফ

ʢཹҙ߲ࣄʣ
˙ 政府のʮରॲํʯにはఆめはなく、海外の事ྫも参ߟに、֤大学において適な৹ࠪମ制をߏஙする

ことが適当と͑ߟられる。
˙ ৹ࠪମ制のߏஙにあたっての点はҎԼの�つ
　　ᶗ� རӹ૬の৹ࠪを大学શମͱして࣮ࢪしている͔、෦ہͱ୲している͔
　　　　 ●  大学ຊ෦で৹ࠪをҰׅして࣮ࢪすることにΑり、輸出管理、国ྗڠࡍ、研究ྙ理の関連す

る෦ॺの持つݟをू約してޮՌ的・ޮ的に৹ࠪができるϝリットがある͑ߟられる。また、
規の大きな大学であれば、ຊ෦に担当の人員をू約することにΑるスέールϝリットもあると
。られる͑ߟ

　　　　 ●  ֤ ෦ہに৹ࠪをҕねることにΑり、෦ہや෦ہ事務のෛ担となるデϝリットもあるが、学問の
ଟ༷性と෦ہ自࣏にྀしつつ、当֘分について最もݟを持つ者のஅがଚ重されるϝリッ
トがあると͑ߟられる。

　　　　 ●  大学ຊ෦と෦ہが連携し、リスクにԠじたஈ֊的な৹ࠪମ制（ྫ͑ば、学Պが学Պに所属す
る教員の৹ࠪをߦい、リスクがある又はある可能性があると学ՊがஅしたҊ件のΈ෦ہ
が৹ࠪをߦう。Ҏޙ、ಉ༷に、副学、学とஈ֊的な৹ࠪをߦう）をߏஙすることにΑり、
৹ࠪのۀ務が分ࢄԽされるϝリットがあるҰํ、1次৹ࠪにあたる任者やそれを支͑る事務
のෛ担が大きくなるデϝリットや、重大なリスクが෦ہでの৹ࠪでݟམとされ、大学ຊ෦まで報
告されない可能性が生じるデϝリットがある。

　　ᶘ� རӹ૬を৹ࠪするҕһձのઃஔの༗ແ
　　　　 ●  大学の担当員、෦ہ、専門Ոからなる৹ࠪҕ員ձをઃஔすることにΑり、大学のΨバφ

ンスとしてのํ͑ߟ、当֘学問分のಛ性、専門的ݟのଟ༷な؍点からの৹ࠪを可能とで
きるϝリットがある。Ұํ、ҕ員の任命、ҕ員ձのӡӦなͲ、事務のෛ担や参加するҕ員のෛ
担も૿͑ることになるデϝリットもある。

　　　　 ●  ৹ࠪҕ員ձをઃஔしない場合は、事務ෛ担がগなくなるϝリットがあるが、গの人ؒでの৹
ࠪとなるため、ଟ༷な؍点からの৹ࠪがしくなり、リスクの評価が適にߦΘれない可能
性があるデϝリットもある。

　　　　 ●  任者が৻重な৹ࠪが必要とஅしたҊ件についてのΈ৹ࠪҕ員ձをઃஔして৹ࠪすることも
。られる͑ߟΘれており、֤大学の๊͑るリスクにԠじた機動的なମ制とすることもߦ

　　ᶙ� རӹ૬を৹ࠪする୲ऀの໋の༗ແ
　　　　 ●  専門Ոやݧܦを持つ担当職員を担当者として任命し、1次的な৹ࠪを࣮ࢪし、その݁Ռを౿ま

͑て学や෦ہの任者がஅをしていくことで、ޮ的な৹ࠪが可能になるϝリットがあ
る。

　　　　 ●  Ұํ、গの人ؒにΑる৹ࠪとなるため、ଟ༷な؍点からの৹ࠪがしくなり、リスクの評価
が適にߦΘれない可能性があるデϝリットもある。

　　　　 ●  担当者にΑる৹ࠪに加͑、৹ࠪҕ員ձにΑる৹ࠪをߦったり、৹ࠪ݁Ռを্Ґの組織に報告し
たりするなͲして、ෳ的なνェックをߦう事ྫもあり、֤大学の๊͑るリスクにԠじたମ制と
することが適当と͑ߟられる。

˙ ֤ 大学の࣮情にԠじて、海外の事ྫも参ߟに、大学ຊ෦と෦ہとのׂ分担（リスクのఔにԠじて大
学ຊ෦が関与するମ制もؚΉ）、৹ࠪҕ員ձのઃஔの有ແ（リスクのఔにԠじて৹ࠪҕ員ձをઃஔす
ることもؚΉ）、৹ࠪ担当者の任命の有ແをஅし、リスクのݮを最もޮ的に࣮ࢪできる৹ࠪମ制
をߏஙすることが適当と͑ߟられる。

20 CRDS-FY2022-RR-01$RD4 国ཱ研究開発๏人Պ学ٕ術振興機ߏ 研究開発ઓུセンター

The Beyond Disciplines Collection 　オープン化、国際化する研究におけるインテグリティ2022　―我が国研究コミュニティにおける取組の充実に向けて―

ݚ
ڀ
Π
ϯ
ς
ά
Ϧ
ς
ỹ
ͷ

ڧ
Խ
ʹ

͚
ͨ

ݚ
ڀ
ί
ϛ
ỿ
χ
ς
ỹ
ͷ
औ


2



ஙされている大学においては、৹ࠪのରとなるൣғのߏにط学連携における利益相反の৹ࠪମ制が࢈ ˙
ଘのط、がりにԠじてମ制を֦ॆしつつ（ྫ͑ば、৹ࠪҕ員ձのҕ員の加、৹ࠪ担当者の加）
ମ制を活用して৹ࠪすることがޮ的であると͑ߟられる。
 ̇また、利益相反の৹ࠪの؍点や、利益相反の管理・ܰݮ・ഉআのために՝される件や制限についても、
海外の事ྫも参ߟに、ݸ別のҊ件についてஅをしていくことが͑ߟられる。

2.1.6	 దʹ։ࣔΛ͠ ͳ͔ͬͨ ߹のേଇ

ʢւ外のྫࣄʣ
●  意ਤ的なӅṭやِڏの開示にରしてはݫਖ਼にॲ分することを໌示しており、学内規ଇにͮجいて、大学

の裁ྔݖ限者がҧ反者にରして、෯くॲേの裁ྔݖを持つのがҰൠ的（利益相反の情報開示について
のേଇの規ଇをઃけているΘけではなく、बۀ規ଇに学内規ଇに反した場合のѻいについての規ఔが
あり、それを適用している）。

ʢཹҙ߲ࣄʣ
˙ 政府のʮରॲํʯにはఆめはなく、海外の事ྫも参ߟに、֤大学において適なേଇを規ఆすること

が適当と͑ߟられる。
˙ ֤ 大学においては、बۀ規ଇに学内規ଇに反した場合のѻいについてطに規ఆされているものと͑ߟ

られることから、大学がٻめる情報開示にରして、意ਤ的なӅṭやِڏの開示をߦった場合には、ब
。られる͑ߟਖ਼にॲ分することを利益相反に関する規ଇに規ఆすることがݫきͮج規ଇにۀ

2.1.7	 ։ࣔΛదʹ࣮ͤ͞ࢪΔͨΊのࢧԉ

ʢւ外のྫࣄʣ
●  金મ的利益についての情報開示が必要かͲうか、ホームϖージ্で、質問にʮはいʯ又はʮいい͑ʯで

͑ていくとఆができ、情報開示が必要な場合は開示用のϖージのҊ内がされる組Έをߏஙして
いる大学がある。

●  研究セΩϡリティについて研究者に意ىשをするため、利益相反・務相反に関連して情報開示が必
要な事項、輸出管理に関連してڐ可が必要な事項とそれͧれの事項の学内ホームϖージのリンク・
担当者の連絡ઌを؆ܿにまとめたリーフレットを࡞している大学がある。

●  研究者に、外国のڴҖ、政府の輸出規制、情報開示・報告ٛ務をらせるための研मを࣮ࢪしている大
学がある。

●  政府の҆શ保ো機関の関係者をΩϟンύスにটいて、ࣥߦ෦と教員に、研究セΩϡリティのڴҖに関して
આ໌や研मをߦっている大学がある。

ʢཹҙ߲ࣄʣ
˙ 支援ɿ研究者が自らの所属する機関の規ଇや๏ྩを理ղして९कすることがجຊであるが、ྫ͑ば、

利益相反に関する情報開示が必要かͲうかを؆қに確認できるγステムをߏஙし、開示が必要な場合に
は、手続き用のサイトをҊ内することで、研究者や事務のෛ担ܰݮや開示࿙れをなくすことにつながると
。られる͑ߟ

˙ 意ىשɿ๏ྩや所属機関の規ଇを研究者がཏ的にѲすることは༰қではないため、研究セΩϡリ
ティ・インテグリティに関連して९कすき事項をҰ覧できる؆ܿなリーフレットを࡞して意ىשす
ることがޮՌ的と͑ߟられる。また、そのࡉৄ、ࡍをりたい研究者のために、関連するホームϖージ
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のURLと担当者の連絡ઌをࡌهすることも有ޮと͑ߟられる。
˙ 研मɿ研究に関Θる教職員・学生が主ମ的に研究インテグリティのڧԽに取り組ΉΑう、外国のڴҖや

情報開示が必要な事項についての研मをఆظ的に࣮ࢪすることがޮՌ的であると͑ߟられる。そのࡍ、
զが国では、研究ྙ理教ҭを֤大学・研究機関において࣮ࢪするମ制がطにߏஙされていることから�、
研究ྙ理教ҭとڠௐして࣮ࢪしていくことޮՌ的と͑ߟられる。

� ʮ研究活動におけるෆਖ਼ߦҝのରԠに関するΨイυライン（2014年�月2�จ෦Պ学大ਉܾఆ）ʯ
https://www.mext.go.Kp/b@menu/houdou/2�/0�/@@icsFiles/apeldple/2014/0�/2�/1�515��@02@1.pdf
では、ෆਖ਼ߦҝをࢭするڥඋのために、研究機関が࣮ࢪする事項として、ҎԼの事項がఆめられている。研究機関ɿʮ研
究ྙ理教ҭ任者ʯのஔなͲ必要なମ制උをਤり、く研究活動にかかΘる者をରにఆظ的に研究ྙ理教ҭを࣮ࢪ
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向͚ͯʹޙࠓ	2.2

利益相反に重点をஔいた研究インテグリティのڧԽは、研究セΩϡリティのڧԽのための有ޮな手ஈである
との認ࣝは国ࡍ的に共有されつつあり、利益相反について情報開示をߦうର者や開示の内༰については
֓ねඪ४的なルールができつつある。զが国においては、海外の事ྫも参ߟにしつつ、研究コϛϡニティにお
けるରԠをண࣮にਐめていく必要がある。

ଞํ、開示された情報にͮجくજࡏ的なリスクの評価については、評価の؍点や࣮ࢪにあたっての件・
制限の事ྫは໌らかになっているものの、ݸ別のҊ件のリスクについてஅするج४の利益相反のϚωジϝ
ント手๏については、֤大学・研究機関のݧܦにΑるݟのੵを౿ま͑てஅがなされているものと͑ߟ
られ、共通的なஅج४が໌らかにはなっていない3。

զが国の研究コϛϡニティにおいては、研究セΩϡリティڧԽの؍点からの研究インテグリティのڧԽに
けた取組がはじまったばかりでݧܦがগないことから、֤大学・研究機関の国ࡍ研究ྗڠにおいてݒҊと
なった事ྫをؚめ、利益相反のϚωジϝントに関するݧܦを研究コϛϡニティとして共有するなͲ連携・ྗڠ
をして、ݟをੵしていくことにΑり、Ϛωジϝント能ྗをߴめていくことが望ましい4。また、国内の事ྫは
限られることから、海外の研究コϛϡニティと連携・ྗڠしていくことも͑ߟられる5。

海外では政府の҆શ保ো機関と大学・大学ஂମが連携するྫもΈられることから、զが国においても、
政府が、大学・研究機関における利益相反のϚωジϝントをޮՌ的かつޮ的にߦう؍点から、研究セΩϡ
リティの؍点から問となった事ྫについての情報を研究コϛϡニティにੵۃ的に共有していくことが望まし
い。

֤大学・研究機関においても、研究インテグリティのڧԽをج൫として、リスクϚωジϝントྗ、ܦӦ・
ӡӦྗをڧԽすることにΑり、҆શ保ো輸出管理の規制९क、的࢈ࡒの管理、サイバーセΩϡリティରࡦ、
データ保ޢ、外国人๚問者の管理、ࢪઃ・ઃඋのアクセス管理の研究セΩϡリティのڧԽにけた取組を
ॆ࣮していくことも重要である。

� 米国の国ՈՊ学ٕ術ձٞが2022年1月にެ表したʮ米国政府が支援する研究開発のための国Ո҆શ保োઓུに関する国Ո҆
શ保ো大౷ྖ֮書�� (/4PM-��) のཤߦのためのΨイμンスʯでは、ʮ政府が研究資金提供と助に関するܾఆをߦうࡍにこ
の情報（Ҿ用者ɿ研究者から資金分機関開示された情報）をͲのΑうに使用するかについては取り組んでいない。この
質問も重要であり、Պ学ٕ術政ہࡦ（O45P）は、কདྷରॲする予ఆである。ʯとしており、開示された情報を資金分機関
がͲうஅすきかのํは示していない。また、۩ମ的な大学の事ྫとしては、オーストラリア国ཱ大学では、海外の機関と
契約をするࡍに契約ઌの機関を評価するための独自のデータベースをߏஙしていることを໌らかにしているが、その内༰はެ開
されてない。
https://www.aph.gov.au/Document4tore.ashx?id�9de5e�9f-��15-4e�5-�491-922�bff292ca�subId��99�92

� 米国ではެཱ・ランυグラント大学ڠձ／米国大学ڠձ（APLU/AAU）、ӳ国ではӳ国大学ڠձ（UU,）にΑり、֤大学の
グッυプラックティスを共有する取組がਐめられている（参ߟ資料2の1.（1）及び（�）を参র）

� 研究コϛϡニティにΑる国ࡍ的なྗڠの事ྫとしては、2021年12月にެ表された、米国、߽भ、Χφμ、υイπ、ӳ国、ニϡー
ジーランυのߴ教ҭڠձにΑる共ಉ໌ʮ҆શ・҆৺・持続可能な国ࡍԽにけたڠಇ（$ollaborating to support safe
secure and sustainable internationalisation）ʯがある。
https://www.acenet.edu/Documents/4tatement-$ollaborating-to-4upport-Internationalisation.pdf
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参ߟ資料1では、前ճ報告書（2020年10月ެ表）において報告したʮオープンԽ、国ࡍԽにうリスク
と研究インテグリティに関する֤国の動ʯ（米国、߽भ、ӳ国、EU、ຊ）について、2020年ळҎ߱の動
。（については、前ճ報告書を参র2020年10月Ҏ前の動）をまとめた

、ঢ়ʯ、ʮオープンԽݱҢとܦったΧφμについては、ʮ研究インテグリティに関するߦճ、新たにௐࠪをࠓ
国ࡍԽにうリスクとそのରԠʯを2020年ळҎ前の動もؚめてࡌهした。

また、EU加ໍ国のυイπ、フランスについては、新たな動きがݟられたため、EUの動とซせてʮEU加
ໍ国の研究インテグリティをめ͙る動ʯとしてࡌهした。

1.	 ถ国

(1)	 2020年秋以降の動向

ʢઆ明ہにΑるʮ࿈ۚࢿؔػの外国ӨڹରԠϙϦγʔʯにؔするௐࠪใࠂॻʣ
政府આ໌任ہ（(overnment Accountability Officeɿ(AO）は2020年12月1�に、連邦の研究

助に関与する国ཱӴ生研究所（/IH）、国ཱՊ学ࡒ （ஂ/4F）、米航ۭӉہ（/A4A）、国૯ল（DOD）、
ΤωルΪーল（DOE）の5連邦政府機関及び大学における利益相反（$OI）ポリγーをূݕした報告書ʮ連
邦研究ɿ政府機関にΑる外国からのӨڹにରԠする規ఔڧԽの必要性について（FEDERAL RE4EAR$H:
Agencies /eed to Enhance Policies to Address Foreign Influence）ʯ�を発表している。

ಉ報告書は、ᶃ連邦資金分機関の利益相反ポリγー及び開示要件について、金મに関連する利益相反
ポリγーは、必ͣしもશての機関で໌確なポリγーがఆめられていないことと、શての機関でඇ金મ的利益相
反に関する໌確なఆٛがないこと、ᶄポリγー及び要件をಜ・ࣥߦするγステムについて、શての機関は
いͣれも金મ的利益相反の管理ಜを大学に任せ、国ࡍ共ಉ研究のඇ金મ的利益相反に関する情報は、
必ͣしも開示要件となっていないことをࢦఠしている。

ձࠪݕܭӃはಉ報告書においてࢦఠした্هの問にରして、5連邦政府機関及び大౷ྖ府Պ学ٕ術政ࡦ
Ofpce）ہ of 4cience and 5echnology PolicyɿO45P）の合ܭ�機関にରして合9ܭ項のվળ事項を
提示している。

ʢʮ国ݶݖ法����ʯのཱʣ
2021ձܭ年の国予ࢉの組Έをఆめる国ݖ限๏Ҋは2021年1月1にཱした。ಉ๏ୈ22�

では、大学・研究機関の研究者が連邦政府機関に研究・開発資金をਃする場合の情報開示ٛ務の連邦๏

� https://www.gao.gov/assets/gao-21-1�0.pdf（2021年12月24アクセス）。
また、ಉ報告書のຊޠ要約について、ৄࡉは+4P4ホームϖージを参রɿ
https://www-overseas-news.Ksps.go.Kp/�E���0�90�E������#�E�����A5�E�����#$�E���2�#9�E����
�##�E���2�A2�E�����A1�E�����AA�E���2�A#�E���0�91gao�E���0��1�E9��0�A��E9��2�A�
�E��A0�94�E��A9�#��E5��A�A9�E�����90�E���1�A#�E9�9��A2�E4�#���E/

ྉ1ࢿߟࢀ
ΦʔϓϯԽɺ国ࡍԽʹ͏ϦεΫͱڀݚ
ΠϯςάϦςΟʹؔ͢Δ֤国の動向
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্のࠜڌをઃけた�。研究者が情報の開示にҧ反した場合は、ਃのෆ࠾、研究資金の提供தࢭ又は契約
ղফの๏的ޮՌがఆめられ、大学・研究機関が情報の開示にҧ反した場合には、連邦資金をਃするݖ利
をࣦさせることが可能となっている。

ʢʮ国Ո҆શ保ো大౷ྖ֮ॻୈ��߸ʯのެදʣ
2021年1月14付でトランプ大౷ྖは、連邦政府の資金提供を受けた研究開発のセΩϡリティ及びイン

テグリティの保ޢのための国Ո的ରԠのࢦ示を的としたʮ国Ո҆શ保ো大౷ྖ֮書ୈ��߸ʯ（/4PM-��）
にॺ໊し、米国の研究開発ମ制に大きなӨڹを与͑るݸ人のજࡏ的な利益相反及び務相反に関連する情
報の開示のڧԽ・ඪ४Խのඋをએݴし、研究機関にରして、研究セΩϡリティ・プログラムをࡦఆしӡ用
することが要ٻされている3。

ʢ+$03&にΑるʮ研究ηΩϡϦςΟɾΠϯςάϦςΟڧԽのਪऔʯのൃදʣ
2021年1月15、国ՈՊ学ٕ術ձٞ（/45$）はʮ研究セΩϡリティ・インテグリティڧԽのਪ奨取組ʯ

報告書を発表した4。ಉ報告書は、/45$の研究ڥに関する合ಉҕ員ձ（+$ORE）の研究セΩϡリティখ
ҕ員ձが国Ո҆શ保োձٞとௐの্࡞したもので、国Ո҆શ保ো大౷ྖ֮書ୈ��߸（/4PM-��）を
ิするものとҐஔ付けられている。ಉ報告書は、研究機関においてਪ奨される取組としてҎԼの21項を
。ている͛ڍ

ද�����ɹɹɹ研究ؔػに͓いてਪ͞Εるऔʢ+$03&のެදࢿྉをͱに$3%4࡞ʣ

˔�৫తͳओಋとࢹの࢟をࣔす

1) ෦レベルで研究セΩϡリティ及びインテグリティの重要性を伝͑るװ

2) 研究セΩϡリティにରする組織的なアプローνを確保する

�) 研究セΩϡリティ及びインテグリティに関するۀ࡞グループとタスクフΥースをઃஔする

4) แׅ的な研究セΩϡリティ・プログラムをઃཱし、ӡ用する

˔�։์ੑとಁ໌ੑのظをཱ֬する

5) 利益相反、務相反及び開示に関する組織のํを確ཱし、ߦࢪする
�) જࡏ的な利益相反と務相反をಛఆ・評価するために必要なશての情報の、機関の開示を要ٻする

�) 留学生及び外国人研究者の情報の報告に関する国҆શ保োলの要の९कを確࣮にする

�) デジタルӬ続ࣝ別ࢠに関するポリγーを確ཱする

9) 外国からの贈与や外国との契約の報告に関する要の९कを確࣮にする

˔�τϨʔχング、支援ٴͼ情報を提ڙɾ共有する

10) 研究活動に関Θる者に、任ある研究ߦҝについてのトレーニングを提供する

11) 外国政府が支援する人࠾ࡐ用プログラムの参加をݕ౼している者にΨイμンスを提供する

� https://www.congress.gov/11�/bills/hr��95/#ILL4-11�hr��95enr.pdf（2021年12月24アクセス）

� https://trumpwhitehouse.archives.gov/wp-content/uploads/2021/01//4$-O45P-/4PM��-Fact-4heet-+an2021.
pdf　（2021年12月24アクセス）

� https://trumpwhitehouse.archives.gov/wp-content/uploads/2021/01//45$-Research-4ecurity-#est-Practices-
+an2021.pdf　（2021年12月24アクセス）
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https://www.congress.gov/116/bills/hr6395/BILLS-116hr6395enr.pdf
https://trumpwhitehouse.archives.gov/wp-content/uploads/2021/01/NSC-OSTP-NSPM33-Fact-Sheet-Jan2021.pdf
https://trumpwhitehouse.archives.gov/wp-content/uploads/2021/01/NSTC-Research-Security-Best-Practices-Jan2021.pdf


12) Ҭの連邦ࠪہ（F#I）ݱ事務所と連携して、研究セΩϡリティをڧԽする

1�)  研究セΩϡリティ及びインテグリティにରするリスクを示す可能性のあるঢ়گやߦ動にରする認ࣝと保ޢをڧԽす
る

14) જࡏ的な開示ポリγーҧ反に関する情報を共有する

ϙϦγʔを९कするͨΊのޮՌతͳϝΧχζϜを֬อするؔػ�˔

15)  開示ポリγーҧ反や、研究セΩϡリティ及びインテグリティをڴかすそのଞのߦҝを発ݟするためのޮՌ的な手ஈ
を確ཱし、ߦ使する

1�)  開示ポリγーҧ反や、研究セΩϡリティ及びインテグリティをڴかすそのଞのߦҝの関与にରして、適かつޮ
Ռ的なॲஔを確ཱする

1�) 研究セΩϡリティ及びインテグリティを支援する項をޏ用契約にؚめる

తͳϦスΫをཧするࡏಇとデʔλにؔ࿈するજڠ�˔

1�) ਖ਼ࣜな研究ύートφーγップを評価するためのҰݩԽされたレビϡー及び承認プロセスを確ཱする

19) 外国出ுの評価とΨイμンスのためのリスクベースのセΩϡリティプロセスを確ཱし、ӡ用する

20) 外国人๚問者及び٬員研究員に関連するજࡏ的なリスクを管理する

21) ޮՌ的なデータ・セΩϡリティରࡦを確ཱし、ҡ持する

ʢόΠσϯݖにΑるʮ国Ո҆શ保ো大౷ྖ֮ॻୈ��߸ʯの༰ೝͱ࣮ΨΠμϯεʣ
バイデン政ݖԼの大౷ྖ府Պ学ٕ術政ہࡦ（O45P）は、2021年�月に、トランプ前政ݖにΑる大౷ྖ

֮書/4PM-��を༰認するࢫを示しつつ、連邦政府શମでޮՌ的に、ݫ密に、౷Ұ的に࣮ࢪするための໌確
かつޮՌ的な大౷ྖ֮書/4PM-��の࣮Ψイμンスをࡦఆすることをެ表した5。ಉΨイμンスは2022年1
月にެ表され、次の事項を資金分機関と研究機関に要している�ɿᶃ研究者のજࡏ的な利益相反及び務
相反に関連する情報開示ルールとフΥーϚットのඪ४Խ、ᶄిࢠਃ告γステムにおけるӬ続的ࣝ別ࢠ（Digital
Persistent IdentifierɿDPI）の活用、ᶅ開示ルールҧ反時のേଇඪ४Խ、ᶆ資金分機関ؒの情報共有
ମ制のඋ、ᶇ連邦政府から年ؒ5000ສυルの資金を受けている研究機関においては、適な研究セΩϡ
リティ・プログラム（サイバーセΩϡリティମ制と海外出ு時のセΩϡリティମ制のඋ、研究者けの研究
セΩϡリティと҆શ保োқ管理に関するトレーニングの提供）のಋ入。

ʢ国ߴ研究ܭըہにΑるʮ外国Өڹをର߅するϓϩάϥϜʯの࣮ࢪʣ
国૯ল（DOD）の国ߴ研究ܭըہ（DARPA）は2021年9月1�に、ಉہの職員と外෦のۀ務

ҕୗઌけの֮書をެ表し、ʮ外国Өڹにର߅するプログラム（$ountering Foreign Influence Program:
$FIP）ʯ7の࣮ࢪを開始している。

当֘プログラムは、ಉہのՊ学研究資金をਃする研究者にରして、利益相反や外国との関係の情報開
示をٻめ、連邦資金分機関として最ॳのリスク評価ج४をެ開し、研究者にରするリスクの評価と管理手

� https://www.whitehouse.gov/ostp/news-updates/2021/0�/10/clear-rules-for-research-security-and-researcher-
responsibility/　（2021年12月24アクセス）

� https://www.whitehouse.gov/wp-content/uploads/2022/01/010422-/4PM-��-Implementation-(uidance.pdf　
（2022年1月20アクセス）

� https://www.darpa.mil/attachments/091�21DARPA$FIPPolicy4igned.pdf　（2021年12月24アクセス）
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続きを࣮ࢪし始めている。 $FIPは研究資金ਃ者のリスク評価をʮඇ常にߴいʯ、ʮߴいʯ、ʮී通・いʯ
の�つのレベルに分ྨし、資金ਃ࠾やリスクݮҊの提出の要൱をプロセスԽし、໌確なج४をఆめて
いる。

そのޙ、DARPAは2021年12月1にリスク評価ج४を更新したվగ൛をެ表している�。ಉվగ൛におい
て、ʮඇ常にߴいʯ、ʮߴいʯ、ʮී通ʯ、ʮいʯの4レベルにม͑るとともに、研究資金の主要ਃ者（代表
研究者、研究プロジェクトにத৺的なׂをՌたす研究者）の開示情報にରして、ᶃ外国政府の人ࡐプロ
グラムの参加、ᶄ米国政府の制裁ରとの関係、ᶅ米国のઓུ的ڝ૪相手の外国政府からの資金受
ྖྺ、ᶆリスクのߴい外国政府との関係、という4つのリスクஅ要素を加͑た。

ʢ大学ٴͼؔஂମの動ʣ
Ұํ、米国の大学の研究ݱ場における動もཱっている。連邦政府にΑるҰ連の規制ڧԽにରԠして、

શ米の大学は研究者の利益相反や務相反に関する情報開示の要にੵۃ的にྗڠする動きがݟられ、研
究インテグリティー・セΩϡリティーମ制を自主的にڧԽする動きもཱっている�。ϋーバーυ大学、ΧリフΥ
ルニア大学܈、ϚサνϡーセッπՊ大学の代表的な研究ܕ大学を始め、米国の大学は学内者に意ࣝىש
や適な研究教ҭ活動をߦするためのトレーニングを࣮ࢪし始めた。また、大学の্෦に国ࡍ活動の౷
ׅ管理ಜ෦ॺを相次いでઃཱした。さらに、留学生や外国人研究者の受け入れと国ࡍ共ಉ研究の࣮ࢪにର
するਫ਼ࠪや、輸出管理ମ制及びಛڐ・発໌の保ޢのڧԽをߨじ始めた。

ද�����ɹɹɹถ国大学にΑる研究ΠϯςάϦςΟʔɾηΩϡϦςΟʔڧԽのऔྫ

ϋʔόʔυ大学 研究副૯にΑるશ学ಜମ制の確ཱ
国ࡍ共ಉ研究の৹ࠪ制のڧԽ
輸出管理・情報管理・ࡒ管理のコンプライアンスମ制のڧԽ

ελϯϑΥʔυ大学 学内けの情報開示γステムをӡ用し、研究者の利益相反・務相反情報を管理
輸出規制、ࡒ、海外出ுのコンプライアンスମ制をڧԽ

ΧϦϑΥϧχΞ大学܈ ૯室の෦ॺがʮ外国からのӨڹにରするコンプライアンスܭըʯを制ఆし、
ʮ外国からのӨڹのࠪʯ制をಋ入

ϚανϡʔηοπՊ大学 ࢪ࣮・をରとするレビϡープロセスをެ表ྗڠ೦国とのݒ

ίʔωϧ大学 国ࡍ担当副૯を࠲とするʮ国ࡍҕ員ձʯを্ཱͪ͛、શ学の国ࡍ学術活動を
管理ಜ

出యɿ֤大学のެ表資料にͮجき$RD4が࡞

� https://www.darpa.mil/attachments/092021DARPA$FIPRubric.pdf　（2021年12月24アクセス）

� 米国大学ڠձ（AAU）とެཱ・ランυグラント大学ڠձ（APLU）は加ໍ大学をରとして、研究インテグリティー・セΩϡリティー
表資料を参রɿAAUެه資料2及びԼߟは参ࡉৄ。の内༰をௐࠪしたࡦの有ແとରࢪԽの取組の࣮ڧ and APLU lActions
5aLen by Universities to Address (rowing $oncerns about 4ecurity 5hreats and Undue Foreign Influence on
$ampus.z  
https://www.aau.edu/sites/default/ples/#lind-LinLs/Effective-4cience-4ecurity-Practices.pdf（2022年1月20ア
クセス）
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2.	 ߽भ

(1)	 2020年秋以降の動向

ʢ外国ؔ法Ҋ "VTUSBMJBO 'PSFJHO 3FMBUJPOT #JMMのཱʣ
Ϟリιン政ݖが2020年までのཱをࢦしていた外国関係๏Ҋ（Australian Foreign Relations #ill）

は、2020年12月に྆Ӄを通աして可ܾ ��された。ಉ๏はެཱ大学、ํ自࣏ମ及びभ政府が、外国の機関
とక݁した取りܾめについてオーストラリア政府に通することをٛ務付けた。外務大ਉは、オーストラリア
の外ަ関係にѱӨڹを与͑る可能性がある、又はオーストラリアの外ަ政ࡦとໃ६すると͑ߟられる場合、取
りܾめをແޮにすることができ、Ḫ及をؚめ、国ࡍ的な取りܾめをม更又はແޮにするݖ限を有する。্ૌ
又はݕ࠶౼のプロセスはない。1点ݪҊからのमਖ਼は、大学ؒの取りܾめに関しύートφーとなる外国の大
学を当֘政府が࣮質的にӡ用していなければ問がないとするものである。ଈͪ、ᶃ大学理事ձのϝンバー
のաが政府や政ౘからߏされている場合、ᶄ大学で提供される教ҭ又は࣮ࢪされる研究が、政府एし
くは政ౘの政࣏的ݪଇ又は教ٛを९कしている、又はそれらにไする必要がある場合、ᶅ大学の教員が、
教ҭ、研究、ٞ、จ発表、ϐアレビϡーにおいて、政࣏的ݪଇ又は教ٛを९कするか、それらにไす
る必要がある場合をࢦす。これはத国やベトφムのҰ෦の大学が֘当するとされている。

ʢ外国ׯবΨΠυϥΠϯߋ৽൛ൃදʣ
大学外国ׯবタスクフΥース（University Foreign Interference 5asLforceɿUFI5）Ψイυライン（2019

年൛) ��を更新するܾఆは、外国の当ہにΑる重要な研究データやそのଞの機密データの࿙ӮにΑり、的
࢈ࡒ (IP) のଛࣦやۀ的利益のࣦを通じて、オーストラリアに重大かつظ的なଛを与͑るݒ೦がさら
にߴまったからとされている。2019年൛では大学にରし、利益相反及び利益開示に関するํ（やઓུ）
のࡦఆ、海外機関の所属やポスト、ࡒ政的任をಛఆ、さらにオーストラリアଆの大学職員の任ൣғを໌
確にすることをٻめていた。

2021年�月にUFI5から発表された更新൛の政府Ҋはさらに౿Έࠐんで、大学のશての研究者／スタッ
フに政ౘの所属とա10ڈ年ؒの研究のために外国ۀاから受けたࡒ政的支援を開示するΑうٻめた��。これ
にରし、大学の研究コϛϡニティから大きな反発があり、݁Ռとして、UFI5ではҊをݟして、lඇ常
にバランスのとれたz�3վగ൛Ψイυラインがެ表されている。

UFI5が2021年11月にެ表した外国ׯবΨイυライン更新൛�4は、2019年൛に続き、Ψイυラインのӡ

�� Australia s̀ Foreign Relations (4tate and 5erritory Arrangements) ($onseRuential Amendments) #ill 2020
https://www.aph.gov.au/Parliamentary@#usiness/#ills@LE(islation/#ills@4earch@Results/Result?bId�r�595
(2021年12月Ӿ覧）

�� 教ҭল、国Ո҆શ保োہ、大学当ہ及び有ࣝ者でߏされたタスクフΥースが࡞したΨイυライン（前ճ報告書P��参র）

�� 4ydney Morning Herald - b4ledgehammer` Plan to force university staff to reveal foreign political history
（2021.0�.2�）:  
https://www.smh.com.au/politics/federal/sledgehammer-plan-to-force-university-staff-to-reveal-foreign-
political-history-20210�2�-p5�mfb.html（2021年12月Ӿ覧）

�� (o� Media release: Foreign Interference (uidelines find balance between threats and opportunities
(2021.11.1�）ɿ
https://go�.edu.au/media-release-foreign-interference-guidelines-find-balance-between-threats-and-
opportunities

�� (uidelines to counter foreign interference in the Australian university sector modiped 2021:  
https://www.dese.gov.au/guidelines-counter-foreign-interference-australian-university-sector/resources/
guidelines-counter-foreign-interference-australian-university-sector（2021年12月Ӿ覧）
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用は大学当ہが自主的にߦうことがݪଇとなっている。ಁ໌性ある適なリスク管理とճආのため、Ҋ時点
で૪点となったશての研究者のแׅ的な開示ٛ務は、大学ଆが利益開示（Declaration of Interest）のฉ
き取りをするରの研究者・スタッフをબるΑうにした。ಉΨイυラインには、付録（Appendix）として、
利益開示のための質問がࡌهされている（参ߟ資料2（2）参র）。研究者が機密ٕ術に従事している場合な
Ͳ、外国からのׯবのリスクがߴい質問にରしては、ա5ڈ年ؒのঢ়گを報告しなければならない。

リスク評価のアプローνは、大学にとってベストプラクティスϞデルの使用が有ޮであると͑ߟられる。Ұ
෦の大学（クイーンζランυ大学）は、リスクにൺྫしたํ๏でཱつプロセスを開発した。�つのπール
を使用して、જࡏ的な利のରཱ、副ۀ、機密性のߴい研究に関する情報をऩूする。このΑうなϞデルの
使用は、֤大学のݸ別のঢ়گをྀߟに入れるΑうに適合させることができ、政府からの要ٻにԠじて大学が
適なରԠができるΑうになる。

しかしながら5he Australianࢴ �5にΑれば、資金分機関であるオーストラリア研究評ٞձ（AR$）は、
。用��している࠾Ҋレベルの開示要件をه্ AR$はその最新のެืでʮ外国政府、外国政ౘ、外国国有
。組織ʯとの提携を開示することを研究者に՝しているࡦ又は外ަ政܉外国、ۀا

ʢ(P�のϕετϓϥΫςΟεʣ
߽भの্Ґ�大学でߏされる(o�の研究インテグリティҡ持のためのベストプラクティスをҰ覧にまとめた。

ද�����ɹɹɹ(P�のϕετϓϥΫςΟε�7ʢ(P�のެදࢿྉをͱに$3%4࡞ʣ

େ学 ϕスτϓϥΫティス

Australian /ational
University (A/U）

●  Foreign Interference Advisory $ommittee がリスク評価Ϛトリクスを用いてة機管理
●  海外組織け利益相反ਃ手ॱをࡦఆ

University of Adelaide

●  研究担当副学ঌूのԼ、the Defence � 4ecurity $ommittee (D4$）とٞthe
$hief 4ecurity Ofpcer ($4O）をઃஔ

●  D4$内にthe /ational 4ecurity $ompliance and Reputation RisL Assessment
$ommittee (/4$R-RA$）をઃஔし、外国の関与する活動をレビϡー

University of Melbourne

●  研究適ਖ਼評価ҕ員ձのԼthe Foreign Interference 8orLing (roupをઃஔ、the
University Foreign Interference 5ransparency (uidelinesをӡ用

●  ಜ・ة機管理のཏ性・࣮ޮ性を評価するෳの学内ҕ員ձがઃ్্ཱ
●  研究担当副学にΑる学内ڥの合性・ෆ点のௐࠪ分ੳ

Monash University
●  副学ҕ員ձのԼ5ransparency and Integrity $ommittee (5I$）をઃஔ
●  5he University $ouncil とAudit and RisL subcommitteeにもఆظ的に報告。 Audit

and RisL subcommitteeが内෦規制とઓུ的ة機について$ouncilに助ݴ

�� 5he Australian lAR$ reRuires disclosure of linLs with overseas political partiesz (2021.0�.24）

�� AR$ $onflict of Interest:  
https://www.arc.gov.au/policies-strategies/policy/arc-conflict-interest-and-conpdentiality-policy

�� Measures taLen by the (o� to mitigate the threat of foreign interference in alignment with the UFI5 (uidelines
https://go�.edu.au/wp-content/uploads/2020/12/Appendix-�-(o�-actions-against-the-(uidelines.pdf（2022年
1月Ӿ覧）
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University of 4ydney

●  શ学Foreign Interference $oordination FrameworL and 8orL Programをઃஔ
●  Research RisL Advisory $ommitteeをઃஔし、研究活動に関連し海外からのׯবと国Ո

҆શのݒ೦がු্した場合、意ܾࢥఆ者に助ݴ
●  Research RisL Operations (roupをઃஔし、ઓུをݕ౼して$ommitteeに助ݴ
●  研究ポートフΥリオのதでManager /ational 4ecurity and Export $ontrolsを໊ࢦ。

国қ規制・輸出ࢭېについてશ学ポリγー・手ॱを९क
●  Ψイυラインと関連ॾ活動ؒをϚッϐングしたUniversity UFI5 (uidelines $ompliance

Matrixを࡞し、オンラインサイトにҡ持・活用
●  University /ational 4ecurity /etworLをઃஔしスタッフ情報共有・更新やߦ動ௐを࣮ࢪ

U/48 4ydney

●  5he UFI5 (uidelines に४じϫーΩンググループをઃஔし、แׅ的Foreign Interference
FrameworLをࡦఆ

●  5he UFI5 (uidelinesҊ件と大学ポリγー・Ψイυライン・手ॱؒのϚッϐング࡞
●  保҆情報機ߏ（A4IO) 外務ল（DFA5) Ӵ保҆・৹ࠪ機関との情報共有のためリΤ

κンମ制උ
● ࢪと্࣮࿅ମ制の܇ 
●  内෦ࠪମ制について、外෦৹ࠪ組織のඋ

University of
2ueensland

●  プロボストのԼForeign Influence 5asL Forceをઃஔ
●  Disclosure 5oolsの࡞: શ職員について、the $onflict of Interest Policyに関Θる利益・

活動・職Ґの開示

University of 8estern
Australia

●  5he UFI5 (uidelines・制裁コンプライアンス・国қ規制コンプライアンスࡌهのリス
クをはじめとし、国・外国ׯবリスクに関Θるレビϡーに�か月ؒ専任する職員をஔ

●  Foreign Interference Advisory $ommittee (FIA$）をઃஔ
●  Foreign Interference $ompliance Ofpcer職Ґを新ઃ

ʢ5IF $IJOB %FGFOTF 6OJWFSTJUJFT 5SBDLFSのΞοϓσʔτʣ
オーストラリアઓུ政ࡦ研究所（A4PI）の国ࡍサイバーポリγーセンター（International $yber Policy

$entre）は2019年に発表した5he $hina Defense Universities 5racLerのデータベースを2021年5月
に更新しެ表した。ࠓճのアップデートでは新規15大学の加をؚΉશମ件の૿加とطଘのデータの更
新が࣮ࢪされている。なお、2022年1月1�4、ࡏݱの大学や機関が登録されている。そのうͪ、ݥةが

ʮඇ常にߴいʯ܈とʮߴいʯ܈はそれͧれ9�件と2�件でมΘらͣ、ʮதؒʯが9件૿͑て41件、ʮいʯが
�件૿の1�件である��。なお、ಉデータベースはޙࠓも更新、֦ுされるํであることがࡌهされている。

ʢΦʔετϥϦΞのߴڭҭٴͼ研究෦にӨڹを༩͑る国Ո҆શ保োϦεΫにؔするௐࠪʣ
߽भٞձのインテリジェンスとセΩϡリティに関するٞձ合ಉҕ員ձ（P+$I4）は、2022年�月、オース

トラリアの大学及び研究෦門にӨڹを与͑る国Ո҆શ保োリスクに関するௐࠪを発表し、そのதで外国のׯ
বとઓうための2�のק告（Recommendations）をߦった��。ಉௐࠪは、2020年10月に当時の内務大ਉϐー
ター・μットン��にΑり開始したもので、ߴ教ҭ及び研究෦門にଘࡏするશての国Ո҆શ保ো্のඇ常に
。されたࢪなリスクについてௐࠪが࣮ൣ P+$I4はUFI5の外国ׯবΨイυライン更新൛（2021年11月）
をܴし、߽भの大学及び研究機関がUFI5を通じて国Ո҆શ保ো্のリスクに関してੵۃ的にಁ໌性のҡ
持を࣮ࢪすること、そしてUFI5がҰ連の活動をಜし、ਐḿঢ়گについて連邦政府に報告することをਪ奨し
ている。また、த国政府が資金提供するࢠ学ӃにΑる学問の自༝と学生のࢱに関連するリスクを認ࣝし、
。めているٻじるΑうߨのためのાஔをݮ学Ӄをઃஔしている大学と外務大ਉにリスクܰࢠ

�� 5he $hina Defense Universities 5racLer : https://unitracLer.aspi.org.au/（2022年1月Ӿ覧）

�� InRuiry into national security risLs affecting the Australian higher education and research sector
https://www.aph.gov.au/About@Parliament/House@of@Representatives/About@the@House@/ews/Media@
Releases//ext@steps@to@combat@foreign@interference@at@Australian@universities（2022年�月Ӿ覧）

�� Home Affairs Minister Peter Dutton
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3.	 英国

(1)	 2020年秋以降の動向

ʢӳ国大学ڠձのʮ国ࡍԽのԼでのηΩϡϦςΟؔ࿈ϦεΫཧΨΠυϥΠϯʯʣ
ӳ国大学ڠձ（Universities U,）は、2020年10月にӳ国のߴ教ҭମ制が外国にΑるఢର的なׯব

を͙アプローνを示したΨイυラインʮ国ࡍԽのԼでのリスク管理ʕセΩϡリティ関連問ʕ（Managing 
risLs in Internationalisation: 4ecurity related issues）ʯをެ表した��（参ߟ資料2（�）参র）。ಉΨイ
υラインでは、外国にΑるෆ当なׯবからߴ教ҭମ制を保ޢするために、Ұ連のରࡦとાஔを理し、ӳ
国大学ڠձに加ໍしているӳ国の1�9の大学や研究機ߏにݸʑのঢ়گに合Θせた適用を要している。

ද�����ɹɹɹΨΠυϥΠϯの֓ཁʢӳ国大学ڠձのެදࢿྉをͱに$3%4࡞ʣ

߲ ۩ମతͳાஔ߲ࣄ

大学の評と価؍を保ޢ ● ҆શ保ো関連の問にରするレジリΤンスのߏங
● デϡーデリジェンスの࣮ࢪ
● ӳ国のߴ教ҭの価のଅਐ

大学の人員を保ޢ ● ෦内や෦外者とのコϛϡニέーγϣンとࣝの共有
● 教職員と学生にΑる海外でのཱྀߦやब࿑の保ޢ

大学のΩϟンύスを保ޢ ● サイバーܸ߈からΩϟンύスの保࢈ࡒ、ޢ及び๚問者けのポリγーの࡞

大学の教ҭ研究ର外ྗڠମ制を保ޢ ● 研究セΩϡリティ、的࢈ࡒ及び輸出管理のコンプライアンスରࡦ
● 国ࡍ的な教ҭྗڠମ制のߏஙとҡ持における意点

ʢʮ学ज़研究のたΊの༌ग़ཧΨΠμϯεʯのެදʣ
ӳ国政府国ࡍ通ল輸出管理ہ（E$+U）は、研究機関や研究者にけたʮ学術研究のための輸出管理

Ψイμンスʯを࡞し、2021年�月�1にެ表した��。ಉΨイμンスは大学や研究機関の研究者にけ、Պ
学ٕ術研究に関するӳ国の輸出規制の適用有ແを評価するํ๏、及び国ࡍ研究ྗڠにࡍするデϡーデリジェ
ンスプロセスの࣮ࢪのありํをઆ໌し、研究者が輸出規制をਖ਼しく९कできるためのルールとなっている。

ʢ国Ո҆શ保োɾࢿ法のཱʣ
ӳ国ٞձが2021年4月29に、ӳ国国Ո҆શ保োをڴかす可能性のあるۀ࢈にରする出資を規制す

る国Ո҆શ保ো・資๏（/ational 4ecurity and Investment Act）を可ܾした。ಉ๏は国Ո҆શ保ো
্重要な1�つの機ඍ分をࢦఆし、ಛఆのങऩについてӳ政府にಧけ出ることを๏的にٛ務付け、ӳ政府
が国Ո҆શ保োの؍点Αり資を৹ࠪする制がಋ入された�3。また、ಉ๏は2022年1月4からߦࢪされた。
また、ӳ国政府は2022年1月にʮߴ教ҭ及び研究ू約ܕセクターけのΨイμンス（(uidance for the 

�� https://www.universitiesuL.ac.uL/sites/default/files/uploads/Reports/managing-risLs-in-internationalisation.
pdf　（2022年1月4にアクセス）

�� https://www.gov.uL/guidance/export-controls-applying-to-academic-research　（2022年1月4にアクセス）

�� また、1�分Ҏ外の分でのങऩにࡍしても、資Ոはݒ೦があると͑ߟる場合における任意的なಧけ出がਪ奨される。ಉ๏
のಧけ出手続きに従Θͣങऩをߦった場合、取Ҿはແޮとされるとともに、取Ҿച্ߴの5ˋもしくは10 ඦສボンυのいͣれ
か大きいֹのേ金が՝されることとされるേଇがఆめられている。
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higher education and research-intensive sectors）ʯ�4をެ表し、大学の研究機関におけるಉ๏の適用
ルールを໌確にしている。

ʢӳ国にΑる国ࡍ研究ྗڠにରするॿݴνʔϜのൃʣ
2021年5月25、ӳ国ビジωス・ΤωルΪー・ۀ࢈ઓུল（#EI4）は、研究者をఢରߦҝからकり、

輸出管理規制、サイバーセΩϡリティ及び的࢈ࡒの保ޢのセΩϡリティ関連の՝についての政府の助ݴ
を提供するために、ল内に新たにʮ国ࡍ研究ྗڠ助ݴνーム（Research $ollaboration Advice 5eam:
R$A5）ʯを্ཱͪ͛たことを発表した�5。

R$A5 は、ӳ国の国Ո҆શ保োをଛなうリスクから、研究者が自をकるための助ݴを提供するҰํで、
研究者が国ࡍ共ಉ研究を最大限に活用できるΑうにサポートする主ࢫを͛ܝている。ಉνームはӳ国のҬ
ごとにઃཱする予ఆであり、研究機関に密にアプローνするとともに、ࡏݱのプロジェクトもしくは提Ҋの
தにあるજࡏ的なリスクをಛఆしたӳ国の大学からの要にରԠして助ݴし、すでに提供されている助ݴとア
υバイスをそれらの機関が࣮ߦできるΑう支援もߦうことになっている。

ʢΞΧσϛοΫɾςΫϊϩδʔঝೝεΩʔϜʢ"5"4ʣの৹ࠪΨΠμϯεのվਖ਼ʣ
海外からの留学生及び研究者がӳ国の大学や研究機関にՊ学ٕ術分でम࢜・ത࢜߸レベルの留学や研

究をਃする場合にߦΘれる৹ࠪ・認ূ制であるアΧデϛック・テクϊロジー承認スΩーム（Academic
5echnology Approval 4cheme: A5A4) ��を、ӳ国政府が200�年1月からಋ入した。ಉスΩームにΑる৹
ࠪ・認ূ手続きのΨイμンスは2021年5月に更新され、܉事研究に関連する機ඍ研究を携Θる外国研究者・
留学生にରする৹ࠪを֨ݫԽしている。

ʢӳ国研究ɾΠϊϕʔγϣϯߏػにΑるʮ5SVTUFE 3FTFBSDI BOE *OOPWBUJPO 1SJODJQMFʯのެදʣ
国ࡍ研究ྗڠのためのデϡーデリジェンスに関連して、ӳ国研究・イϊベーγϣン機ߏ（U, Research

and InnovationɿU,RI）が資金提供した機関及び大学にରするU,RIからのظを提示するݪଇʮ5rusted
Research and Innovation Principleʯをެ表した�7。 U,RIから資金提供を受けている研究機関は、ಉݪ
ଇを࠾用し、ಉݪଇの要に合கした管理及びରࡦをߦうことがٛ務となっている。ಉݪଇの֓要をҎԼの
表にまとめた。

�� https://www.gov.uL/government/publications/national-security-and-investment-act-guidance-for-the-higher-
education-and-research-intensive-sectors/national-security-and-investment-act-guidance-for-the-higher-
education-and-research-intensive-sectors　（2022年1月24にアクセス）

�� https://www.gov.uL/government/news/dedicated-government-team-to-protect-researchers-worL-from-hostile-
activity（2021年12月Ӿ覧）

�� 海外からの留学生及び研究者のษ学ର、研究ର又は研究ྖҬについて、そこでಘられるࣝがߴな従དྷ܉ܕ事ٕ術
（A$M5）、大ྔഁյฌ器（8MDs）又はそのୡ手ஈを開発するプログラムに使用できる場合、（໔আର国からの出者
をআいて）hアΧデϛック・テクϊロジー承認スΩームূ໌書（A5A4）ɦ が必ਢとなる。

�� https://www.uLri.org/wp-content/uploads/2021/0�/U,RI-1�0�21-5rustedResearchandInnovationPrinciples.pdf　
（2022年1月4にアクセス）
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ද�����ɹɹɹݪଇの֓ཁʢ6,3*のެදࢿྉをͱに$3%4 ʣ࡞

��ύʔτφʔのద߹
ੑධՁ

研究ྗڠ૬खの૬ख国に͓͚る法తҐஔ͚ͮͱॴଐ৫ɿ研究ྗڠ相手となる組織やݸ人の相手国
の๏におけるҐஔͮけや政府、লி、܉のଞの組織との関係をѲし、リスクがある場合、研
究ྗڠにࡍして合理的かつ適な؇ࡦを࣮ࢪする。

Ձ؍ɿ相手国の価؍がӳ国のຽ主的・ྙ理的価؍とҟなる場合、共ಉ研究に関するજࡏ的
リスクを認ࣝし、リスクの؇ࡦをࡦఆする。

རӹ૬ɿ҆શ保ো関連のજࡏ的リスクを評価するためには、ݸ人レベルのજࡏ的な利益相反に関
する情報を確認することがෆ可ܽである。

��情報ɾࣝ共有
のཧ

αΠόʔηΩϡϦςΟɿサイバーܸ߈のリスクをܰݮするためには、教職員と学生にରするެ開Ψイ
μンスをؚΉセΩϡリティにରする認ࣝとトレーニングプログラムを提供し、学内にݻڧなサイバー
セΩϡリティจԽをৢしなければならない。

σʔλのɿ機密データは҆શに保管されなければならない。また、情報ަのために共有プラッ
トフΥームを使用する場合は、データを別の理的֊に分し、ڐ可されたݸ人のΈがアクセスで
きるΑうにする必要がある。

σʔλのΞΫηεɿデータのアクセスは、໌確なアクセス要ٻを持つݸ人にରしてのΈ、その要
は、情報を共有する前に、શてڌだけ与͑られるきである。データの取ѻい及び使用のࠜؒظٻ
の関係者にΑって໌確に規ఆされ、理ղされ、合意されなければならない。海外の相手に適用され
る可能性のある当֘国の๏においては、当֘国政府がશての関係者のಉ意なしに機密情報にアク
セスしうるݖ限を有する場合があることに意しなければならない。

研究活動ͱ研究Ռのऔѻいɿ国ࡍ研究活動と研究Ռの取ѻいは、ӳ国輸出管理๏及びそのଞ
の๏を९कし、研究Ռのデϡアルユース性やྙ理に反したԠ用の可能性をఆしてରԠをしな
ければならない。

��業తԠ༻ද త࢈ࢿͱతݖ࢈ࡒɿ共ಉ研究から生する機密データや的ݖ࢈ࡒは適的な管理が必要。
当֘ࡒの利用、ৡ渡、ライセンス供与及びී及についてはU,RIの使命に反してはならない。

共同研究Ռのެ։ɿ共ಉ研究の࣮ࢪ前に、ۀԠ用にܨがる機密データや研究Ռのެ開ํ
๏について事前に合意。Ռをެ開する場合はU,RIの規ఆを९कするٛ務。

༌ग़੍نɿU,RIから資金提供を受けている場合、ӳ国の輸出規制を理ղし、े分に९कできる管
理ମ制のඋ。

4.	 Χφμ

(1)	 ʹΠϯςάϦςΟڀݚ ؔ͢ΔܦҢͱݱঢ়

Χφμの研究インテグリティに関するجຊ的規ఆは、ಉ国の�つの主要な連邦研究資金分機関であるΧ
φμ保݈研究機ߏ（$anadian Institutes of Health Researchɿ$IHR）、Χφμ自વՊ学・学研究ձٞ

（/atural 4ciences and Engineering Research $ouncil of $anadaɿ/4ER$）、及びࣾձ・人จՊ学研
究ձٞ（4ocial 4ciences and Humanities Research $ouncil of $anadaɿ44HR$）にΑる共通的な規
ൣʮ5ri-Agency FrameworLɿResponsible $onduct of Research (R$R）ʯ（R$Rフレームϫーク）にఆ
められている��。

R$Rフレームϫークでは、利益相反にରするෆ適な管理をಉフレームϫーク1.�に͛ܝた的に合கし
ないߦҝとఆٛし、ಉフレームϫークにରする重大なҧ反ߦҝとΈなしている。ҧ反した研究者は、プロジェ
クトの研究資金をࣦい、কདྷの資金のਃ・受ྖをࢭېされるなͲのേଇ規ఆをఆめている。また、R$R

�� https://rcr.ethics.gc.ca/eng/frameworL-cadre.html　（2022年1月4にアクセス）
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フレームϫークは、研究セΩϡリティには的にݴ及していないが、ଞ人の研究Ռのެ表や利益相反の
Ӆṭ・ෆ適ॲ理、研究セΩϡリティΑりൣғのڴҖのࢦඪとなるزつかのҰൠ的なߦ動や問を取り
্͛ている��。さらに、R$Rフレームϫークでは、資金分機関の৹ࠪプロセスの参加者が、機関の利益相
反・ൿ密保持ํを९कするΑう、利益相反・ൿ密保持契約にॺ໊することにΑり、セΩϡリティ্のリスク
。に取り組んでいるݮܰ

(2)	 ΦʔϓϯԽɺ国ࡍԽʹ Ϧ͏εΫͱͦ のରԠ

ۙ年、Χφμは国ࡍ的な研究ྗڠがんにల開するҰํ、2010年代ばに発֮した研究機関にରするத
国政府が関与したサイバーܸ߈を契機として、アΧデϛアやۀ࢈քの外国からのׯবにΑって国Ո҆શ保
োに重大なリスクを与͑ることがΧφμ国内にく意ࣝされた。こうしたத、Χφμ政府関連লி、主要連邦
研究資金分機関、大学及び研究者ஂମにΑり、次ʑと学ؒの連携ରԠମ制とଟ重の取組のߏஙがਐんで
きている。

ʢΧφμެ҆লओಋのʮՊ学をकるΠχγΞςΟϒʯͱλεΫϑΥʔεʣ
Χφμެ҆লが主ಋし、ଞの10の連邦লிと連携したʮՊ学をकるイニγアティϒ（4afeguarding

4cienceɿ4A4$）ʯ（4A4$イニγアティϒ）を201�年に্ཱͪ͛た3�。4A4$イニγアティϒは研究コϛϡニ
ティが๊͑るٕ術ྲྀ出、デϡアルユースٕ術の保શ、研究セΩϡリティ、サイバーセΩϡリティのリスク認ࣝと
ରԠ能ྗを্させるための、҆શ保ো機関Αり研究コϛϡニティにରするੵۃ的なྗڠମ制としてのҐஔ付
けである。4A4$イニγアティϒを通じて、̓ શ保ো෦門の専門ՈがΨイυラインや研究セΩϡリティ情報πー
ルを࡞・更新して研究コϛϡニティに提供する΄か、研究コϛϡニティけのϫークγϣップߨशもසൟ的
に開࠵している。2021年時点までに、Χφμ国内の�4の政府機関と1�の連邦研究所で4A4$イニγアティ
ϒのプレθンテーγϣンがߦΘれた。また、研究者けのπールやΨイμンスを加するとともに、Χφμશ
国でຽؒۀا、भ・४भのύートφーとのؒでϫークγϣップを開࠵するなͲ、活動の֦大をਤっている3�。

ʢʮΧφμr大学共同ϫʔΩϯάάϧʔϓʯのཱち্͛ʣ
研究セΩϡリティ্のリスクを最খ限に͑、Χφμの研究データや的࢈ࡒを保ޢするためのベストプラ

クティスを࡞、共有、及びଅਐする的をୡするため、Χφμ連邦政府関連লி、�つの主要連邦研究
資金分機関とΧφμイϊベーγϣンஂࡒ（$anada Foundation for Innovationɿ$FI）、Χφμ大学ڠձ
とU15Χφμ研究大学連ໍ（U15 (roup of $anadian Research Universities）の研究コϛϡニティஂ
ମにΑってߏされたʮΧφμ政府r大学共ಉϫーΩンググループ（(overnment of $anada-Universities
8orLing (roup）ʯが201�年にઃཱされた。連邦政府関係লிと研究コϛϡニティとのؒにおけるܧ続的
な関与活動のҰとして、ఆظ的に連絡を取り合う場として機能している。また、研究コϛϡニティが研究セ
Ωϡリティにରするજࡏ的なڴҖを理ղし、ಛఆし、ରԠするためにྗڠするׂもՌたしている。さらに、
ಉϫーΩンググループは、研究セΩϡリティ্のリスクをಛఆ、又はܰݮするためのπール及びΨイυライン

�� Χφμでは、研究インテグリティと研究セΩϡリティを、Ұൠ的にҟなる2つの֓೦として۠別しているため、R$Rフレームϫー
クがߨじる利益相反にରする適な管理をؚめた研究のਅ࣮性とクオリティといった研究インテグリティを確保するルールでは、
ෆਖ਼アクセス、౪、スύイߦҝなͲのセΩϡリティ্のߦҝを໌確的に取りѻっていない。

�� https://www.publicsafety.gc.ca/cnt/ntnl-scrt/cntr-trrrsm/cntr-prlfrtn/sfgrdng-scnc/index-en.aspx　（2022年1月
4にアクセス）

�� また、Χφμެ҆লは2019年ॳから、ʮ国Ո҆શ保োに関する্ࡁܦのڴҖに関するタスクフΥース（5asL Force on
Economic-based 5hreats to /ational 4ecurity）ʯをઃཱし、国Ո҆શ保োに関する্ࡁܦのڴҖに関する関係লிとڠ
ྗମ制もߏஙしている。
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の࡞・開発のۀ࡞にも取り組んでいる。

ʢʮ͋ͳたの研究をकるϙʔλϧʯʣ
ʮΧφμ政府r大学共ಉϫーΩンググループʯがセΩϡリティ্のリスクを最খ限に͑、研究データと的

するためのベストプラクティスのಛఆ、共有、ฒびにਪਐをଅਐするために、2020年9月にʮあޢを保࢈ࡒ
なたの研究をकるポータル（4afeguarding :our Researchɿ4:R）ʯ3�をެ開した。ಉポータルは、研究者
が自の研究にରするજࡏ的なセΩϡリティリスクをಛఆし、ܰݮするための情報、研究者けのトレーニン
グコース、連邦政府、国Ո҆શ保ো機関から提供されたベストプラクティス、νェックリスト及びπールをま
とめて提供している。

ʢʮػඍ研究に͓͚るࡁܦతɾ学తͳϦεΫをܰݮするɿ大学研究ऀのπʔϧʯʣ
U15Χφμ研究大学連ໍ (U15 (roup of $anadian Research Universities）とΧφμ大学ڠձ

（Universities $anada）がΧφμ政府r大学共ಉϫーΩンググループからのྗڠをಘて、2019年12月にʮ機
ඍ研究におけるࡁܦ的・政学的なリスクをܰݮするɿ研究者のπール（Mitigating economic and/or
geopolitical risLs in sensitive research proKects: A tool for university researchers）ʯ33を࡞・ެ表
した。

ಉπールは、Χφμの研究コϛϡニティにΑる自主的な取組として、研究者が研究をߦうࡍに、自らࡁܦ的・
政学的なリスクを評価し、それらのリスクをܰݮするためのରࡦをߨじるのにཱつΨイμンスとして開発
されたものである。ಉπールの内༰としては、研究者にΑるリスクレベルのಛఆと評価、研究νームの組、
ඇ研究者との研究ྗڠ、研究にࡍするサイバーセΩϡリティ・情報管理、研究Ռの使用と保શ、海外渡航
にࡍするリスクܰݮのためのベストプラクティスのνェックリストにΑってߏされている。

ʢʮ大学研究ऀͱελοϑのたΊのւ外ߤηΩϡϦςΟΨΠυʯʣ
ʮ大学研究者とスタッフのための海外渡航セΩϡリティΨイυ（5ravel security guide for university

researchers and staff）ʯ34は、U15Χφμ研究大学連ໍとΧφμ大学ڠձがΧφμ政府r大学共ಉϫーΩン
ググループのྗڠをಘた্で開発したものであり、্هのʮ機ඍ研究におけるࡁܦ的・政学的なリスクを
。するɿ大学研究者のπールʯとಉ時にެ表したΨイυラインであるݮܰ

ಉΨイυラインは、研究者の海外渡航にࡍして生じうるセΩϡリティ্のリスクをৄड़した্、人的ަྲྀ、
物理的及びサイバー的な౪というࡾつのΧテΰリーに分けてリスクをܰݮするためのώントを提供している。

ʢΧφμ҆શใہにΑるऔʣ
Χφμ҆શ情報ہ（$anadian 4ecurity Intelligence 4erviceɿ$4I4）は国Ո҆શ保ো機関のཱ場から

研究コϛϡニティにରして、ʮあなたの研究をकるポータルʯを通じてʮڴҖϒリーフィング（$4I4 5hreat
#riepng）ʯ35とʮあなたの研究を保ޢするためのνェックリストʯをެ表した。
ʮڴҖϒリーフィングʯは、研究セΩϡリティの重要性、Χφμの研究とイϊベーγϣンが໘しているࡏݱ

のڴҖ、Χφμの研究セΩϡリティにݙߩするために自分がՌたすきׂについて؆ܿにઆ໌する研究者

�� https://www.ic.gc.ca/eic/site/0��.nsf/eng/h@9�955.html　（2022年1月4にアクセス）

�� https://science.gc.ca/eic/site/0��.nsf/vwapK/Mitigating@RisLs2.pdf/�ple/Mitigating@RisLs2.pdf　（2022年1月4
にアクセス）

�� https://science.gc.ca/eic/site/0��.nsf/vwapK/5ravel@4ecurity@(uide2.pdf/�file/5ravel@4ecurity@(uide2.pdf　
（2022年1月4にアクセス）

�� https://www.ic.gc.ca/eic/site/0��.nsf/eng/h@9�2�4.html　（2022年1月4にアクセス）
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けの動ըである。
ʮあなたの研究を保ޢするためのνェックリストʯは、Χφμ҆શ情報ہが研究者けに࡞し、2ݸ�の

ઃ問にΑってߏされるνェックリストである。研究者が研究に従事するࡍに、外国のӨڹから自らの研究を
कるために、意することが必要な点を自ら点ݕできるπールとして提供されている3�。

ʢ国ࡍ研究ྗڠにରする国Ո҆શ保োΨΠυϥΠϯʣ
Χφμ連邦政府は2021年�月12に、Χφμ政府ʕ大学共ಉϫーΩンググループからྗڠをಘた্で、ʮ国

にରする国Ո҆શ保োΨイυライン（/ationalྗڠ研究ࡍ 4ecurity (uidelines for Research
Partnerships）ʯを࡞・ެ表した。ಉΨイυラインは、国ࡍ共ಉ研究をΧφμのオープンかつڠௐ的な研
究Τコγステムにとってもっとも重要かつෆ可ܽなجຊ要素のҰつとして認ࣝしつつ、外国のׯবにΑっても
たらされる国Ո҆શ保ো্・研究インテグリティ্のリスクをಛఆしてܰݮすることの必要性をڧௐし、国ࡍ
研究ྗڠをߦうࡍのリスク評価及び連邦資金の提供ج४を౷ҰԽする的で開発された。

ಉΨイυラインはΧφμにおける大学、研究機ߏ及び資金分機関が国ࡍ研究ྗڠを࣮ࢪするࡍに९कす
き共通ج४としてҐஔͮけられている。Χφμの研究者が国ࡍ研究ྗڠをల開するࡍに、当֘研究ྗڠに
ରする国Ո҆શ保ো্のリスクの評価及びリスクܰݮプランの提出が、自વՊ学・学研究ձٞ（/4ER$）
を始めとするΧφμ連邦資金分機関の国ࡍ共ಉ研究助をਃする্でのٛ務となっている。また、શて
の国ࡍ研究ྗڠに携Θる研究者も、ಉΨイυラインにΑる手続きを౿ま͑、自分の研究を保ޢすることが要
されている。

5.	 &6

(1)	 2020年秋以降の動向

ʢ研究ɾΠϊϕʔγϣϯのάϩʔόϧΞϓϩʔνʣ
2021年5月、Ԥभҕ員ձはʮ研究・イϊベーγϣンのグローバルアプローν（(lobal Approach to

Research and Innovation）ʯ37という国ྗڠࡍに関する新たなઓུを発表した。このઓུは、2012年に࠾
されたʮ研究・イϊベーγϣンにおけるEUの国ྗڠࡍのڧԽ・ूதɿઓུ的アプローν（Enhancing
and focusing EU international cooperation in research and innovation: A strategic approach）ʯ3�

という国ࡍઓུに取って代Θるものである。
従前のઓུでは、EUは国ࡍ的な開์性（openness）を重要視し、શํҐ的な国ྗڠࡍをجຊとしてい

たが、新たなઓུでは、開์性と学問の自༝といったجຊ的価を重視するとともに、自性・ڝ૪ྗ・
的࢈ࡒ・҆શ保োといったEUのઓུ的利益も重視し、そうしたEUの価؍・利益にͮجき国ྗڠࡍ相手や
内༰をબんでいくとしている。ଞ国とのྗڠでは、جຊ的価؍にཪଧͪされた、ެฏなڝ૪件（level
playing peld）と相ޓ利益（reciprocity）を前提とすることを໌確にしている。こうしたมԽは、10年前と
はຊ質的にҟなるੈք的จ຺にରԠし、EUの国ྗڠࡍをࡏݱの政ࡦ༏ઌ՝に適合させるためだとしている。

�� https://www.ic.gc.ca/eic/site/0��.nsf/eng/h@9�2�5.html　（2022年1月4にアクセス）

�� https://ec.europa.eu/info/sites/default/files/research@and@innovation/strategy@on@research@and@innovation/
documents/ec@rtd@com2021-252.pdf

�� https://eur-lex.europa.eu/legal-content/E//595/PDF/?uri�$ELE9:52012D$049��from�en
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新ઓུでは、ʮ研究・イϊベーγϣン（R�I）における開์性とجຊ的価ʯʮެฏなڝ૪件と相ޓ利益
のٻʯʮٿ規՝にରするグローバルな取組ʯʮୈࡾ国とのྗڠௐʯの4項についてޙࠓ取るき重
要なߦ動が໌هされている。

このうͪ、ʮެฏなڝ૪件と相ޓ利益のٻʯでは、2021年தにEUの研究機関やߴ教ҭ機関が外国
のׯবにରॲするためのΨイυラインをࡦఆするとともに、2022年までに国ࡍ的なจ຺における的࢈ࡒ
のݡい利用に関する࣮務規ൣ（code of practice）を示すことを͛ܝている。

ʢ外国のׯবにରॲするたΊのΨΠυϥΠϯʣ
前ड़のΨイυラインの内༰ݕ౼は、2020年2月にԤभҕ員ձがυラフトҊをެ表したʮߴ教ҭ機関・研

究機関における外国のׯবにରॲするためのコンセプトϊート（$oncept note on tacLling foreign
interference in Higher Education Institutions and Research Organisation）ʯ3�をݩにਐめられた。コ
ンセプトϊートでは、Ψイυラインのࡦఆ的を、ʮ学問の自༝、インテグリティ、機関の自࣏をकることでج
ຊ的価を保ޢすることʯとʮ重要な研究Ռや的࢈ࡒを保ޢし、EUの݁ଋをଅਐすることʯとしていた。

2022年1月、Ԥभҕ員ձはʮ研究・イϊベーγϣンにおける外国からのׯবにରॲするためのۀ࡞จ書（Ҏ
ԼΨイυラインと表ه）ʯ4�を発表した。ຊΨイυラインは、EUのߴ教ҭ機関と研究機関が、学問の自༝、
インテグリティ、機関の自࣏のجຊ的な価をकり、スタッフ・学生・研究Ռ・資࢈を保ޢするための
ベストプラクティスの֓要を示している。

ΨイυラインのࡦఆはԤभҕ員ձとEU加ໍ国政府及びߴ教ҭ機関、研究機関、資金分機関、ஂۀ࢈
ମの利関係者と共ಉでਐめられた。ΨイυラインはEU加ໍ֤国のߴ教ҭ機関や研究機関にରして๏
的߆ଋྗを持つものではなく、そうした機関が外国からのׯবについて意ࣝをߴめ、自らのઓུࡦఆの助け
となることを的としている。

Ψイυラインには、価、Ψバφンス、ύートφーγップ、サイバーセΩϡリティという4Χテΰリーについて、
外国からのׯবにରॲするためのแׅ的なઓུがৄࡉに書かれている。֤Χテΰリーで示されている内༰は
ҎԼのとおりである。

�� https://s�.eu-central-1.ama[onaws.com/euobs-media/�ef�dc�d�0ee2�a2df1�f�2d4�e9�fdc.pdf

�� European $ommission 5acLling R�I foreign interference 4taff worLing document  
https://op.europa.eu/en/web/eu-law-and-publications/publication-detail/-/publication/�faf52e�-�9a2-11ec-
91��-01aa�5ed�1a1
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ද�����ɹɹɹΨΠυϥΠϯで͛ڍΒΕている�つのΧςΰϦʔͱͦΕͧΕの内༰

ΧテΰϦʔ ༰

価

1. 学問の自༝がݥةにさらされている国・ύートφー機関をಛఆする

2. 学問の自༝とインテグリティにରする外෦からのѹྗを理ղするために੬ऑ性評価をߦう

�. 機関及びݸ人レベルでの学問の自༝とインテグリティの取組をڧԽする

4. 制的なঢ়گ（repressive settings）でύートφーとのྗڠをܧ続する

Ψバφンス
1. 外国からのׯবにରするߦ動規ൣ（$ode of $onduct）をެ表する

2. 外国からのׯবに関するҕ員ձをઃஔする

ύートφー
γップ

1. リスク管理γステムを࣮するためのҰൠ的な前提件をඋする

2. ఆを発లするための適な手ॱを確ཱするڠなύートφーγップݻڧ

サイバー
セΩϡリティ

1. サイバーセΩϡリティリスクの意ࣝをߴめる

2. 外国のׯব主ମからのサイバーセΩϡリティܸ߈をݕ出・ࢭする

�. 外国のׯবにΑるサイバーセΩϡリティܸ߈にରԠしճ෮する

ެ表資料をもとに$RD4࡞

ʢ)PSJ[PO &VSPQFに͓͚るηΩϡϦςΟ৹ࠪʣ
2021年Αり、最新の研究・イϊベーγϣン組ΈプログラムʮHori[on Europeʯ（2021-202�）が始まっ

た。Hori[on Europeではશてのਃにରして、セΩϡリティ৹ࠪが࣮ࢪされる。前のHori[on 2020では、
ʮセΩϡリティセンγティϒ（4ecurity 4ensitive）ʯとしてフラグ付けされたトϐックにରするਃだけがセΩϡ
リティ৹ࠪのରであったこととൺֱして、Hori[on EuropeではセΩϡリティに関するѻいがΑり֨ݫになっ
たとい͑る。

۩ମ的な手ॱとしては、ਃ者がҎԼの表の�項について自ݾਃ告をߦい、必要にԠじて࠾前にԤभ
ҕ員ձの代表がٞを務めるʮセΩϡリティਫ਼ࠪϫーΩンググループ（4ecurity 4crutiny 8orLing
(roup）ʯにΑるਫ਼ࠪがߦΘれる。

ද�����ɹɹɹηΩϡϦςΟにؔするࣗݾਃࠂの内༰

�情報ʢ&6�$MBTTJpFE�JOGPSNBUJPOʣ4ີػ6&���

を必要とする情報や資料をؚんでいるかޢ可ແき開示にରする保ڐ・

֘当する場合
EU機密情報を使用するものか

EU機密情報をՌとして生するものか

�� ʮEUのセΩϡリティ分ྨにΑってࢦఆされた、ڐ可なき開示がEUや加ໍ国の利益に༷ʑな合いのଛを及΅しうる情報又
は資料ʯとఆٛされる。開示された場合のӨڹの合いにΑって、ʮEU 5op 4ecretʯʮEU 4ecretʯʮEU $onpdentialʯʮEU
Restrictedʯの4ஈ֊に分ྨされている。ݪจはҎԼを参র。
l$ommission Decision (EU Euratom) 2015/444 of 1� March 2015 on the security rules for protecting EU
classiped informationz  
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/E//595/PDF/?uri�$ELE9:�2015D0444�from�E/
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・ඇEU加ໍ国が関Θる活動か

֘当する場合
ඇEU加ໍ国からの参加者がEU機密情報にアクセスする必要があるか

関係するඇEU加ໍ国はEUと情報セΩϡリティڠఆを݁んでいるか

���ѱ༻ʢ.JTVTFʣ

・Ռのѱ用の可能性（൜ࡑやテロにつながる可能性）があるか

֘当する場合
ඇEU加ໍ国からの参加者がEU機密情報にアクセスするか

関係するඇEU加ໍ国はEUと情報セΩϡリティڠఆを݁んでいるか

���その他のηΩϡϦティ߲ࣄʢ0UIFS�4FDVSJUZ�*TTVFTʣ

・EU加ໍ֤国の҆શ保ো্の制限ରとなる情報や資料をؚんでいるか（֘当の場合ৄهࡉ入）

・そのଞにྀߟすきセΩϡリティ事項があるか（֘当の場合ৄࡉをه入）

ެ表資料をもとに$RD4࡞

ʢ)PSJ[PO &VSPQFに͓͚る研究ηΩϡϦςΟؔのެืʣ
Hori[on Europeでは、研究セΩϡリティに関して、ʮ従དྷܕ、ඇ従དྷܕのڴҖからߴ教ҭ機関と研究

機関を保ޢするʯ4�というトϐックでެืがߦΘれている。2022年前に2プロジェクトを࠾予ఆで、1プ
ロジェクト当り100ສユーロの資金提供がߦΘれる。プロジェクトにظされるアトΧムはҎԼのとおりで、
Ψイυラインの内༰をิする活動をਐめることがٻめられている。

˓従དྷܕ、ඇ従དྷܕのڴҖにରするߴ教ҭ機関と研究機関の意をىשする
˓ඇ従དྷܕのڴҖを͗、それにରԠするߴ教ҭ機関と研究機関の能ྗをߴめる
させる্教ҭ機関と研究機関のճ෮ྗをߴ˓

(2)	 &6Ճໍ国のڀݚΠϯςάϦςΟΛΊ Δ͙動向

ʢυΠπʣ
ᶃ研究ΠϯςάϦςΟにؔするܦҢͱݱঢ়

連邦制を࠾るυイπはभ政府がߴ教ҭをؚΉ教ҭશൠを所ঠしている。連邦政府はभ政府との合意にج
ͮいて教ҭや研究をଅਐする্で必要な場合にྗڠできるとجຊ๏（ݑ๏）に໌هされている。また、研究
についても大学の研究資金૯ֹの約�ׂをभ政府がෛ担し、ڝ૪的資金も連邦政府とभ政府が共ಉで分
している。 大 学 の 研 究を支͑る代 表 的 な 資 金  分 機 関であるυイπ研 究 振 興 ڠ ձ（D e u t s c h e
Forschungsgemeinschaft/DF(）にରしても連邦政府（約2/�）とभ政府（約1/�）のׂ合でڌ出している。
とはい͑DF(は連邦政府から独ཱした機関であり、大学、研究機関、Պ学アΧデϛーが加ໍするڠձとして
のଆ໘を持ͪ、研究者がϝンバーとなって自࣏組織としてӡ用されている。

υイπにおいて研究インテグリティのਪਐや研究ෆਖ਼ରԠを࣮ࢪする主ମは研究機関である。研究ެਖ਼の
ʮ研究ެਖ਼の࣮ફ（199�年）43ʯで、あくまで研究機関や研究者にରするΨイυݴ४となるจ書はDF(提ج

�� ここでいうඇ従དྷܕのڴҖとは、サイバーܸ߈、જ入（infiltration）、ِ情報ΩϟンϖーンなͲをࢦす。ৄしいެื内༰はҎ
Լを参র
https://ec.europa.eu/info/funding-tenders/opportunities/portal/screen/opportunities/topic-details/hori[on-
widera-2021-era-01-50

�� DF(: 4afeguarding (ood Research Practice 199� վగ൛201�
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ラインというҐஔͮけである。ただし、DF(は助金を受څする大学や研究機関及び研究者にରしてDF(提
֤、ఆしࡦするΨイυライン44ををิݴめている。201�年に提ٻを資金提供の件としてڌの४ݴ 大学・
研究機関にରし2021年�月までにಉΨイυラインに४ڌした࣮ࢪઓུをඋするΑうٻめた。

このΨイυラインは19の項からなり、任ある研究者としてのߦ動、適なデータの利用、จ発表や
オーサーγップのجຊྙ理をઆいている。利益相反については、研究ߦ動のશてのレベルで利益相反をճ
ආすることも研究のத৺的な要素であり、研究及び研究の独ཱ性にӨڹを与͑る可能性のある資金ݯの開示
をؚΉ、と�項ʮ任とׂʯにݴ及されている45。

研究ෆਖ਼のௐࠪや認ఆはݪଇとして研究機関でߦΘれる。্هDF(提ݴにͮجいてઃஔされたʮオンϒζ
Ϛン（Ombudsman）ʯという職・組織があり、オンϒζϚンに任命された研究者が研究者からの相談や
告発にԠじ、ௐࠪをߦって、当事者ؒのし合いにΑるղが可能な事Ҋを裁する機能である。この職
には大学や研究機関にஔかれるローΧル・オンϒζϚンとDF(に事務ہをஔく連邦レベルのυイπ研究オン
ϒζϚンの2छྨがଘࡏする。ޙ者は研究者の所属に関Θらͣυイπશからの相談にԠじているが、྆者
に্Լ関係はない。

ᶄΦʔϓϯԽ、国ࡍԽに͏ϦεΫͱͦのରԠ
υイπ連邦政府は201�年2月に教ҭ、Պ学、研究の国ࡍԽに関するઓུを発表した。ಉઓུには、1. 国

.連携にΑるӽした研究のਪਐ、2ࡍ υイπのイϊベーγϣンྗをڧԽ、�. 教ҭと職ۀスΩルの4、্. ੈ
քのՊ学コϛϡニティを発ల్্国と共に発ల、5. ੈք的な՝をྗڠしてղܾ、することをඪとして͛ܝ、
持続性ある国ࡍ連携のଅਐをᨳっている。

これを受けて、υイπ大学学ձٞ（HR,）は2020年4月にʮ大学の国ࡍ連携におけるΨイυラインと
規४4�ʯを発表した。大学における国ࡍ連携は、研究と学問の自༝をجຊݪଇとした্で、Պ学的な発ݟや
ਅ理をٻし、さらに政࣏的なイデオロΪーや学外からのෆ当なӨڹをճආすることが໌هされている。この
্で、Ψバφンス、教ҭ、研究についてのࢦが示されている。

さらにHR,はಉ年9月に、ʮத՚人ຽ共国との国ࡍ連携に関するࢦ 47ʯを発表した。これまでυイπは
40年Ҏ্にΘたりத国との連携をҰ؏してਪਐしてきており、ಉΨイυにΑるとࡏݱは1400件を͑る大学
ؒ連携ڠఆがଘࡏする。しかしながら、த国当ہのத国の大学の的な介入もあって、๏的、組織的
な問を๊͑ているυイπの大学もগなくないとݴ及されている。

さらに、201�年にߦࢪされたʮத՚人ຽ共国国Ո情報๏ 4�ʯにおいて、த国の国ຽや組織は、த国政府
の情報活動にྗڠするٛ務があるということが示されていることから、υイπ国内でもᷮかではあるがܯռײ
がߴまっていることもഎܠにあると͑ߟられる。Ҿき続きத国とのྑな関係をҡ持しながら、連携ྗڠの
νϟンスとリスクをৄらかにし、ஶしいෆߧۉやࡒ政的な依ଘ関係のੋਖ਼をٻめている。教ҭや研究に関して

�� DF(: (uidelines for 4afeguarding (ood Research Practice 201�

�� DF(: (uideline (L� l4taLeholders responsibilities and rolesz
https://wissenschaftliche-integritaet.de/en/comments/avoiding-conflicts-of-interests/

�� HR,: (uidelines and standards in international university cooperation April 2020  
https://www.hrL.de/fileadmin/redaLtion/hrL/02-DoLumente/02-0�-Internationales/02-0�-01-Internationale-
4trategie/HR,@Resolution@(uidelines@and@standards@in@international@university@cooperation.pdf (2021年12
月）

�� HR,: (uiding Ruestions on university cooperation with the People s̀ Republic of $hina 4eptember 2020
https://www.hrL.de/fileadmin/redaLtion/hrL/02-DoLumente/02-01-#eschluesse/HR,@Resolution@(uiding@
Ruestion@on@university@cooperation@with@the@PR@$hina@9.9.2020.pdf (2021年12月）

�� 国Ո情報๏（/ational Intelligence Law）
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は、ΧリΩϡラムઃఆのಁ໌性やਖ਼当性、ެฏなデータアクセスの保ূと、ࡒ及びデϡアルユースの可能
性があるٕ術については輸出を規制する๏を९कすることを໌هしている。

ʢϑϥϯεʣ
ᶃ研究ΠϯςάϦςΟにؔするܦҢͱݱঢ়

フランスの研究開発࣮ࢪ主ମとしてத৺的なׂをՌたしているのは、国ཱՊ学研究センター（$/R4）
やྗࢠݪ・代ସΤωルΪーி（$EA）をはじめとした国ཱの研究機関である。大学における研究もߦΘれて
いるが、ྺ࢙的に教ҭに重点をஔいてきたとݴΘれている。フランスの研究γステムのಛとして、ࠞ研究
ユニット（UMR）とݺばれるҟなるෳの研究機関が研究連携ମ制を͑、そのதにෳの研究テーϚにԊっ
たνームが組織されて、そこにڝ૪的資金の分がߦΘれている点がある。国ཱのڝ૪的資金の分機関と
しては、2005年にઃཱされたフランス国ཱ研究機ߏ（Agence nationale de la Recherche/A/R）がある。

フランスでも研究インテグリティのଅਐやෆਖ਼のௐࠪや認ఆをするのは研究機関が主ମとなっており、国レ
ベルで研究ෆਖ਼のରԠやಜをする機関はଘࡏしない。֤研究機関には、専門の担当者（Research
Integrity Ofpcer/RIO）がઃஔされてෆਖ਼ਃしཱてを受けたり、ௐࠪ認ఆをしたりしている。適な研究ެ
ਖ਼࣮ࢪをଅਐするために、研究機関を支援する組織としてフランス研究ެਖ਼室（French Office for
Research Integrity/OFI4）があり、֤ 機関のRIOにରする情報提供やωットϫーΩングの場を提供している。
OFI4は201�年に研究機関やߴ研究機関を評価するʮ研究・ߴ教ҭ評価ߴ৹ٞձ（High $ouncil
for Evaluation of Research and Higher Education/H$ERE4）ʯにઃஔされた。H$ERE4自ମがߦ政機
関、資金分機関、研究機関から独ཱしており、OFI4をH$ERE4にஔいたことはOFI4のதཱ性も担保す
るૂいがあったとされている4�。

研究ެਖ਼に関するΨイυラインとして、国ཱ研究機関と大学学ձٞ（$PU）がத৺となって2015年に
ຊ理೦としてのจ書であり規ଇではないが、主要な国ཱ研究機関とجষ5�がある。あくまでݑఆした国Ոࡦ
大学にΑってॺ໊されている΄か、A/Rからの助金を受けΑうとするશての研究機関はಉݑষに४ڌした
ํのࡦఆがٻめられている。内༰としては、৴頼できる研究活動の࣮ફや共ಉۀ࡞における任、評価の
ެਖ਼と独ཱの重要性が示され、جຊ的には研究者の務とྙ理についてهड़されている。さらに201�年
には研究ެਖ਼室（OFI4）と֤研究機関のRIOでߏされる研究ެਖ਼任者のωットϫーク（RE4I/5）が
研究ެਖ਼࣮ࢪのΨイυライン5� をެ開した。ベストプラクティスに従って、組織内の研究ެਖ਼性ҧ反の報告に
ରԠする手ॱを、શてのRIOが学Ϳための支援をすることを、このΨイυラインの主な的としている。

ᶄΦʔϓϯԽ、国ࡍԽに͏ϦεΫͱͦのରԠ
2021年�月、フランスの国ձٞ員の๚問ܭըにରしࡏフランスத国大使がٞ߅を表໌したことに関す

るҰ連の事件 5�を受け、いؒ保ޢされてきたフランスのߴ教ҭ及び研究のੈքもಛఆの国からのӨڹ

�� H�0年จՊলҕୗ事ۀʮॾ外国の研究ެਖ਼のਪਐに関するௐࠪ・分ੳۀ務 Ռ報告書ʯ2019年�月
https://www.mext.go.Kp/a@menu/Kin[ai/fusei/@@icsFiles/apeldple/2019/0�/1�/141���2@01.pdf　（2021年12月）

�� 5he French charter for Research Integrity 2015:  
https://www.hceres.fr/sites/default/ples/media/downloads/2015@French@RI@$harter@0.pdf (2021年12月）

�� (uide to Recording and Processing Reports relating to Research Integrity 201�  
https://www.hceres.fr/sites/default/files/media/downloads/201�@(uide-traitement-signalements-I4@RE4I/5.
pdf (2021年12月）

�� ઓུ研究ஂࡒのத国研究者アントϫーψ・ボンμζࢯが、த国大使ؗのߦ動にରしٞ߅をしたとこΖ、൴にରするඇ、தই
がߦΘれたとされる。参ߟɿ
https://www.lefigaro.fr/international/petite-frappe-hyene-folle-l-ambassade-de-chine-se-dechaine-contre-un-
chercheur-francais-20210�21（2021年12月）
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とແԑではなくなっているとして、フランスٞձ্ӃのӃ内グループが࣮ࢪしたௐࠪϛッγϣンの報告書が
2021年9月に発表された。ಉ報告書では、ݱঢ়のߴ教ҭγステムの�つの੬ऑ性、1. ෆे分なࡒ政的資ݯ、
2. .�、政的な੬ऑ性ߦ 研究コϛϡニティがຊ質的に๊͑るެ開のจԽをࢦఠした্で、ࡏݱの๏的組では
新しいڴҖの出ݱにରԠしれていないと分ੳしている。そのଞ、ҎԼの5つのඪをࡦఆした。

ඪ1　ݱঢ়分ੳとରཱࡦҊ
ඪ2　大学の価をकる活動の支援
ඪ�　国ྗڠࡍશൠのಁ໌性、務性のڧԽ
ඪ4　ྗڠ関係の管理に関Θるߦ政手続をڧԽ
ඪ5　国及び国ࡍレベルにおける参র規ൣの࠾
フランスでは、機ඍなٕ術のྲྀ出ࢭについてはՊ学ٕ術જྗࡏの保ޢ๏（PP45）にͮجき、ࣝやٕ

術の౪取のࢭに関連してҰఆの研究分、研究۠Ҭにରするۙを管理するなͲのߦ政的なાஔがߨじら
れている。このાஔは内務লの౷ׅのԼ、֤লにஔかれている҆શ保ো・国管理（HFD4）おΑび֤大
学/研究所の国・҆શ保ো管理（F4D）の任務にΑり、外国人をؚΉ外෦の者のۙを৹ࠪするܗで
確保されている。かかるાஔをҰڧԽするため、大学/研究所にஔかれているߴ教ҭྙ理ٞڠମ 53の関
与をΑりڧԽするとともに、֤ 大学/研究所の国・҆શ保ো管理（F4D）と関係当ہ（外務、内務、国、
ؒ（ࡁܦ のωットϫークとのௐをվળし情報共有にめることとしている。

さらにはPP45にΑるાஔとは別に2021年10月のट相通ୡ 54にΑり、国Ոެ務員にରして外国のӨڹを
౿ま͑利益相反のղফをٻめる組Έをઃけている。

6.	 ຊ

(1)	 2020年秋以降の動向

ʢ内ֳのݕ౼ձにΑるఏݴʣ
内ֳ府がઃஔしたʮ研究インテグリティに関するݕ౼ձʯ55は、提ݴʮ研究インテグリティに係るௐࠪ・分

ੳ報告書ʯを2021年�月19にとりまとめた5�。
ಉ報告書では、研究者自にΑる適な情報開示の΄か、大学や研究機関にରしては、人事・リスク管

理のためのϚωジϝントをڧԽし、݉ۀをؚΉશての所属組織と職（海外の人ࡐ登用プログラムの参加、
໊༪教तؚΉ）、海外をؚΉ外෦機関から供与されたશての資金や資金Ҏ外の支援、自が関与するશて
の共ಉ研究の相手ํや参ը者の情報をѲすることなͲを提ݴした。

また、ެ 的研究資金を分する資金分機関にରしては、ਃ時に、݉ をؚΉશての所属組織と職（海ۀ

�� 201�年�月にઃஔされた組織で、֤ল֤機関にઃஔされている主にʮ利益相反ʯ職ྙۀ理্の問をѻう機関。ެ務員の
ٛ務の適用に関する助ݴ、利益相反問の意ݟを示すことを通ྫとする。
参ߟɿhttps://www.enseignementsup-recherche.gouv.fr/cid1���40/le-college-de-deontologie-de-l-
enseignementsuperieur-de-la-recherche-et-de-l-innovation.html（2021年12月）

�� 2021年10月11 ट相通ୡ $irculaire n˃��0�-4( du 11 octobre 2021 relative au renforcement de la transparence
des actions d`influence ÉtrangÈre conduites auprÈs des agents publics de l`¬tat
https://www.legifrance.gouv.fr/download/pdf/circ?id�452�� (2022年4月Ӿ覧)

�� $RD4では、前ճ報告書の内༰を2020年10月2�のݕ౼ձにおいて報告している。
https://www�.cao.go.Kp/cstp/LoLusaiteLi/integrity/2Lai/2Lai.html

�� 内ֳ府　研究インテグリティに関するݕ౼https://www�.cao.go.Kp/cstp/LoLusaiteLi/integrity.html
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外の人ࡐ登用プログラムの参加、໊༪教तؚΉ）、ΤフΥート管理に関Θる海外をؚΉ外෦機関から供
与されたશての資金の受入れঢ়گについてѲすることなͲを提ݴした。

政府にରしては、大学や研究機関における規ఔや組織のඋ、ڝ૪的資金に関するΨイυラインをվగ
することなͲを提ݴした。

ʢୈظ�Պ学ٕज़ɾΠϊϕʔγϣϯجຊܭըʣ
ʮୈظ�Պ学ٕ術・イϊベーγϣンجຊܭըʯ（2021年�月2�ֳܾٞఆ）57において、研究活動の国ࡍԽ、

オープンԽにい、利益相反、務相反、Պ学ٕ術情報のྲྀ出のݒ೦がࡏݦԽしつつあるঢ়گを౿ま͑、
政府としてのରԠํをݕ౼し、2021年にڝ૪的研究අのެืや外国ۀاとの連携に係るࢦ必要とな
るΨイυラインのඋをਐめること、ಛに研究者が有すき研究の݈શ性・ެਖ਼性（研究インテグリティ）
の自的確保を支援すく、国内外の研究コϛϡニティとも連携して、2021年ૣظに、政府としてのରԠの
。性をఆめることとしたํ

ʢのରԠ方のܾఆʣ
2021年4月2�、౷合イϊベーγϣンઓུਪਐձٞにおいて、内ֳ府のݕ౼ձの提ݴを౿ま͑、ʮ研究

活動の国ࡍԽ、オープンԽにう新たなリスクにରする研究インテグリティの確保に係るରԠํについてʯ5�

（ҎԼʮରԠํʯという）がࡦఆされた。
ରԠํにおいては、研究者にΑる適な情報開示に関する取組が示されるとともに、研究者の所属機関

において、人事及び組織のリスク管理として必要な情報（職ྺ・研究ۀ݉、ྺܦの所属機関・職、当֘
機関外からの研究資金や研究資金Ҏ外の支援及び当֘支援の相手ํ）の報告・更新を受けること、そのため
の利益相反・務相反をはじめ関係の規ఔ及び管理ମ制をඋし、報告・更新を受けた情報にͮجき、࢈
学連携活動における利益相反・務相反管理とಉ༷に、適なリスクϚωジϝントを͑ߦるΑう、政府として
所管する研究機関にରして関係の規ఔや管理ମ制のඋの必要性に関するप・連絡をߦうとともに、関係
者のෛ担にྀし所要の支援をߦうことなͲとされた。

また、ڝ૪的研究資金に関するΨイυラインのվగにおいては、国外もؚΉ外෦からの支援や݉ۀの
情報（ਃする՝の研究代表者・研究分担者にରして、（a）国内のڝ૪的研究අのΈならͣ、国外も
ؚめ、ิ助金や助金、共ಉ研究අ、受ୗ研究අ、શてのࡏݱの研究資金のԠื・受入ঢ়گに関する情報、

（b）શてのࡏݱの所属機関・職（݉ۀや、外国の人ࡐ登用プログラムの参加、ޏ用契約のない໊༪教
तをؚΉ）に関する情報）の提出、所属機関の適な報告の約をٻめること、利益相反・務相反に
関する規ఔのඋの重要性を໌示、必要にԠじてঢ়گ確認すること、ِڏਃ告にରし、ެ表、ෆ࠾・࠾
取ফし、研究අฦؐ、最5年ؒのԠื制限（2022年のެืから反ө）なͲの内༰をりࠐΉこととし
ている。

ରԠํのܾఆを受け、จ෦Պ学লでは、ಉ付でՊ学ٕ術・学術政ہࡦの4ہ連໊にΑる通を、
所管の大学・国ཱ研究開発๏人に発出した。通では、ରԠํのझࢫを౿ま͑、大学にରして研究イ
ンテグリティの確保に関する取組をਐめるΑう依頼するとともに、จ෦Պ学লとしても、۩ମの取組に関する
Ϟデルの提示なͲ関係者のෛ担にྀし所要の支援をߦうࢫをपした。

なお、ରԠํにおいては、大学・研究機関における研मڧԽの取組ঢ়گ及び利益相反・務相反
に関する規ఔ・組織のඋঢ়گฒびに研究資金分機関における取組ঢ়گ（ެื要ྖのվఆをؚΉ）

�� ୈظ�Պ学ٕ術・イϊベーγϣンجຊܭըhttps://www�.cao.go.Kp/cstp/LihonLeiLaLu/�honbun.pdf

�� 研究活動の国ࡍԽ、オープンԽにう新たなリスクにରする研究インテグリティの確保に係るରԠํについて
https://www�.cao.go.Kp/cstp/LoLusaiteLi/integrity/integrity@housin.pdf
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について、2022年にѲ・ެ表し、必要にԠじて当֘機関にվળをٻめることとされており、大学・研究
機関においてもૣظにରԠしていくことが必要となっている。

ʢ౷߹Πϊϕʔγϣϯઓུ����ののܾఆʣ
2021年�月1�にֳܾٞఆされたʮ౷合イϊベーγϣンઓུ2021ʯ5�（ୈظ�Պ学ٕ術・イϊベーγϣン

、政府として、ରԠํを౿ま͑、ޙࠓ、ըとҐஔͮけられる最ॳの年次ઓུ）においてもܭߦըの࣮ܭຊج
研究コϛϡニティとも連携しつつ、国ࡍ動や国ࡍௐもྀߟしながら、ڝ૪的研究අ事ۀの共通的なΨイ
υラインの2021年ૣظのվఆ、研究インテグリティの自的な確保の支援に資する取組をண࣮に࣮ࢪす
ることとした。

また、ಉֳܾٞఆされたʮઓུ࣮ܭߦըʯ及びʮઓུフΥローアップʯ��ฒびにʮࡒࡁܦ政ӡ
Ӧとվֵのجຊํ2021ʯ��においても、政府として、ରԠํを౿ま͑て2021年のૣظにڝ૪的研究
අの関係ࢦをվఆするとともに、ڝ૪的研究අのਃに当たり、ຊ年からॱ次、外国資金の受入
ঢ়گについて開示をٻめ、དྷ年には開示ରを֦大するなͲ、研究インテグリティに資する必要な取組
をਐめることとした。

ʢՊ研අのରԠʣ
զが国を代表するڝ૪的研究අであるՊ学研究අ助事ۀ（Պ研අ）においては、政府のରԠํを౿

ま͑、Պ研අ制ଆで可能なରԠを2022年ެื（2021年�月ެื開始）からઌߦして࣮ࢪしている。۩
ମ的には、ه入要ྖにおいて、研究ܭըௐ書のʮ研究අのԠื・受入のঢ়گʯཝに国内のڝ૪的研究අ
のΈならͣ、国外もؚめた研究資金をࡌهすることを໌確にすること、ಉཝにࡌهした研究՝のԠื・受
入に当たっての所属組織・職をࡌهすること、Ԡื者が関与するશての研究活動のঢ়گを所属研究機関
と適に共有することをࢦ示するなͲの取組をしている��。

ʢڝ૪త研究අのద切ͳࣥߦにؔする共௨తͳΨΠυϥΠϯのվఆʣ
政府のରԠํに従い、2021年12月1�にʮڝ૪的資金の適ਖ਼なࣥߦに関するࢦʯ（ڝ૪的研究අに

関する関係府ল連絡ձਃ合せ）�3がվఆされ、関係府লは、ڝ૪的研究අのෆ合理な重ෳ及びաのूத
をഉআし、研究活動に係るಁ໌性を確保しつつ、ΤフΥートを適に確保できるかを確認するため、ҎԼの
ાஔをߨじることとされた。

˓ Ԡื時に、研究代表者・研究分担者について、ࡏݱのଞ府লをؚΉଞのڝ૪的研究අそのଞの研究
අのԠื・受入ঢ়گ（制໊、研究՝、࣮ؒظࢪ、予ֹࢉ、ΤフΥート）や、ࡏݱのશての所属
機関・職（݉ۀや、外国の人ࡐ登用プログラムの参加、ޏ用契約のない໊༪教तをؚΉ。）に関
する情報をԠื書ྨにࡌهさせる。なお、Ԡื書ྨに事࣮とҟなるࡌهをした場合は、研究՝の

�� ౷合イϊベーγϣンઓུ2021　
https://www�.cao.go.Kp/cstp/tougosenryaLu/togo2021@honbun.pdf

�� ઓུձٞ　
https://www.cas.go.Kp/Kp/seisaLu/seicho/index.html

�� 　ຊํ2021ج政ӡӦとվֵのࡒࡁܦ
https://www5.cao.go.Kp/Lei[ai-shimon/Laigi/cabinet/2021/2021@basicpolicies@Ka.pdf

�� Պ研අの最ۙの動及びྩ4（2022）年ެืについて（2021年�月 ຊ学術振興ձ）P15  
https://www.Ksps.go.Kp/K-grantsinaid/0�@Ksps@info/g@210�09@2/data/siryou2.pdf

�� ࢦに関するߦ૪的研究අの適ਖ਼なࣥڝ
https://www�.cao.go.Kp/cstp/LoLusaiteLi/integrity/shishin.pdf
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ෆ࠾、࠾取ফし又はֹݮ分とすることがあるࢫ、ެื要ྖ্໌هする�4。
˓ ্ ઃ・ઃඋの支援をࢪの研究අや所属機関・職に関する情報に加͑て、寄ෟ金や資金Ҏ外のه

ؚΉ、自が関与するશての研究活動に係るಁ໌性確保のために必要な情報について、関係規ఔにج
ͮき所属機関に適に報告しているࢫの約をٻめること、また、約に反し適な報告がߦΘれてい
ないことが໌した場合は、研究՝のෆ࠾、࠾取ফし又はֹݮ分とすることがあるࢫ、ެื要
。するه໌্ྖ

˓ 政府のରԠํを౿ま͑た所属機関における利益相反・務相反に関する規ఔのඋの重要性を໌示す
るとともに、所属機関としての規ఔのඋঢ়گ及び情報のѲ・管理のঢ়گを確認するなͲ必要にԠじ
て所属機関にরձをߦうことがあるࢫ、ެื要ྖ্໌هする。

これらのાஔについては、2021年にެืをߦうものは可能なൣғでରԠし、2022年4月Ҏ߱にެื
をߦうものからॱ次࣮ࢪすることとされた。

ಉ、大学・研究機関における研मでの利用にΑり、研究者や大学・研究機関の理ղৢをଅす
的で、ʮ研究者けʯ及びʮ大学・研究機関けʯのʮ研究の国ࡍԽ、オープンԽにう新たなリスクに
ରするνェックリスト（ܗ）ʯを内ֳ府が࡞・ެ表した�5。

これらのνェックリストのܗでは、研究者にରして、研究活動のಁ໌性の確保に係る情報について、所
属機関の規ఔにͮجき、担当෦ॺに適な報告をߦっているかなͲと問うとともに、大学・研究機関にର
しては、所属する研究者・職員から、研究活動のಁ໌性の確保に係る情報について、機関の関係規ఔにج
ͮき、報告を受けてϚωジϝントをߦっているかなͲを問うている。

ʢຊ学ज़ձٞに͓͚るཧʣ
ຊ学術ձٞ Պ学者ҕ員ձ 学術ମ制分Պձは、2022年1月にʮՊ学者コϛϡニティからの研究インテグ

リティに関する点理ʯ��をެ表した。このなかで、ʮ研究活動のオープンԽ、国ࡍԽとそれにうリスク
のରԠについては、Պ学者コϛϡニティの؍点から໌示的にٞがなされていないことは確かであり、ࠓൠ৹
ٞをߦい、これまでに໌らかになった点を理することとしたʯとして、研究インテグリティに関するΨイυ
ラインのࡦఆ・ӡ用に当たり留意すきポイントや、研究インテグリティに関して大学研究機関のݱ場から
の関৺事項がまとめられている。また、ʮՊ学者コϛϡニティたる専門Ոूஂのྙ理規ൣであるʰՊ学者のߦ
ҝ規ൣ（201� 年վਖ਼）ɦ �7（ຊ学術ձٞ）があるが、研究インテグリティ問にରԠし、内༰のݕ࠶౼と必
要にԠじてվਖ਼も՝になるʯとしている。

ʢ҆શ保োқཧのݟしʣ
。もਐんでいる౼ݕ点からの؍શ保োの҆ࡁܦ、けた取組に加͑Խにڧの研究インテグリティのه্

2020年10月から2021年�月にかけて、ߏۀ࢈৹ٞձ通・қ分Պձ ҆શ保োқ管理খҕ員ձに
おいて、ʮΈなし輸出ʯ管理のݟしについて৹ٞがなされ、2021年�月10にதؒ報告をとりまとめ

�� なお、資金分機関に提出する研究අに関する情報のうͪ、ൿ密保持契約がަΘされている共ಉ研究に関する情報のѻい
については、࢈学連携の活動がҕॖしないΑう、कൿٛ務をෛっている者のΈでѻΘれることをվめてపఈするとともに、֤
。することとされたهのํをެื要ྖ্໌ࡍさせるࡌهの事情にྀしつつ、Ԡื書ྨや共通γステムにۀ૪的研究අ事ڝ

�� νェックリストܗɿ研究者け（ྩ�年12月1�൛）
https://www�.cao.go.Kp/cstp/LoLusaiteLi/integrity/checLlist1.pdf
νェックリストܗɿ大学・研究機関け（ྩ�年12月1�൛）
https://www�.cao.go.Kp/cstp/LoLusaiteLi/integrity/checLlist2.pdf

�� https://www.scK.go.Kp/Ka/member/iinLai/gaLutai/pdf/siryo250�-1.pdf

�� https://www.scK.go.Kp/Ka/info/Lohyo/pdf/Lohyo-22-s1��-1.pdf
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た��。ಉதؒ報告では、ʮಛఆ国のඇॅډ者に提供することを的とした取Ҿʯの֓೦を໌確Խし、ॅډ者
の機ඍٕ術提供であっても、当֘ॅډ者がඇॅډ者ٕ術情報を提供する取Ҿと事্࣮ಉҰと͑ߟられる΄
Ͳに当֘ඇॅډ者からڧいӨڹを受けているঢ়ଶに֘当する場合にはʮΈなし輸出ʯ管理のରであること
を໌確Խすることを提ݴした。தؒ報告にͮجき࡞された関連するলྩ・通ୡのҊについてύϒリックコϝ
ントがಉ年�月から9月にかけ࣮ࢪされ11月1�にެ、ެ表された。ຊলྩ・通ୡは、2022年5月1
からߦࢪ、適用されている��。

ʢ҆ࡁܦશ保োϦʔϑϨοτの࡞ʣ
2021年4月、ެ҆ௐࠪிは、ۀاや大学の研मで活用されることを的として、҆ࡁܦશ保োの؍点

から留意すきݱঢ়についてまとめたʮ҆ࡁܦશ保োリーフレットʯをެ表した7�。そのதで、ۀاや大学
が保有するٕ術・データは、常にѱ意ある主ମのඪ的となるݥة性があるとして、ٕ術・データのྲྀ出ܦ
࿏として、人ࡐリクルート（ٕ術にਫ਼通している従ۀ員のҾൈき）、資・ങऩ・合ซ（Өྗڹをߦ使して意
੶（留学生・研究者の送りࡏにΑるِྺܦ、（術データの持ͪ出しٕ）ۀఆに反ө）共ಉ研究・事ܾࢥ
。を介しているܸ߈Έ）、ෆ৹なアプローν、サイバーࠐ

ʢ҆શɾ҆৺にؔするγϯΫλϯΫػの۩ମԽに͚たݕ౼ʣ
2021年4月の౷合イϊベーγϣンઓུਪਐձٞに、ʮ国及び国ຽの҆શ・҆৺の確保にけたՊ学ٕ術の

活用に必要なγンクタンク機能に関するݕ౼݁Ռ報告書ʯ（イϊベーγϣン政ڧࡦԽਪਐのための有ࣝ者ձٞ
ʮ҆શ・҆৺ʯ）が報告されている7�。ಉ報告書では、҆શ・҆৺に関するγンクタンク機能のׂは、政府か
らの՝ઃఆにͮجき、Պ学ٕ術に係るߴなݟにͮجくௐࠪ・分ੳ・研究活動を౿ま͑た政ࡦ提ݴを࣮
に資する提ࡦする（ʻるʼ）ことであり、政府のׂは、҆શ・҆৺に関するγンクタンク機能からの政ࢪ
のਪਐをਤる（ʻҭてる・生かࡦࢪఆやࡦのࡦけた政を受けて、重要分に係る研究開発やࣾձ࣮にݴ
す・कるʼ）こととされている。ಉ報告にͮجき、2021年から内ֳ府がγンクタンク機能のҕୗ事ۀʮզ
が国がઓུ的にҭてるき҆શ・҆৺の確保に係る重要ٕ術のۀ౼ݕ務ʯを開始し（2021年予ֹࢉɿ
�ԯԁ）、受ୗઌの政ࡦ研究大学Ӄ大学において202�年を్とするຊ֨的なγンクタンク্ཱͪ͛に
けたݕ౼がਐんでいる。

ʢ҆ࡁܦશ保োにるॏཁٕज़のҭࢧԉʣ
ʮࡒࡁܦ政ӡӦとվֵのجຊํ2021ʯにおいて、҆ࡁܦશ保োのڧԽਪਐのため、γンクタンク機能も

活用しながら、ઌ的な重要ٕ術について࣮用Խにけたྗڧな支援をߦう新たなプロジェクトを出すると
ともに、重要なٕ術情報の保શと共有・活用をਤる組Έをݕ౼・උするとされたことを受けて、政府は、
2021年ิਖ਼予ࢉにおいてจ෦Պ学লとۀ࢈ࡁܦলにそれͧれ1250ԯԁ、合2ܭ500ԯԁを্ܭし、ʮܦ
と新Τߏʯ7�を開始することとした。Պ学ٕ術振興機（ܕݱビジϣン࣮）શ保ো重要ٕ術ҭプログラム҆ࡁ
ωルΪー・ٕۀ࢈術૯合開発機ߏにج金をし、ܧ続的にઌ的な重要ٕ術の研究開発の支援をߦう

�� ৹ٞձߏۀ࢈ 通・қ分Պձ ҆શ保োқ管理খҕ員ձ தؒ報告
https://www.meti.go.Kp/shingiLai/sanLoshin/tsusho@boeLi/an[en@hosho/20210�10@report.html

�� ল҆શ保োқ管理ホームϖージۀ࢈ࡁܦ
https://www.meti.go.Kp/policy/anpo/anpo0�.html

�� https://www.moK.go.Kp/psia/Lei[aianpo.leaflet.html

�� https://www�.cao.go.Kp/cstp/tougosenryaLu/9Lai/9Lai.html

�� ୈ2ճ҆ࡁܦશ保ো๏制に関する有ࣝ者ձٞ、資料�、9ϖージ　
https://www.cas.go.Kp/Kp/seisaLu/Lei[ai@an[en@hosyohousei/dai2/siryou�.pdf
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https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/tsusho_boeki/anzen_hosho/20210610_report.html
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予ఆである。

ʢ҆ࡁܦશ保ো法੍に͚たݕ౼ʣ
2021年10月に発したా؛内ֳにおいては、҆ࡁܦશ保োを重要՝とҐஔͮけ、҆ࡁܦશ保ো担当

大ਉを新ઃするとともに、ࣾձߏࡁܦのมԽ、国ࡍ情のෳࡶԽにΑり、҆શ保োのがࡁܦ分に
શ保ো҆ࡁܦԽ・ਪਐするため、内ֳ૯理大ਉをٞとするڧશ保োの取組を҆ࡁܦ、に֦大するதٸ
ਪਐձٞをಉ年11月にઃஔ73するとともに、内ֳに҆ࡁܦશ保ো๏制४උ室をઃஔして関連๏Ҋの४
උをਐめることとした。

ಉ年11月には、҆ࡁܦશ保োの取組をڧԽ・ਪਐするために必要な๏Ҋのࡏりํについてݕ౼をߦうため、
インフラの҆શ性・৴װج、㔸Խڧશ保ো๏制に関する有ࣝ者ձٞも発した。サプライνェーンの҆ࡁܦ
頼性の確保、ຽٕ術ྗڠ、ಛڐ出ئのඇެ開Խに関するݕ౼をਐめ、2022年2月にʮ҆ࡁܦશ保ো๏制
に関する提ݴʯをとりまとめている74。

ಉ提ݴも౿ま͑、ಉ年2月25、政府はʮࡦࢪࡁܦをҰମ的にͣߨることにΑる҆શ保োの確保のਪਐ
に関する๏Ҋʯ（҆ࡁܦશ保োਪਐ๏Ҋ）をֳܾٞఆして国ձに提出した75。ಉ๏Ҋは、ಉ年5月11参ٞ
Ӄຊձٞで可ܾされ、ཱした。ಉ๏では、҆શ保োの確保に関するࡦࢪࡁܦを૯合的かつޮՌ的にਪਐ
するため、جຊํをࡦఆするとともに、҆શ保োの確保に関するࡦࢪࡁܦとして、重要物資の҆ఆ的な供
インフラ務の҆ఆ的な提供の確保に関する制、ઌ的な重要ٕ術の開発支װج、の確保に関する制څ
援に関する制、ಛڐ出ئのඇެ開に関する制をઃすることとしており、๏のެ（ಉ年5月1�）ޙ、
̕月Ҏ内から̎年Ҏ内にかけてஈ֊的にߦࢪされる。

ද�����ɹɹɹ҆ࡁܦશ保োਪਐ法のઌతͳॏཁٕज़の։ൃࢧԉにؔする੍の֓ཁ

ઌతͳॏཁٕज़の։ൃ支援にؔする੍

●  ઌ的な重要ٕ術の研究開発のଅਐとそのՌの適な活用のため、資金支援、ຽ支援のためのٞڠձઃ
ஔ、ௐࠪ研究ۀ務のҕୗ（γンクタンク）をાஔ。

国にΑる支援

●  重要ٕ術の研究開発にରする必要な情報提供u資金支援

ձʣٞڠຽύʔτφʔγοϓʢ

● ྩ）શ保ো重要ٕ術ҭプログラム҆ࡁܦ）金جఆࢦ˞　別プロジェクトごとに、研究代表者のಉ意をಘてઃஔݸ 
�年ิਖ਼予ࢉ））においては必ஔ

● 政機関の、研究代表者／従事者ߦ員ɿ関係ߏ  
●  相ྃޓղのԼで共有される機ඍ情報はߏ員にकൿٛ務

ௐࠪ研究業のҕୗʢγンΫλンΫʣ

●  重要ٕ術のௐࠪ研究をҰఆの能ྗを有する者にҕୗ、कൿٛ務をٻめる

内ֳのެ表資料にͮجき$RD4࡞

�� શ保োਪਐձٞ҆ࡁܦ
https://www.cas.go.Kp/Kp/seisaLu/Lei[ai@an[en@hosyo/index.html

�� શ保ো๏制に関する有ࣝ者ձٞ҆ࡁܦ
https://www.cas.go.Kp/Kp/seisaLu/Lei[ai@an[en@hosyohousei/index.html

�� શ保োਪਐ๏Ҋの֓要҆ࡁܦ
https://www.cas.go.Kp/Kp/houan/220225/siryou1.pdf
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https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/keizai_anzen_hosyo/index.html
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/keizai_anzen_hosyohousei/index.html
https://www.cas.go.jp/jp/houan/220225/siryou1.pdf


参ߟ資料̎では、海外の研究コϛϡニティの取組事ྫのうͪ、大学ஂମにΑるΨイυライン、大学にΑ
る利益相反の管理の取組事ྫ、米国の資金分機関にΑる利益相反の管理に関する取組事ྫなͲ、参ߟ
になると͑ߟられるものをࡌܝした。

1.	 େֶஂମʹΑΔΨΠυϥΠϯʢརӹ૬ʹؔ͢Δਪ߲ࣄʣ

(1)	 ถ国

ʢެཱɾϥϯυάϥϯτ大学ڠձٴͼถ国大学ڠձにΑるਪ߲ࣄʣ

Ωϟϯύεに͓͚る国Ո҆શ保ো্のڴҖͱ
外国のෆͳӨڹにؔするݒ೦にରॲするたΊの大学のߦ動 �

�����݄

（ུ）最ۙのௐࠪऩूにͮجいた、大学がਐめている新規及びطଘの活動事ྫをҎԼに示す。શての大学
がこれらの事ྫを確認し、研究セΩϡリティ্のڴҖや外国政府のෆ当なӨڹからकるために、自のΩϟン
ύスでޮՌがあるとࢥΘれる࣮ફをݕ౼することをਪ奨する。（ུ）

˙ҙࣝվֵͱίϛϡχέʔγϣϯ
˓શ学తͳίϛϡχέʔγϣϯの࣮ࢪ

大学は、外国政府からのෆ当なӨྗڹに関する認ࣝをߴめ、情報を提供するために、教職員、ポスυク、
大学Ӄの研究ิ助員とのコϛϡニέーγϣンをߦっている。これらのコϛϡニέーγϣンには、リスクをܰݮ
するために研究者が取るきߦ動、支援を受けたり、質問をしたりするために所属機関の୭に連絡すればΑ
いか、連邦政府や機関の規ଇやํにͮجくطଘの報告、情報開示、輸出及びそのଞのセΩϡリティ管理の
要件と任についての意ىשの情報がؚまれていることがଟい。

˓ηΩϡϦςΟɾχϡʔεϨλʔͱ௨จॻのൃߦ
大学は、的࢈ࡒにରする外国のڴҖや海外ཱྀߦの४උについてのセΩϡリティ・ニϡースレターを発ߦし、

している。また、Ωϟンύス内のࢪઃのセΩϡリティ担当者や輸出管理担当者は、海外からのڴҖにରす
る関৺がߴまっていることを受けて、大学のࢦಋ者にରしてఆظ的にセΩϡリティ・ϒリーフィングを࣮ࢪした
り、ҬのF#I（連邦ࠪہ）事務所とྗڠしてϒリーフィングのଅਐにめたりしていることが報告されて

� lUniversity Actions to Address $oncerns about 4ecurity 5hreats and Undue Foreign (overnment Influence on
$ampusz (Association of Public and Land-(rant Universities (APLU) Association of American Universities
(AAU))  
https://www.aplu.org/members/councils/governmental-affairs/$(A-library/effective-science-and-security-
practices---what-campuses-are-doing/ple

ྉ2ࢿߟࢀ ւ֎のڀݚίϛϡχςΟʹΑΔऔྫࣄ
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いる。

˓แׅతでެ։ՄͳΣϒαΠτの࡞
大学は、国ࡍ的研究活動、国ྗڠࡍ、外国政府からのෆ当なӨڹ・リスクのܰݮ、༷ʑなトϐックに関

するリンクや情報をࡌܝしたェϒサイトを࡞し、ެ開している。また、このェϒサイトは、関連する大
学のํや࣮務、大学のコϛϡニέーγϣンやΨイμンス、政府機関の情報、ํ、要件にアクセスするた
めのʮϫンストップ૭ޱʯとしても機能している。

˓大学のһձڭतձでのఆظతͳٞ
大学は、教職員、学෦、学Պ、ࣥߦ෦の学内グループؒで、外国政府からのෆ当なӨڹに関する

問についてఆظ的にٞしている。また、国ࡍ的な活動に参加するࡍにྀߟすき問について、教員ϝー
リングリストを介してٞがߦΘれている。

˙ௐʢίʔσΟωʔγϣϯʣ
˓ΩϟϯύεنのϫʔΩϯάάϧʔϓλεΫϑΥʔεの

大学は、ΩϟンύスશମをରとしたϫーΩンググループやタスクフΥースをܧ続的にڧԽし、্ڃ管理者
や教員、ࣥߦ෦レベルとӡӦレベルの྆ํで代表者を૿やしている場合もある。これらのΩϟンύスԣஅ的
なϫーΩンググループでは、国Ո҆શ保ো্のڴҖや外国政府のෆ当なׯবに関するݒ೦をΑりΑくௐし、
ରॲするためのઓུをٞ、開発、࣮ࢪしている。また、これらのグループは、海外にいる教職員・学生の
を与͑る可能性のある海外でڹ的な問や、大学શମにӨࡍの国ٸۓશ・国Ո҆શ保োに関する҆・߁݈
の活動・ܾఆについてもٞしている。

˓ϦεΫධՁのௐ
大学は、研究リーμー、コンプライアンス・オフィサー、セΩϡリティ担当者からなるશ学的なҕ員ձをઃ

ஔし、リスクҰ覧表を࡞し、外国政府からのෆ当なӨڹを受けるݥة性のある研究や学問の分を評価し、
セΩϡリティ্のղܾࡦの可能性を提示している。これらの評価は、ҬのF#I事務所やそのଞの国Ո҆શ
保োの専門Ոと相談してߦΘれる。

˓国ࡍ活動ίϯϓϥΠΞϯεௐのたΊの学内෦のઃஔ
大学は、国ࡍ的なύートφーγップや海外との関Θり、コンプライアンス要件に関Θる活動をΑりΑくௐ、

ಜ、ܧ続的にݟすために、新しい෦門をઃஔしたり、ϫークフローのプロセスを共有したりしている。こ
れらの෦門は、輸出規制、外国人๚問者の৹ࠪ、留学生や研究者に関連する問、༷ʑな機能をಜして
いる。これらのதには、国ࡍ的な活動、セΩϡリティ、そのଞのߴリスクの活動に関する、ࣥߦ෦や教職員に
ରした1ର1の相談や、大規なΩϟンύスフΥーラム・イベントを介したઓུ的ܭը、アυバイス、支援を
。っているとこΖもあるߦ続的にܧ

৬һͱ学ੜのτϨʔχϯάڭ˙
をΒͤるたΊの3$3ʢ3FTQPOTJCMFٛࠂใ։ࣔ、ใ、੍نҖ࿈の༌ग़ڴ৬һͱ学ੜに外国のڭ˓
$POEVDU PG 3FTFBSDIɿ͋る研究の࣮ࢪʣ研मのߋ৽
大学は、輸出管理された研究、的࢈ࡒの保ޢ、Պ学的࣮さのҡ持、連邦政府から資金提供を受けた

研究をߦうࡍのྙ理的ߦ動、政府機関の報告・開示要件、ٙΘしいߦ動の報告プロセスの要素を、教職
員と学生けのR$R研मコースに組Έࠐんでいる。このΑうな取組には、米国政府のڝ૪相手がಛに関৺を
持つٕ術分に関する情報提供がؚまれることがଟく、また、ࡏݱの外国政府のڴҖと、それにରԠするた
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めの保ޢાஔの取りํについて、教職員や学生のؒで理ղや意ࣝの্をਤるという、大学の෯い取組の
ҰとしてߦΘれている。いくつかの大学では、ෳࡶなྙ理的意ܾࢥఆに関するಛ別なオンライン研मや、大
学Ӄ生をରとした୯Ґ取ಘ可能なR$Rコースϫーク、教職員をରとした大学のํやリιースを理ղす
るためのコンϐテンγー認ఆプログラムを提供している。また、セΩϡリティ৵や外国政府からのෆ当なӨ
。している大学もあるࢪを受けやすいとஅされた研究者にରして、加のトレーニングを࣮ڹ

࡞ྉのࢿのΣϒϖʔδ研म͚৬һڭ˓
大学は、教職員けにแׅ的なェϒサイトを࡞し、外෦の研究資金ݯの開示や、連邦政府の研究助

金に՝されるコンプライアンス要件に関する機関及び連邦政府機関の要件に؆୯にアクセスできるΑうにして
いる。

˓࿈の国Ո҆શ保োؔػͱの࿈ڧܞԽ
大学は、F#I、D$4A（Defense $ounterintelligence and 4ecurity Agencyɿ国・セΩϡリティ

ி）、DH4（Department of Homeland 4ecurityɿ国҆શ保োল）の連邦政府の国Ո҆શ保ো機関
とྗڠして、学内のࣥߦ෦や教員けに研究やサイバーセΩϡリティのڴҖに関する研म資料を࡞している。
また、これらの国Ո҆શ保ো機関がΩϟンύスにটかれ、教員とࣥߦ෦の྆ํにઆ໌や研मをߦうこと
もある。

˙࿈の国Ո҆શ保োؔػใؔػͱのఆظతͳަྲྀ
˓Ҭの࿈の国Ո҆શ保ো୲ऀͱの࿈བྷ૭ޱの確ఆͱݻڧͳؔの確ཱ

大学は、F#I、I$E（Immigration and $ustoms Enforcementɿ移ຽ・関੫ࣥہߦ）、D44（Defense
4ecurity 4erviceɿ国保҆ہ）、そのଞの連邦政府の๏ࣥߦ機関や国Ո҆શ保ো機関のҬ担当者と、Α
りݻڧな関係をஙき、ఆظ的にަྲྀしている。これには、大学ࣥߦ෦にΑる機密ѻいのઆ໌ձの参加もؚ
まれる。ଟくの大学では、これらの機関にରする学内の連絡૭ޱをઃஔし、学内でಛఆの問や࣮ݱのڴҖ、
あるいはજࡏ的なڴҖを確認した場合や、ಛఆの教職員や学生の活動についてݒ೦がある場合には、これら
の機関と連絡を取っている。大学はF#Iをو重なリιースとして活用しており、外国人๚問者のスクリーニン
グについての相談、セΩϡリティに関する最新情報の提供やF#Iの活動をઆ໌するためのߨशձの依頼をF#I
にしている。さらに、Ҭの政府関係者とྗڠして、ࢦಋ者けのձٞを大学で開࠵したり、Ҭのձٞに
出੮したりするなͲ、共ಉ活動の場を提供している。

˙σʔλの保ޢͱαΠόʔηΩϡϦςΟ（ུ）
˙త࢈ࡒの保ޢͱٕज़ཧܭըの活༻（ུ）

˙共同研究、ܖٴͼ外国͔Βのଃ༩の৹ࠪ
˓ॿۚ、ܖ、外国͔Βのଃ༩を৹ࠪするたΊのϦεΫج४のࡦఆͱแׅతϓϩηεの活༻

大学は、外国からの支援をう契約や資金受入について、ൣなܾ裁の手ॱやスクリーニングγステムを
確ཱしている。これには、外国の関与、輸出規制、助金の件及び機密データや機密情報の受ྖ又は出
の可能性に関する契約のਫ਼ࠪがؚまれる。大学はリスクج४を用いて、リスクのߴい活動やݒ೦国が関与す
る契約を評価し、必要とஅされた場合には、国ࡍ的な資金提供の要件、輸出管理のリスク、情報セΩϡリ
ティの管理について、大学が加のৄࡉ৹ࠪをߦうΑうにしている。加৹ࠪが必要なものについては、提
Ҋされた契約件をमਖ਼したり、契約をక݁しないというܾఆをԼしたりすることもある。大学は、ߴ教ҭ
๏ୈ11�にͮجく要件（༁者ɿߴ教ҭ機関にରし、外国の資金ݯからの年25ສυルҎ্の金受ྖ
又は契約のక݁について、教ҭলに報告することをٻめている）をશに९कするために、外国からの贈与
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や契約をแׅ的にऩूし、教ҭলに報告する取組を大෯にڧԽしている。大学の研究支援室や๏務任者が、
当֘の贈与を評価することもある。

˓外国のڴҖ͔Βの保ޢɾϦεΫܰݮのたΊの࿈ܞɾڠఆのͻͳܗの։ൃͱ༻
大学は、教職員が、外国のஂମとの連携やڠఆのక݁を৹ࠪしݕ౼するࡍの手Ҿきとなるͻなܗを開発し

ている。これらのͻなܗには、જࡏ的なリスクのܰݴ、ݮの自༝、学問の自༝、ܙޓ主ٛ、そのଞのྙ理
的ྀのத֩的学術価の保ޢ、輸出管理๏やそのଞの連邦政府の要件の९कを的とした項がؚま
れていることがଟい。また、Ұ෦の大学では、国ڠࡍఆをక݁しΑうとする教員にΨイμンスを提供するため
に、国ڠࡍఆのܾఆϚトリクスを࠾用している。

˓ෆద֨ɾ੍ؔػݶをεΫϦʔχϯάするٕज़πʔϧの༻
大学は、外国の資金提供者や共ಉ研究者、外国の大学との連携（๚問者、٬員教員、ඇ移ຽビβの教職

員や学生をؚΉ）をスクリーニングし、連邦の輸出管理要件や規制ஂମのリストを確࣮に९कするためのٕ
術をڧԽしている。ଟくの大学は、Visual $omplianceࣾやAmber RoadࣾにΑるιフトェア・ιリϡー
γϣンや、ܧ続的に更新されるଟのセΩϡリティリストや輸出規制リストをࡧݕするΤンタープライζ・リ
ιース・プランニング（ERP）ιフトェアを使用して、規制ର又はෆ適֨とされている機関をスクリーニ
ングしている。ݸ人やஂମが規制、ڋ൱、ࢦ、ࢭېఆ、又はϒロックに֘当する者のリストにଘࡏする場合、
そのݸ人やஂମは、新しい連携をߦうこと、又はそのଞのํ๏でその機関と取Ҿすることやサービスを提供す
ることがࢭېされたり、ಛఆのࢪઃや情報のアクセスが制限されたりすることがある。

˙རӹ૬にؔする方のݟし、ߋ৽ٴͼ࣮ࢪ
˓རӹ૬ʢ$POqJDU PG *OUFSFTU� $0*ʣٴͼ૬	$POqJDU PG $PNNJUNFOU �$0$ʣにؔするϙϦγʔ
のࡦఆͱ༻
大学は、外国のߴ教ҭ機関との提携をؚΉ外国との金મ的利関係を有する教員をಛఆするために、ط

ଘの$OI報告要件をҾき続き使用し、更新している。また、طଘの$OIポリγーに加͑て、$O$ポリγーも
೦を๊かせたりする可能ݒ、している。これらのポリγーは、所属機関にରする教員の任に৮したり࡞
性のある外国の所属機関、関係、金મ的利をΑり໌確にಛఆするために更新されている。これには、外国
の政府主࠵の人࠾ࡐ用プログラムの参加、米国外の機関での職・表জ・Ґ、有ঈ・ແঈの国ࡍ的な
共ಉ研究、機関外での研究任者としての活動について、Αり的をߜった質問を加することがؚまれる。
また、更新されたポリγーには、大学の適なΨイυラインに従Θͣにݸ人が海外で的࢈ࡒを開示したり、
、つかった場合ݟがؚまれている。ଟくの大学では、相反がݴするจࢭېをしたりすることを໌確にڐࢪ࣮
自主的に連邦の資金分機関に通している。

˓ใऩूΠϯϑϥͱใ։ࣔใࠂのࢧԉπʔϧの։ൃ
大学は、報告された情報をΑりৄࡉに視するための職員の能ྗをߴめることに加͑て、情報開示報告の

Խし、教員ڧஙしている。また、ಛに輸出管理室との連携をߏγステムをࢠ録を・管理するためのిه
の海外での活動に関する報告書をਫ਼ࠪするとともに、教員、職員、ポスυク、大学Ӄ生の研究ิ助者に必要
な研究セΩϡリティ研मを提供する機ձをੵۃ的にઃけている。大学にΑっては、情報開示者を支援するため
のγφリオや事ྫ、FA2を࡞して共有したり、学や学෦の্࢘が情報開示の৹ࠪ時にݕ౼するνェッ
クリストを࡞して、開示された活動についてΑりৄࡉな৹ࠪが必要かͲうかをஅしたりしているとこΖもあ
る。
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˙ւ外ग़ுのηʔϑΨʔυͱϓϩςΫγϣϯ（ུ）
˙Ωϟϯύεの外国ਓ๚ऀ（ུ）
˙༌ग़ཧίϯϓϥΠΞϯε（ུ）

ʢؔٞڠձにΑる国ྗڠࡍの৹ࠪのϑϨʔϜϫʔΫʣ

学ज़త研究に͓͚るݸʑのάϩʔόϧͳऔにରする৹ࠪϑϨʔϜϫʔΫ�

�����݄

ຊフレームϫークは、政府関係ٞڠձ（$O(R）が๏的、規制্又は্ࡦࢪのアυバイスを提供するもの
でないとの理ղのԼに、$O(Rのϝンバーにରして、Ұつのπールとして提供されるものである。ຊフレーム
ϫークは、Կらの連邦๏、भ๏、規制又は機関のࡦࢪを代ସするものとΈなされてはならない。

ং
Պ学のਐาにとって、またボーμーレスとなったଟくのࣾձの՝をղܾするに当たって、グローバルな取

組は、ෆ可ܽである。研究者は、このΑうなグローバルな՝のରԠ、新ٕ術の開発、新ํྍ࣏๏の発ݟ
及びੈքの国ʑにରする理ղをਂめるため、国ڥを͑てྗڠとࣝのී及をߦΘなければならない。し
かしながら、これらの取組には、ݸ人のリスクも、機関のリスクもうことがある。（ུ）

学術的研究におけるݸʑのグローバルな取組にରする৹ࠪフレームϫーク（ҎԼ、ʮフレームϫークʯという。）
の的は、このΑうな取組にରする機関の分ੳを支援し、જࡏ的リスクの評価をߦい、かつ、移ߦઓུを開
発するためのૅجをなすମܥを提供することである。֤機関のࡦࢪ、アプローν、外国関与及びリスクڐ
༰がҟなるため、ຊフレームϫークは、ॲํ的なアプローνを提供するものではない。ຊフレームϫークは、
機関がグローバルな取組に関連するજࡏ的な՝をಛఆし、これをղܾするҰ助としてҰつのπールとなる
的で提供されるものである。

ຊフレームϫークは、ҎԼのとおり、�つのセクγϣンに分けてฤされている。
A. 国ࡍ的活動に関する情報の入手
#. Ψバφンス、意ܾࢥఆ及び管理ಜ
$.  ৹ࠪରのڌࠜࡦࢪɿ৹ࠪ者からの情報提供及び৹ࠪにରする要は、Կれかの機関のࡦࢪ／手ॱ

にΑってそのڐ可を与͑られるか？
D. 当֘の取組を分ੳするための事࣮関係
E. 内෦開示及び外෦開示の件にରするコンプライアンス
F. 主要なજࡏ的リスクの֓要
(. 加的なデϡーデリジェンスの༠Ҽとなりಘるજࡏ的ϋイリスク要Ҽ
H. જࡏ的リスクにରԠするϚωジϝントઓུ

� lFrameworL for Review of Individual (lobal Engagements in Academic Researchz ($ouncil on governmental
Relations ($O(R))  
https://www.cogr.edu/sites/default/ples/$O(R�20FrameworL�20Formatted�2001142020.pdf
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֤セクγϣンには、ಛఆの事ྫに適用され又は適用されない可能性のあるҰ連のҊ内事項がؚまれる。機
関においては、当֘のҊ内事項に加、আ及びऍ付加も自༝に可能とされるものとする。（ུ）

ຊフレームϫークは、ಛఆの取組が提ىする可能性のあるજࡏ的リスクから、研究者、機関、資金分機
関及びଞのステークホールμーを保ޢするとಉ時に機関のグローバルな研究にରする支援のܧ続を援助する
ことをその的としている。その的は、常ࣝ的なリスク評価とܰݮをߦいながら、ʮプロフΝイリングʯ
(profiling) という認ࣝを生Έ出すことなく、また、グローバルな研究や国Ոڝ૪ྗにҤॖޮՌをもたらすこ
となく、グローバルなྗڠに依ଘした独的かつྗڧなՊ学的ਐาを可能にすることである。（ུ）

"���国ࡍత活動にؔするใのೖख
機関は、研究者の活動に関する情報を入手するが、その情報入手は、छʑのνϟンωルを通じてߦΘれ、

そのνϟンωルには、助金及び契約にରする提Ҋ、研究者の利益及び務の相反の開示、出ுにう開示、
出൛物の内෦৹ࠪ、٬員研究者にରする受け入れ要、研म生の࠾用ฒびにଞの手ஈがؚまれる。ຊフレー
ムϫークは、機関の開示情報の分ੳにおいて、情報にͮجく意ܾࢥఆ及びリスクϚωジϝントを通じて、外国
からのෆ適なӨڹというリスクを評価し、かつ、これをܰݮできるΑう、機関を助ྗするものである。

機関は、国ࡍ的活動を৹ࠪ及び承認するࡍにおいて、ʮ点と点とを݁びʯ(connect the dots)、管理ෛ担
をܰݮし、かつ、機関ؒのྗڠを૿大させるために、情報開示をௐし、又は合理Խする手๏をྀߟしたい
と希望することがある。このΑうなௐは、連邦政府からの情報開示についての件にରし、機関としてのର
Ԡを合理Խすることにもཱつものである。

国ࡍ的活動に関するજࡏ的情報ݯは、ԼهのものをؚΉが、それに限られない。
1.  フΝンディングにରするਃ書（ྫ͑ば、ࡏݱ及び保留தの研究資金の支援、ଞのஂମにおける࠾用

及びུྺ情報）
2.  機関の開示書ࣜ（ྫ͑ば、年の利益相反の報告書、プロジェクトݻ有の開示༷ࣜ、外෦における専

門的活動の報告書）
�.  研究リιースの共有又は移転に関する契約（ྫ͑ば、ライセンス、有ମ物移転契約(material

transfer agreement)、データ使用契約、フΝンディングະަ付の研究ྗڠに関する֮書）をॲ理す
るٕ術移転ରԠの෦ॺ（5echnology transfer ofpce）又はଞの管理෦ॺ

4.  ビβਃ書の支援にରする要をॲ理し、又は٬員研究者の任命をॲ理する外国人留学生・外国人
学者担当෦ॺ、学෦事務室、プロボスト事務室ฒびに関連情報を保有しಘるଞの管理をू約してい
る෦ॺ（ྫ͑ば、研究開発、๏務任者、出ு手、I5、グローバルな支援、ௐୡサービス）

5. ಗ໊の情報ݯ及びଞの外෦情報ݯ

#� Ψόφϯε、ҙܾࢥఆٴͼཧಜ
機関は、国ࡍ的な研究の取組についての意ܾࢥఆ、Ϛωジϝント及びϞニタリングにରするछʑのアプロー

νをઃఆすることが可能である。ྀߟすき点には、Լهの点がؚまれる。
1.  ͲのΑうに機関において՝がಛఆされるか、また質問が提出される場合に୭がॳظରԠの任者か？
2.  機関は、質問にԠし、ݒ೦事項をѲするためのҰݩ的連絡ઌをಛఆしたか？また、その連絡ઌを

機関の関係するコϛϡニティにらせたか？
�.  ৹ࠪのൣғをఆめ、関連情報をऩूし、かつ、リスク評価をߦう任を機関の୭がෛうか？　意ܾࢥఆ、

研究活動の承認、また機関ܾఆがߦされていることの保ূをߦうためにݸʑの事ྫをϞニタリングす
る任は、୭がෛうか？தԝूܕݖのアプローν及び分ܕࢄのアプローνをྀߟすきである。

4.  新たなࡦࢪ及び手ॱをఆめる任を有する者は୭か？また、その資料はͲこに保管されるか？
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5.  いくつかの担当෦ॺをԣஅする事項は、ͲのΑうにରॲすきか？その৹ࠪは、୭がௐすきか？
�.  研मをߦう必要はあるか？それらの研मを開発し、࣮ࢪする任は୭がෛうか？また、୭がその研मを

ཤमすることが必ਢか？
�.  関係෦ॺ（ྫ͑ば、人事、ࡒ務、情報ٕ術、ࢪઃ管理）において新たなアプローνを࣮ߦするために、

ͲのΑうなリιースが必ਢか？

$� ৹ࠪのࠜڌɿใఏڙのཁ৹ࠪは、ؔػのͲのنଇ͕ࠜڌͱͳる ʁ͔
国ࡍ的取組をؚめ、外෦との取組の৹ࠪに関連する規ଇがଟྔにଘࡏする場合がある。国ࡍ的な活動に

関連する重要な規ଇのҰ覧を࡞することは有益であり、そのࡍ、֤規ଇにͮجく手続きに任をෛう事務
室・ݸ人、機関がऩूする情報とその的も໌らかにする。

Լهの規ଇが国ࡍ的取組の評価に関与する可能性のあるものとしてؚまれる。
1. 利益相反規ଇ
2. 務相反規ଇ。これには外෦における専門的活動の報告及びଞの機関でのޏ用がؚまれる
�. 輸出規制規ଇ
4. 学෦学生及び大学Ӄ学生の入学及びબߟに関する手続き
5. ポスυク及び研究者の࠾用手続き
�. ٬員研究者に関する規ଇ
�. 学術ࢽ又は学ձࢽでの当֘機関のオーサーγップに関する規ଇ・ߦ׳
�. 的࢈ࡒに関する規ଇ。これには有ମ物移転契約又はデータ使用契約に関する規ଇがؚまれる
9. データ・セΩϡリティ及びアクセス管理についての規ଇ・手続き
10. 研究活動のスポンサーに関する規ଇ
11. 出ுに関する規ଇ
12. 寄付受の規ଇ・手続き

%���औを৹ࠪするたΊの࣮ؔࣄ
ຊセクγϣンの質問は、国ࡍ的な取組を৹ࠪするࡍの重要事項をಛఆする手Ҿきとなり、また、その݁Ռ

として、જࡏ的リスクに関する規ଇやリスクܰݮのための承認件をಛఆする手Ҿきとなることを的として
いる。

機関は、研究者の外෦活動をରとする契約については、契約が機関との契約でないため、常的に৹ࠪ
しないこともあるが、これらの契約は外国との取組における、研究者のٛ務に関してෆ可ܽな情報を提供する
ことがあることにすきである。取組の事࣮関係を理ղするため、৹ࠪ者は、当֘の国ࡍ的取組の性質
及びٛ務を規ఆする契約、ェϒサイト、書؆又はଞのจ書にΑる資料を৹ࠪすることが有益であると発ݟす
ることがある。これは、ྫ͑ば、当֘ݸ人が人࠾ࡐ用プログラムの参加をؚΉ研究のߦをٻめられる外
෦活動に関しても、又は別のஂମएしくは機関で研究ߦҝを必要とするଞの活動に関しても、ಛに当てはまる
ものである。機関は、いͣれの外国ޠのจ書にରしても、ภݟのないୈࡾ者の༁書を使用すきである。
外国の研究者が米国にདྷ๚する場合であΖうと、米国の研究者が外国においてフΝンディングަ付ࡁΈの研
究を࣮ࢪする場合であΖうと、外国に関する取組について開示しないことは、米国における研究ߦҝのインテ
グリティをଛなうものであると+A4O/はஅしている。

の質問はʮνェックリストʯ(checLlist)としてでなく、ΉしΖ取組のهड़のとおり、Լهংにおけるه্
性質を理ղすることのҰ助となるきʮҊ内事項ʯ（prompts）としての利用を的とするものである。
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1.  ඇ米国主ମ（ؚΉෳ主ମ）のਖ਼ମ
a. 取組に関与するඇ米国主ମの໊前、所ࡏ、連絡ઌはԿか？
b. 取組に関与するݸ人は୭か？શてのݸ人がಛఆされているか？
c. 活動が࣮ࢪされる場所はͲこか（શての場所）？

　d.  主ମ又は取組は、ͲのΑうにフΝンディングを受けるか（ྫ͑ば、外国政府からのフΝンディング、外
国のຽؒからのフΝンディング、米国政府からのフΝンディング）？

2.  活動
a. 活動の性質はԿか？研究に関与するか？教ҭか？ϝンターとしてのࢦಋか？
b.  当֘機関の研究者が、プロジェクトの提Ҋ書のリスト又はଞの主ମのリストにࡌܝされていたか？その

場合は、リストのコϐーを入手すきである。
c. 予ఆされる߆ଋのؒظ及び時ؒは、Ͳれくらいか？
d. 活動はਐߦதの研究ྗڠのҰ෦分か？

�.  機関活動との関係
a.  国ࡍ的取組は、ݸ人のࡏݱの自国の所属機関の活動（ྫ͑ば、研究、教ҭ、ϝンターとしてのࢦಋ）

とͲのΑうに関連するか？
b. 国ࡍ的取組と、ݸ人のࡏݱの自国の所属機関の活動とのؒに、જࡏ的に重ෳする෦分はあるか？
c.  国ࡍ的取組は、ݸ人のࡏݱの自国の所属機関との相反を発生させるか（ྫ͑ば、当֘研究者の時ؒ

又は研究リιースにରして）？

4.  的࢈ࡒ
a. データ又は有ମ物は、ඇ米国機関にରしަ又は輸出されるか？
b. 的࢈ࡒがされる可能性はあるか？
c. Ռとしての的࢈ࡒを所有するのは୭か？

5.  管理ରのٕ術及び情報
a. 活動は輸出規制のରか？
b. 活動には、ϋイリスクな可能性ありとಛఆされた規制ରの主ମ又はଞの主ମが関与するか？

�.  オーサーγップ
a. จ、データセット、ιフトェア又はଞのՌ物に共ಉオーサーγップはظされるか？
b. ？研究のՌ、データ及びのී及を୭がコントロールするかૅج
c. 研究者の所属リストにࡌܝされるஂମは、ͲのΑうなஂମか？
d.  機関又はスポンサーのフΝンディングは、出൛物の支援に有益となるか？ଟくのスポンサーは、助

金の支援にରするँࣙ（acLnowledgment）を要ٻする。
e.  オーサーγップにରしてظされる事項は、米国オーサーγップの規ൣ及び規ଇにҧ反しないか（ྫ

͑ば、ஶ者としてݸ人の໊前をࡌܝする契約、オーサーγップにରするର価支い、別の機関の所
属のଅਐ）？

�. ଞの機関又は主ମにおける活動
a.  取組にΑって別の機関でಛఆの時ؒ߆ଋが要ٻされるか？また、その場合には、߆ଋの内༰はԿか？
b. ਖ਼規の学術研究者としてのޏ用又はஂମ所属はあるか？
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c.  活動には、当֘の機関において、別の機関の学生のࢦಋ（ϝンターとして）／支援をߦうことがؚま
れるか？研究者は、ଞの機関においてスポンサー付きのプロジェクトにରしԠื又は参加するか？

d.  外国の主ମは、研究のためにリιースを提供するか（ྫ͑ば、څ与、場所、ઃඋ、データ、機密有
ମ物）？また、その場合、支援のࣜܗはԿか？

e. 契約্か൱かを問Θͣ、なんらの加的なٛ務はあるか？
f.  当֘機関の研究者が、外国機関にؐؼしたޙ、外国機関において当֘機関の研究のҰ෦分を࣮ࢪす

るΑうにྗڠ関係をܧ続するظはあるか？

�.  当֘機関の研究者にରするॾ手当及びର価
a.  当֘機関の研究者は、ຊ取組のためにର価を受け取るか？その場合、報ुのࣜܗはԿか（ྫ͑ば、

？（与、研究室のアクセス、ଞのリιースڅ
b.  当֘機関の研究者は、ଞのॾ手当を受け取るか（ྫ͑ば、スポンサーෛ担の出ு又はଞの報ु）？

9. 当֘機関における࠾用
a.  取組を࣮ࢪするために当֘機関において外国主ମからのݸ人の受け入れ又はϝンターとしてࢦಋする

ことが必要か？その場合、Կの職又は࠾用が係Θるか（ྫ͑ば、学生、ポスυク、٬員研究者）？
b. すߟするか、又はଞํの主ମがબߟされるか（ྫ͑ば、当֘機関の研究者がબߟ人は、いかにબݸ 

るか？）？
c. ？事関連の主ମ又はϋイリスクな主ମと関係を有するか܉人は、海外のݸ 
d.  ֤ ？はいつからいつまでかؒظ用の࠾
e.  ٬員研究者（ؚΉෳ）は、当֘機関において、Կの活動に取り組Ήか？
f.  ٬員研究者（ؚΉෳ）は、いかにフΝンディングを受けるか？
g.  ٬員研究者（ؚΉෳ）は、必ਢとされる場合、当֘機関との٬員研究者契約をక݁するか？
h.  ٬員研究者の機関は、当֘機関における活動について報告を要ٻするか？
i.  当֘機関の規ଇについて、ͲのΑうな研म／આ໌ձが提供されるか？

10. 当֘機関のリιースの使用
a.  活動の支援のため、ࢪઃ、ઃඋ、機密有ମ物又はଞの機関のリιースにରするアクセスは、提供され

るか？
b.  ٬員研究者が当֘機関のリιースを使用する場合、当֘機関にରする支いはあるか？
c.  当֘機関の໊前又はϒランυは、いͣれかのํ๏で使用されるか？

11. 米国๏Ҏ外の๏的ٛ務のෛՙ
a.  研究者に外国の๏的ٛ務をෛ担させる契約はあるか？
b.  当֘のٛ務は、米国๏、当֘機関の規ଇ又はҰൠ的に認められる研究の価又はݪଇと相反するか？

ඇ米国主ମは、その研究の価又はݪଇを支持するか（ྫ͑ば、学問の自༝）？

12. ऴྃ
a. 研究者はいかに取組をऴྃさせるか？

&� 内෦։ࣔٴͼ外෦։ࣔの݅にରするίϯϓϥΠΞϯε
研究者は、外国の取組に適用される内෦開示ٛ務及び外෦開示ٛ務の྆ํを९कしなければならない。機

関自においても、資金分機関及びそのଞにରする開示ٛ務又は報告ٛ務をෛうことがある。ຊセクγϣ
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ンは、国ࡍ的な取組についての内෦開示ٛ務及び外෦開示ٛ務の྆ํにରするજࡏ的かつڧ制的な開示
件をಛఆするものである。開示件がある場合、いͣれの開示件が適用されるかについては、事ྫにΑる。
開示件にҧ反するか൱かについては、事ྫの事࣮関係（ྫ͑ば、ෆ開示が意ਤ的か൱か）及び機関の規
ଇにͮجくରԠが機関として要ٻされる。

1.  内෦開示
a.  活動についてのࡌهとともに、利益相反及び務相反に関する開示はなされたか？
b.  人をରとする研究࣮ܭࢪը又はスポンサー付きプロジェクトの提ҊのҰ෦として開示された取組に

関して、プロジェクト独自の開示はあるか？

2.  外෦開示
a.  研究者は、フΝンディングਃ書において研究のスポンサーにରする取組を開示したか？（ྫ͑ば、

及び保留த／ଞの支援についての開示、ུྺ、ճ覧用の書ࣜ及び承認用の書ࣜ又はଞのʮジϟࡏݱ
スト・イン・タイムʯ(Kust in time）の承認ํࣜ）ຊ件は、ਐḿ報告書において開示されたか？

b.  国ཱӴ生研究所がフΝンディングを提供した研究にとって、取組はʮ外国の要素ʯ(foreign
component)のఆٛに適合するか？また、その場合、国ཱӴ生研究所からの事前承を要ٻされた
か？

c.  次ճのਐḿ報告書又はスポンサーとのఆྫ連絡の前に、Կらかのアップデート又は事前承認が必要と
されるか？

d.  研究者は、出൛物において、いかに取組（スポンサー、フΝンディング供ݯڅ、提携ஂମ及び利益相
反報告書をؚΉ）を開示すきか？

'� ओཁͳજࡏతϦεΫの֓ཁ
1.  務相反ʕ当֘機関にରする࣮ٛ務にҧ反すること、当֘機関にରするٛ務をཤߦするためには、

人の時ؒの༰ྔ(bandwidth)がෆすること、資金分機関にରするٛ務に関してաに務をݸ
ෛうこと、フΝンディングや人事で当֘機関とڝ合すること。

2. 利益相反及び研究の؍٬性にରするリスク
�. フΝンディングについての意ܾࢥఆに関する情報を資金分機関にରしඇ開示にすること。
4.  的࢈ࡒ／ϊϋのࣦ（୯なる転移ではない）ʕ別の機関が出൛物、的࢈ࡒ又はデータにରし

ෆ適に༏ઌ的なアクセスをಘること。ྫ͑ば、த国の的࢈ࡒ及びデータに関する๏は、த国に
おいてऩूされた研究データにରするアクセスを制限する可能性がある。

5. 機関にとっての๏的リスク（ྫ͑ば、ِڏٻ取క๏:False $laims Act）
�.  研究者ݸ人にとっての๏的リスク（米国๏、भ๏又は当֘機関の規ଇに৮する外国๏又は外国規ൣ

を९कするΑう、契約にΑって要ٻされる場合、外国の๏的リスクをؚΉ）
�. 務্のリスク（ྫ͑ば、連邦政府からのフΝンディングのࣦ）ࡒ
�.  ෩評リスク、Җ৴ࣦʕコンプライアンスҧ反又はݒ೦事項にରするෆରԠがѱ評につながる可能性

があること、当֘機関がߦったࡒ務্の資及び研究に事前にඅやした年をצҊすれば、別の機関
が出൛物又はಛڐにおいてෆ相Ԡなؼ属性を受け取ること、ਂࠁな事ྫでは研究者のΩϟリアもϚイφ
スのӨڹを受けること。

9. 制裁規制ҧ反（規制ରの主ମが関与している場合）
10.  研究者の学究্の独ཱ性がࣦすること、学究্のஅにରするෆ当Җѹ、ۀ評価や࠾用ڝ૪の

ѱԽ
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(� ՃతͳσϡʔσΟϦδΣϯεの༠ҼͱͳΓಘるજࡏతϋΠϦεΫཁҼ
加的なデϡーデリジェンスの༠Ҽとなりಘるજࡏ的ϋイリスク要Ҽをܾఆすることは、ෳࡶであり、かつ、

ଟくの要Ҽに依ଘするものである。Լه項は、જࡏ的ϋイリスク要Ҽをಛఆするࡍに有益となりಘるج४の
Ұྫである。

1.  国Ո҆શ保ো及びࡁܦ的ڝ૪ݒ೦のରとなるʮݒ೦国ʯ（countries of concern）として米国Τω
ルΪーল（Department of Energy）及びଞの連邦政府機関がࢦఆした国が関与すること（ྫ͑ば、
த国、ロγア、イラン及びே）

2.  取組が、外国政府がスポンサーとなって支援している人࠾ࡐ用プログラムのಛを有すること。（ྫ͑
ば、別の機関のポジγϣンに࠾用すること、別の機関で学生のࢦಋをߦうこと、自国の機関で学生又
は٬員研究者に࠾用すること、ଞの機関で研究者に助金のਃ及び研究をߦう機ձを与͑ること）

�.  規制ରઌの関与。連邦政府機関のリストにࡌܝされているϋイリスクなஂମは、米国๏にҧ反する
情報開示・移転をߦう可能性がある。

4.  取組にԼهの米国֤機関が規制する活動がؚまれることɿ国務ল（器国ࡍ取Ҿに関する規制)、
務ল (輸出管理規ଇ)、ΤωルΪーল（҆ྗࢠݪશ保ো）又はࡒ務ল(外国資࢈管理）。্ه規制が
関与する場合、๏্及び規制্のリスクは、Αりϋイリスクとなる。

5. 人の情報にアクセスݸ務情報又はଞの機密かつࡒ、情報߁された݈ޢ人情報にରするアクセスɿ保ݸ 
することは、当֘のݸ人、ެऺ及び機関にとってϋイリスクとなる。

�.  研究機関にରするඇ開示。研究者が所属機関に開示すきであった情報（ྫ͑ば、利益相反）を開示
しないことは、ѱ意のないؒҧいである可能性もあるが、機関及びスポンサーのํにҧ反した研究
者と別の主ମとのؒの合意事項の意ਤ的Ӆṭとなる可能性もある。

�.  国ࡍ的な機関からのඇ常にֹߴな報ु。その支いのݟฦりとしてスポンサーのظについてのٙ問
を提ىする。そのྫとして、時ؒの߆ଋ、研究者の໊前の使用、米国機関の໊前の使用、ٕ術又はϊ
ϋの移転、ऩのリスク、ෆਖ਼なΩックバック又は介手料がؚまれる。

�.  ඇ常にظにΘたる取組／活動／ޏ用。相当な務及びظされるՌを示す可能性がある。また、
当֘ݸ人が別の機関にରしてಉҰの任をཤߦすることに報ुが支Θれる場合には、事্࣮の務
相反又は務相反と認ࣝされることにࢸる可能性がある。

9.  外国主ମからの研究者の࠾用又はその研究者にରするࢦಋの࣮ࢪのظ。的࢈ࡒのજࡏ的ࣦ、
輸出管理ҧ反がજࡏ的にఆされる。学生及び٬員研究者のબߟは、ඪ४的な機関ߦ׳が適用され
るか？研究者は当֘研究者のΈにΑってબߟされるか？研究者のબߟにおいては、ͲのΑうなۀ評価
のج४が使用されるか？

10.  ݉ 任及びʮγϟυ・ラボʯ(shadow lab)(外国に所ࡏする別の研究室であって、研究者が管理ಜ
をߦい、又はその研究室の資ݯにアクセスを有する研究室)。外෦における活動と自国の機関における
活動をいかに۠別するかとのԼهのݒ೦を提ىする。ڥքઢが໌確でない場合、的ݖ࢈ࡒ及びଞの
研究Ռの所有ݖについてのฆ૪をটく可能性がある。当֘機関が、研究者及びその研究室／研究෦
門にରしてԼした資が別の機関の利益のためにજࡏ的に転用されることになる。ଞから資金提供
されていないと米国の資金分機関に主ுして、ͻとつの研究プログラム／プロジェクトにରしてೋ重
のフΝンディングをಘる機ձを与͑ることになる。

11.  オーサーγップに関する務。契約にΑって、オーサーγップの約ଋ又は所属ஂମの໊前を出す約ଋ
をߦう場合であって、出൛物にରする࣮ࡍのݙߩにͮجかない場合には、ஶ者及びそのݙߩに関して、
学術の規ൣにҧ反し、かつ、ಡ者にޡղを与͑る可能性がある。

12.  米国Ϟデルと相反するデータ所有又は移転にかかる๏を有するଞの国における研究。当֘の๏は、
出൛物にରする制約、ऩूされたデータにアクセスෆ能又はϊϋのྲྀ用を݁Ռとしてもたらす可能
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性がある。ྫ͑ば、ロγアは、Պ学者にରして、ଞのՊ学者との出ձいをロγア政府に報告することを
ٛ務付ける新たな๏を制ఆした。ଞ国もಉ༷の件を有する可能性もある。

)� જࡏతϦεΫにରԠするϚωδϝϯτઓུ
すྀߟ項を通じて適にϚωジϝントされているか൱かをهにおいてಛఆされた՝がҰつҎ্のԼه্

きである。
1.  当֘機関Ҏ外における学究্のҐをत与する合意については、開示、৹ࠪ及び承認を件とすること。

（ྫ͑ば、ແ報ु又は໊༪職的なҐ）
2.  助金ਃ、出൛物及びެ表用のプレθンテーγϣンにおいて、関係性のৄࡉを開示すること。
�. スポンサーにରして、その件のとおりに開示すること。
4.  ஂ ମ所属及び出൛物に関する研मをߦうこと。必要な場合は、所属ஂମが適であることを確保する

ために管理ಜすること。
5.  研究者の࠾用については、؍٬性及びެਖ਼なڝ૪を保ূするため、্Ґの任者（ྫ͑ば、学Պ、

学෦又はプロボスト）にΑる承認をಘること。
�.  相反関係をটく取組をݮし、又はঃʑにഉআすること（ྫ͑ば、連邦政府がスポンサーとなる活動

から外国との関係をऴྃ又は移ߦさせる）
�. 相反の発生ݯとなる関係又は活動を分すること。
�.  機関の活動を໌確に分することの保ূをಘるため、外෦の活動又は機関の研究ܭըをमਖ਼すること。

（྆当事者が書໘をもって合意した研究ൣғのࢦఆをؚΉ）
9.  別の機関が情報に༏ઌ的なアクセスをಘないことを保ূするため、研究Ռをਝにී及させること。

（ྫ͑ば、ェϒサイト又は出൛物の最ऴߘݪを通じて）
10. 的࢈ࡒ、データ共有、出൛物及び必要にԠじたଞのަを管理する、機関ؒの契約をすること。
11.  規制ରٕ術又は機密ٕ術の輸出を管理するため、ٕ術管理ܭը、輸出ڐ可एしくは外国資࢈管理

。ఆすることࡦ可又はଞの輸出管理リスク؇ઓུをڐの($OFA)ہ
12. な事ྫにおいては、スポンサーのフΝンディング、ಛに連邦政府のフΝンディングにରしਃする֨ݫ 

研究者の能ྗを制限すること。
1�. 出൛前ߘݪデータを保ޢするため、データ・セΩϡリティ及び管理のܭըを開発すること。
14.  事࣮を発ݟし、又は؇ࡦを開発及び評価するため、リスクϚωジϝント、研究の๏ྩ९क又は内෦

ࠪの֤機能を関与させること。

（ུ）研究ྫࣄ
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(2)	 ߽भ

ʢ大学に͓͚る外国のׯবλεΫϑΥʔεʣ

ΦʔετϥϦΞの大学ηΫλʔにରする外国のׯবにର߅するたΊのΨΠυϥΠϯ3

������݄
(ུ)
大学に͓͚る外国のׯবλεΫϑΥʔε

オーストラリア政府とߴ教ҭ෦門は、外国のׯবリスクにରするӴをڧԽするために、2019年�月に
大学外国ׯবタスクフΥース（UFI5: University Foreign Interference 5asLforce）を共ಉで組織した。

（ུ）ຊΨイυラインは、外国のׯবのリスクからकる組織ํをࡦఆすることと、自༝な意ަݟ、開かれ
た研究จԽ、学問の自༝をଅਐすることとのؒのજࡏ的なۓு関係を৻重にྀߟし、バランスをとることを
࢈重な資وを最適Խする開์性というܙしている。（ུ）大学と政府の共通の的は、コϛϡニティのԸࢦ
をଛなΘͣにオーストラリアの大学セクターの҆શ性をकることである。

ຊΨイυラインをࡦఆし、新するࡍに適用した૯合的なݪଇはҎԼのとおりであるɿ
●セΩϡリティは、学問の自༝、価؍、共ಉ研究を保ޢするものでなければならない。
●研究、ྗڠ、教ҭ活動は、国益を೦಄にஔく。
●セΩϡリティはݸ人のઆ໌任をう連ଳ任である。
●セΩϡリティは、組織のリスクの大きさにൺྫしたものでなければならない。
●大学コϛϡニティの҆શが最༏ઌである。
ຊΨイυラインは、֤機関のリスクの大きさにൺྫして適用されることを意ਤしており、大学にෆ必要なෛ

担をڧいることを意ਤするものではない。大学には、ຊΨイυラインをྀߟし、リιースの༏ઌॱҐを付ける
ために最もߴい自らのリスクをಛఆし、ಛఆのリスクに適したܰࡦݮを適用することがਪ奨される。ຊΨイυ
ラインは、外国のׯবリスクについて大学がྀߟすき点をશてཏすることを意ਤするものではない。（ུ）

� l(UIDELI/E4 5O $OU/5ER FOREI(/ I/5ERFERE/$E I/ 5HE AU45RALIA/ U/IVER4I5: 4E$5ORz (University
Foreign Interference 5asLforce (UFI5))  
https://www.dese.gov.au/guidelines-counter-foreign-interference-australian-university-sector/resources/
guidelines-counter-foreign-interference-australian-university-sector

オーストラリア政府機関は、Ψイυラインにؚまれるݪଇを࣮ࢪするための支援をؚめ、ܧ続的に大学
と密にྗڠして、セクターにおける外国のׯবをܰݮするྗを্させていく。この支援には、ҎԼ
がؚまれる。

員のઆ໌ڃに関する大学の্ࡦҖと国Ո҆શ保ো政ڴ●
●外国からのׯবにରする大学職員の意্ࣝ
●  オーストラリア保҆情報機ߏ(Australian 4ecurity Intelligence Organisation: A4IO)と外国ׯ

বରࡦௐセンターの、外国からのׯবのڴҖとそのリスクのରԠํ๏についての理ղをਂめる
的で֤छ機関とڠಇすることができる報活動担当者を通じた大学との連携。

●オーストラリアにとって国益に重要なٕ術෦門に最新情報を提供する。
●  大学のサイバーセΩϡリティ能ྗをڧԽし、オーストラリア・サイバーセΩϡリティ・センターを通じ

て、サイバーセΩϡリティインγデントにରॲするためのઓུに関するΨイμンスを提供する。
また、政府は、外国のׯবに関連するௐࠪやࣥߦ活動をߦうA4IO主ಋの外国ׯবタスクフΥースを

ઃஔした。
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�ɹΨόφϯεͱϦεΫのΈ（ུ）

�ɹίϛϡχέʔγϣϯ、ڭҭٴͼࣝの共༗
（ུ）

త
大学は、ߴ教ҭ制におけるྗڧい意ަݟとグローバルなྗڠ関係の価を認ࣝするコϛϡニ

έーγϣンとରをߜった研मを通じて、大学コϛϡニティにおけるレジリΤンスจԽを支援する。政府
と大学は、新たなڴҖや外国からのׯবのݧܦに関するࣝを共有する。

���ɹ大学は、外国͔ΒのׯবϦεΫにରするҙࣝをߴΊ、ͦのܰݮをࢧԉするたΊのίϛϡχέʔγϣϯϓ
ϥϯڭҭϓϩάϥϜをඋ͑るɻ

● 大学は、ΩϟンύスでͲのΑうに外国からのׯবがىこりうるか、大学内や適な機関にݒ೦を提示する
ํ๏なͲの情報のアクセスを提供することで、教職員や学生の意ࣝをߴめる。

● 大学は、学問の自༝やݴの自༝に反する自ݕݾӾにつながるΑうな外国からのׯব、ڴഭ、ϋラスϝ
ントのݒ೦を大学内で報告するํ๏を、શての教職員と学生にめる。これには、教職員や学生のઆ໌
ձや新入生研मձでの情報提供や研मがؚまれる。

● 大学は、学生自࣏ձやެ共イベントの主࠵者、Ωϟンύスを自らの活動のために利用する者にରして、
適な振るいと、それがຬたされない場合の݁Ռを伝͑る。

● 政府は、外国ׯবରࡦௐセンターの活動を通じて、最新かつఆظ的な情報、研म、意্ࣝのた
めのリιースを提供する。

���ɹ大学は、外国͔Βのׯবをड͚るϦεΫの͋る外国ͱの共同研究ͦのଞのύʔτφʔγοϓ活動にै
ɻ͏ߦ৬һ学ੜにରして研मをڭするࣄ

● 研मでは、教職員のݧܦがو重なリιースとなることを認ࣝし、外国からのׯবのݒ೦をͲのΑうに認ࣝ
し、ܰݮし、ରॲするかについて取り組Ή。

���ɹ大学は、ηΫλʔશମの外国͔Βのׯবにର߅するΠϕϯτにࢀՃし、ඞཁにԠ͡てݧܦઌਐऔࣄ
ྫを共༗するこͱで、૬ޓに学ͼ、ηΫλʔのϨδϦΤϯεをߴΊるɻ

● ઌਐ取組事ྫは、大学のؒで共有される。
● 大学は、教܇、ઌਐ取組事ྫ及びデϡーデリジェンスの情報を組織内で共有する。
● 大学は、৴頼できる国ࡍ的なύートφーと外国からのׯবにର߅するためのઌਐ取組事ྫを共有し、共

ಉ研究やަྲྀの機ձにおいて৴頼をஙくことが望ましい。

���ɹは、ҙࣝをߴΊ、外国͔Βのׯবにؔ࿈するใを共༗し、ΞΫηεしすいڥを͑るこͱで、
ηΫλʔをࢧԉするɻ

● 政府機関は、大学が外国からのׯবの事ྫやࢼΈをಛఆするのを支援する。
● 政府は、外国ׯবରࡦௐセンターなͲ、大学を支援するための連絡૭ޱを提供する。

�ɹσϡʔσϦδΣϯε、ϦεΫධՁٴͼཧ
（ུ）
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త
大学は、国ࡍ的なύートφーγップ活動や共ಉ研究に従事する教職員のجຊ要件として、ಁ໌性の確

保をࢦす。

���ɹ大学は、外国͔Βのׯবをड͚るϦεΫの͋るڭ৬һにରして、外国ͱのఏؔ、ܞ、ۚમతརӹのಛ
ఆをؚΉརӹを։ࣔするਃࠂをٻΊるɻ

● 大学は、大学にΑるリスクの評価にԠじて、Ͳの教職員にこれらの質問をするかをܾఆする。
● 利益の開示は、大学のํにଇって、ྫ͑ばຖ年ऩूされ、ঢ়گがมΘった場合には加の開示をߦう。
● 利益の開示のํ又は手ஈではԼهをఆめる。
✓த֩となる利益の開示の質問<付録>
✓(リスクのレベルにԠじてஈ֊的な)開示ٛ務　
✓利益にΑるリスクがߴいとಛఆされた者にରして、ͲのΑうに加のਫ਼ࠪをߦうきか
✓リスクのશମ的な評価をߦうための開示書໘の保管ํ๏
✓利益相反がಛఆされた場合の্ਃのಓےのඋ
✓利益相反がͲのΑうに内෦で視、管理、報告されるか。

リスクがಛఆされたからとݴって、活動がਐめられないΘけではない。国ࡍ的な関連性や݁びつきを
開示することで、જࡏ的なリスクを管理し、ܰݮすることができる。

���ɹ大学はҙܾࢥఆऀに外国͔ΒのׯবϦεΫのใを༩͑るたΊにσϡʔσϦδΣϯεを͏ߦɻ
● 外国からのׯবを受けるリスクのある研究活動、ύートφー、大学の職員や研究生にରして、デϡーデリ

ジェンスをߦう。
● デϡーデリジェンスは、政府のڝ૪的研究අやそのଞのオーストラリア政府資金のਃをؚΉ、大学の

༷ʑなܾఆに反өされる。

�����ɹ 大学はύʔτφʔ৬һのσϡʔσϦδΣϯεを͏ߦɻ
ಛఆされたリスクにΑって示ࠦされた場合、જࡏ的なύートφーや教職員をさらに評価し、理ղするための

加のνェック事項にはҎԼがؚまれる。
● 所有と管理のߏ
● 利益の管理
● 事ۀ登録
● എܠ
● 理事及び員
● ๏ҧ反の前ྺ
● 的ݖ࢈ࡒに関する問
●  提Ҋされた研究分におけるύートφーの相ର的なランΩング(提Ҋされた研究分で主ಋしているのは

୭か？)

�����ɹ大学は、ٕज़ٴͼʗຢは研究のજࡏ性をධՁするɻ
リスク評価にΑって示ࠦされた場合、ٕ術及び／又は研究のજࡏ的な用్とリスクを評価するための加
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のνェック事項にはҎԼがؚまれる。
●  ٕ 術や研究のજࡏ的な用్（これは、新ٕ術の場合、໌らかになるまでに年かかることがあり、研究

தに໌らかになる可能性がある。）  
●  ྫ ͑ば、オーストラリアがੈքのリーμーである場合なͲ、その研究ରがັྗ的であるかͲうか
●  ٕ 術的な
●  જࡏ的なۀ的価
●  そのٕ術分がオーストラリアのӴ・ઓུ物資リストにؚまれており、オーストラリア国外の物理的

な輸出やిࢠ的な供څが規制されているかͲうか
●  自主制裁๏やそのଞ関連する๏の組ΈなͲ、加的なコンプライアンスνェック
● の可能性ڹ૪ྗのӨڝ場やサプライνェーンのଟ༷性やࢢ 

このΑうな評価は、研究プロジェクトのաఔでಛఆのٕ術の機ඍレベルをม更することもؚめて、ෳࡶに
なりಘる。政府機関や国Ո҆શ保ো機関は、この活動のために大学に支援を提供する。

���ɹ大学はσϡʔσϦδΣϯεに૯߹తͳΞϓϩʔνをద༻するɻ
大学のデϡーデリジェンスのアプローνをڧԽするために、大学は、

●  大学の活動にରする外国からのׯবリスクを評価し、管理するࡍに、研究者や教職員が助ݴや支援をٻ
めることができる໌確な連絡૭ޱ（ྫ͑ば、研究、リスク、国ࡍ的な専門Ո）をඋ͑る。

●  加の助ݴや情報が必要な場合、政府の国Ո҆શ保ো機関や෦門内に専門Ոとの໌確な連絡૭ޱをඋ
͑る。

●  リスクが૿大していると評価された場合、加のӴાஔをݕ౼する。ྫ͑ば、જࡏ的な的࢈ࡒの࿙
Ӯや所有ݖのࠞཚは、ۀԽをܭըすることや、ࡏݱ及び新興ٕ術のライセンγングにΑってܰݮするこ
とができる。

●  意ܾࢥఆ者がྙ理的及び෩評的リスクをݕ౼するためのプロセスをඋ͑る。
●  必要にԠじて、ύートφー組織から任命された教職員が組織内の্ڃ職員にରしてもઆ໌任をෛう

きかͲうかをݕ౼する。
必要にԠじて、国ࡍ的なύートφーとのڠఆは、

●  オーストラリアでߦΘれるશての関連活動について、外国のύートφー組織の๏Αりもオーストラリア
の๏及び大学の書໘にΑるํが༏ઌされることを確認する。

●  研究のインテグリティや大学の評にରするજࡏ的なڴҖにରॲする。
●  その時点で合理的に予ଌ可能な、新たな、あるいはજࡏ的な外国からのׯবや国Ո҆શ保ো্のリスク

をಛఆする 。
●  情報とٕ術を保ޢする能ྗをূ໌する（ྫ͑ば、セΩϡリティ管理ܭըを通じて）。
●  契約క݁時や࠶評価時のఆظ的なਐḿ報告。
●  的࢈ࡒの所有と移転を໌確にする。
●  ඇ開示やِڏの情報についてのղ約項をりࠐΉ。

���ɹ大学はσϡʔσϦδΣϯεϓϩηεのঝೝ、ٴࠪͼܧଓతධՁを͏ߦ
プロセスにはҎԼがؚまれる。

●  ૯合的なリスク評価と提Ҋされたܰݮઓུにͮجいてܾఆをߦうことができる大学機関や組織にΑる承
認をಘるために、リスクのߴい活動のݟしを্ਃするํ๏。

●  リスクとリスクܰݮઓུのܧ続的な評価。
承認、ܧ、ࠪ続的な評価を支援するために、大学は、
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●  必要な場合は、デϡーデリジェンスの評価及びఆظ的なリスク評価の更新をߦう。
●  必要性かつリスクにԠじて、ύートφーの評価をؚΈ、ਐߦதの取りܾめについて、時ؒをかけてݕ࠶

౼する。
●  新たなリスクや外国との共ಉ研究தに発ݱしたજࡏ的な੬ऑ性を評価するために、ຖ年取りܾめをݟ

す。
●  更新しないことがܾఆされた場合、取りܾめにͮجく活動がऴྃしたことを確認することをٻめる。ྫ͑

ば、関連する共ಉ研究者にΑる大学γステムのアクセスをఀࢭし、શての資料をฦ٫するΑう要する。
●  共ಉ研究の取りܾめがऴྃした場合に、྆当事者が取らなければならない手ॱをݪ契約の規ఆに໌هす

るΑうにする。

�ɹαΠόʔηΩϡϦςΟ（ུ）

ɹத֩ͱͳるརӹの։ࣔの࣭

����ΦʔετϥϦΞҎ外の国͔Β、ڭҭ研究にؔ࿈する活動のたΊのۚࢿԉॿʢۚݱຢはݱʣをड͚てい
ます ʁ͔
はいの߹ɿ
✓国をಛఆしてください。
✓組織の໊শを͛ڍてください。
✓�資金援助のछྨの֓要をه入してください（ྫ͑ば、資金援助プログラムの໊শ、資金援助ؒظ、受け

た支援のछྨ）。

����外国の大学、学ज़ஂମຢはۀاで৬ʢ༗څɾແڅʣݞॻをͬ࣋ています͔、͋るいは外国の大学、
学ज़ஂମຢはۀاにରしてͦのଞԿΒ͔のٛをෛͬています͔ʢྫ͑、ਓ࠾ࡐ༻ϓϩάϥϜのࢀՃ
ʣʁ
はいの߹ɿ
✓国をಛఆしてください。
✓職やݞ書を与͑た組織໊を͛ڍてください。
。書に付ਵするٛ務をؚめ、職の֓要を提供してくださいݞ✓
質問2については、研究者が機密ٕ術に従事している場合、外国のׯবのリスクがߴまっている場合には、
職員はա5ڈ年ؒのؒظにについてճする必要がある。

����外国外国のܯ、܉、ใؔػͱのؔ࿈性݁ͼつ͖は͋Γます ʁ͔
はいの߹ɿ
✓国をಛఆしてください。
✓組織の໊শを͛ڍてください。
✓֤関連性・݁びつきのৄࡉ（ྫ͑ば、付や݁びつきの性質なͲ）を提供してください。
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(3)	 英国

ʢ大学に͓͚る外国のׯবλεΫϑΥʔεʣ

国ࡍԽのԼでのϦεΫཧɿηΩϡϦςΟؔ࿈ 4

�����݄

（ུ）
ӳ国大学ڠձの活動のత

ӳ国大学ڠձ(UU,: Universities U,)は、ߴ教ҭにおけるセΩϡリティ関連の問に関するҎԼの�
つのظ的なඪを࣮ݱするためのܭۀ࡞ըをཱҊした。

1.  ӳ国の大学は、国ࡍ的なセΩϡリティ্のڴҖを管理・ܰݮするために、टඌҰ؏したઓུ的・ӡ用
的な前きのアプローνをとっていることをূ໌することができる。

2. ӳ国の大学は、持続可能で҆શな国ࡍ的ύートφーγップを、自৴を持ってٻできる。
�.  ӳ国のߴ教ҭ෦門と政府は、セΩϡリティ্の՝のதで、研究・イϊベーγϣン（R�I）の、

組織の自性、学問の自༝の保ޢ・ଅਐにけて、໌確かつྗڠ的でݐઃ的なアプローνをとってい
る。

これらのඪをୡするために、UU,はҎԼの�つのதؒՌをఆめた。
● スタッフや学生のؒで、セΩϡリティ関連の問にରする意ࣝや理ղをਂめること
● 組織のγステム、プロセス、ରԠのڧԽ
● 大学と政府の点、γステムのレジリΤンスをؚΉΤコγステムのΑりいมԽ

これらのதؒՌは、重ෳし、相ޓにิڧし合っている。（ུ）ຊΨイυラインの的は、最ॳの2つの
Ռにけて前ਐするために、֤組織を支援することである。（ུ）

̍ɹධͱՁ؍をकるたΊに
（ུ）

���ɹηΩϡϦςΟؔ࿈のにରするϨδϦΤϯεのߏஙrϦεΫϦςϥγʔ͕͘ߴ、ϦεΫをҙࣝしたจԽ
のߏஙr

（ུ）国ྗڠࡍの大෦分はܴされ、相ޓに利益をもたらすものであるが、所属機関の҆શとҐをڴか
す可能性のあるߦҝには、常にܯռすることが重要である。このΑうなߦҝには、機密情報の入手、学問の
自༝のѹやૢ࡞、ӳ国のߴ教ҭ෦門の༏लさの利用のために、所属機関の組織をඪ的としたものが
ؚまれる。こうしたߦҝは、関係する組織やݸ人にとって、ࡁܦ的、๏的、෩評的な݁ՌをおΑ΅す。したがっ
て、所属機関のܧ続的なޭ、そしてӳ国の҆શとൟӫのためには、所属機関がこのΑうなリスクにさらされ
ていることを理ղし、その保ޢに༏ઌ的に取り組Ήことがඇ常に重要である。

ຊΨイυラインの࡞にあたり、ӳ国の機関の最װߴ෦たͪは、セΩϡリティ関連のリスクをޮՌ的に管理
することを͛ている主な՝を໌らかにした。

●  セΩϡリティ関連のリスクの性質と規及びそれらを管理する任について、ܦӦਞ及び主要なݸ人のؒ

� lMA/A(I/( RI4,4 I/ I/5ER/A5IO/ALI4A5IO/:4E$URI5: RELA5ED I44UE4z (Universities U, (UU,))
https://www.universitiesuL.ac.uL/what-we-do/policy-and-research/publications/managing-risLs-
internationalisation
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での理ղがෆશである。
●  スタッフがリスクを意ࣝしていない、又は、リスク管理のプロセスでಛఆしたリスクにରॲするݖ限がे

分に与͑られていない組織จԽ。
●  リスク管理、Ψバφンス、報告のプロセスがఆظ的に更新されておらͣ、มԽするこれらのリスクの性質

にରԠするଶがっていない。

ηΩϡϦςΟؔ࿈のϦεΫɾΤΫεϙʔδϟʔのಛఆͱཧ
（ུ）セΩϡリティ関連のリスク管理をଵると、ࡁܦ的、๏的、෩評的にਂࠁな݁Ռをটくڪれがある。場

合にΑっては、そのӨڹは所属機関を͑て、ӳ国の国Ո҆શ保োとൟӫにまで及Ϳかもしれない。（ུ）あ
なたの共ಉ研究の性質と件、意ٛ務、及びݸ人がアクセスできる情報にΑって、ಛఆの発ల的な๏的ٛ
務が生じてくる。機密ѻいの研究資料は、ྫ͑ば、ಛఆのڧ制ྗのある取りѻい要件のରとなる。共ಉ研
究に海外での活動がؚまれる場合は、ݱの๏や規ଇが適用される場合がある。（ུ）

国ࡍ的な共ಉ研究は、ӳ国の大学が学術的、評的、ࡁܦ的にޭし、持続するための ຊ的な要素でج
ある。しかし、ྫ͑ば、҆શではない共ಉ研究をߦうと、ѱӨڹやظ的なӨڹが生じる可能性がある。こ
れにΑり、研究、データ、そのଞの資料が国内及び国ࡍ的なڠఆにҧ反して౪まれたり、৵されたり、使
用されたりしたために、所属機関がকདྷの資金をूめることができなくなったり、イϊベーγϣンにΑるۀ
的・ࡁܦ的利益を࣮ݱできなくなる可能性がある。共ಉ研究は、ଞ国で活動するஂମや組織にΑるѱ用にର
してಛに੬ऑである。

セΩϡリティ関連のリスク管理がෆ適な場合、評のԼをটき、質のߴい支援をҡ持し、資金、学生、
スタッフ、認ఆ評価を֫ಘ・ҡ持する所属機関の能ྗにӨڹを及΅す可能性がある。

要するに、所属機関のҐやӳ国の҆શとൟӫにӨڹを与͑る可能性のあるセΩϡリティ関連のリスクをੵ
（ུ）。すきだということである౼ݕ的にۃ

ηΩϡϦςΟؔ࿈のϦεΫཧをॏཁ͔つܧଓతͳ༏ઌ߲ࣄͱして確ཱする
所属機関は、リスクを管理するために、༷ʑなリスク管理、Ψバφンス、報告の組Έや能ྗをඋ͑ている

だΖう。学問の自༝やݴの自༝に関連するものをؚΉリスクは、これらのプロセスで取り্͛られ、所属機
関શମにくެ開されるきである。（ུ）

ポリγーとプロセスは、所属機関のリスクಛ性にԊったものでなければならない。リスクಛ性がߴければ、
Αりݻڧなデϡーデリジェンスプロセスやಜが必要となり、所属機関はさらなるਫ਼ࠪが必要になる。リスク
ಛ性の評価は、๏的ٛ務をしっかりと理ղした্で通されなければならない。

所属機関内のݸ人が、報෮やݕӾをڪれることなく、セΩϡリティ関連のリスクをಛఆすることができ、サ
ポートされているとײじられることがෆ可ܽである。組織は、スタッフが問やݒ೦を報告するํ๏が分かっ
ているΑうに、適なポリγーとプロセスをಋ入すきである。これは、फ教的、国ຽ的、人छ的、ࣾձ的ア
イデンティティとަΘっているとࢥΘれる場合や、ภݟや人छࠩ別とࠞಉされる場合に、ಛに૪いをҾきىこ
すことになる可能性がある。しかし、組織はこれらの問にରॲし、適なポリγーとプロセスを確࣮に͑
る必要がある。

これらのリスクはμイφϛックなものである。ڴҖがਐԽするにつれ、それらを管理するためのγステムやプ
ロセスもਐԽする必要がある。リスクの組Έは、的に合っているか、ベスト・プラクティスにԊっている
かを確認するために、ఆظ的にݟす必要がある。ಛఆのঢ়گԼでは、独ཱஂମが管理をけෛう必要があ
るかもしれない。

66 CRDS-FY2022-RR-01$RD4 国ཱ研究開発๏人Պ学ٕ術振興機ߏ 研究開発ઓུセンター

The Beyond Disciplines Collection 　オープン化、国際化する研究におけるインテグリティ2022　―我が国研究コミュニティにおける取組の充実に向けて―

参
考
資
料
2



έʔεελσΟ（ུ）

���ɹσϡʔσϦδΣϯε
ӳ国のߴ教ҭ෦門がޭし、その質、ଟ༷性、インύクトにରするߴい評価をಘるためには、生࢈的な

国ྗڠࡍがෆ可ܽである。΄とんͲの国ࡍ的なύートφーγップはશての当事者に利益をもたらすものである
が、重大なリスクをうέースもগなからͣଘࡏする。場合にΑっては、当事者がѱ意を持って関Θったり、
契約件を͑た利益をٻめたり、契約でఆめられたൣғを͑て活動を֦大したりすることがある。した
がって、ྗڧでޭした、相ޓに利益をもたらす国ࡍ的なύートφーγップを助け、組織、セクター、ӳ国の
利益のଛを最খ限に͑るためには、ఆظ的なݟしを前提としたݻڧなデϡーデリジェンスがෆ可ܽ
である。

まれていることを組織の理事ࠐશに組Έ管理者は、セΩϡリティ関連の問がデϡーデリジェンスにڃ্
ձに保ূし、ύートφーγップのแׅ的な理ղと、ӳ国及び関係するଞの国の๏্及び規制্の要件にର
する意ࣝをଅす必要がある。

ӳ国の大学は、ύートφーީิにରしてఆظ的にデϡーデリジェンスをߦっている。これまでのとこΖ、こ
のߦҝは主にࡁܦリスクと෩評リスクにয点を当てている。ࢲたͪは、政府やそのଞのΨイμンスをྀߟして、
ྙ、し、デϡーデリジェンスのプロセスの有ޮ性や、෩評リスクݟଘのデϡーデリジェンスのプロセスをط
理リスク、セΩϡリティリスクをͲのΑうに評価しているかをݕ౼することを組織にਪ奨する。

大学は自した組織であり、関連する๏や規ଇに従って、ͲのΑうにリスクをܰݮするのが最ળであるか、
また、Ͳのఔのリスクが適であるかをஅするのは、ݸʑの大学にҕねられている。この評価は、ܭըさ
れているコラボレーγϣンの規や性質、ύートφーのڌ点やҐの情報にԠじて相Ԡにߦうきである。

このセクγϣンでは、組織がセΩϡリティ関連のリスクを評価し、組織のજࡏ的なଛをܰݮするデϡー
デリジェンスのプロセスをߏஙするのにཱつ情報やΨイμンスを提供する。

ࣗのύʔτφʔをる
ӳ国の大学は、ݸʑのスタッフؒのରや共ಉۀ࡞なͲのඇެࣜなྗڠ関係から、国ڥを͑た教ҭをؚ

Ήެࣜなύートφーγップにࢸるまで、ෳࡶな国ࡍ関与のωットϫークを持っている。このΑうなྗڠ関係の
தには、組織をセΩϡリティ্のڴҖにさらすものもある。これらのྗڠ関係は、ύートφーがڌ点をஔく国
にΑって必વ的にܗされる。そのため、Ψバφンスやデϡーデリジェンスもそれに合Θせてௐする必要が
ある。ྫ͑ば、๏ҬにΑってはެ共ه録が制限されている場合があり、ৄࡉなه録を入手することができない
場合もある。

ඇެࣜなྗڠ関係は、組織のެࣜなポリγーや手続きのରとはなりにくいが、リスクはる。所属機関は、
スタッフにできるだけύートφーγップやྗڠ関係の情報開示をٻめるなͲのެࣜなポリγーや手続きにス
タッフがとらΘれͣに、े分な情報をಘた্で意ܾࢥఆをߦうことができるΑうにサポートするํ๏をݕ౼す
る必要がある。これにΑり、ඇެࣜなྗڠ関係に関連する利益相反やそのଞの๏的、෩評的、又はࡁܦ的な
リスクを、所属機関がѲすることができる。

ϦεΫใにͮجいたҙܾࢥఆ
ެࣜなデϡーデリジェンスのプロセスにとらΘれͣに情報にͮجいた意ܾࢥఆをߦうことができるΑうに、

所属機関は研究者をͲのΑうにサポートしているか？国ࡍ的な大学、ۀا、政府機関とのΑりެࣜなύート
φーγップの場合、デϡーデリジェンスには、ύートφーのաڈの活動、ӡӦ෦門、理事ձのۀ的・ྙ理
的Ґ、ύートφーީิの๏的・規制的ڥのௐࠪがؚまれなければならない。

大学は通常、ύートφーஂମにアンέートのճや、書ྨやূڌの提出をٻめ、ύートφーとの共ಉۀ࡞
にうリスクのఔを評価するために使用する。また、大学では、組織にࡏ੶する学術的専門Ո、ェϒࡧݕ、
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ಡサービス、専門ձࣾも活用している。所属機関は、ύートφー、そのଞの活動や国とのつながり、๏ߪ
্のഎܠについての理ղをਂめるために、ެ開されている情報をͲのΑうに利用しているか？ຽؒの主要事
（ུ）？うことができるかߦௐࠪを所属機関がͲのఔまでݩ員のۀ者とಉ༷に、ύートφーީิやその従ۀ

࣋ఆのక݁ͱҡڠͳݻڧ
国ࡍ的なύートφーީิにରするデϡーデリジェンスは、適であり、関連する๏及び規制の規ఆを参

রすきである。また、国ࡍ的なύートφーγップに関連する学問の自༝にରするあらΏるリスクをؚめ、セ
Ωϡリティ関連のશてのリスクをྀߟすきである。視する情報を໌確にし、୭にԿを報告する任が୭に
あるかを໌確にする。

ύートφーஂମやݸ人とのશてのެࣜなやり取りには、セΩϡリティ関連のリスクを管理するために、ベス
ト・プラクティスな契約క݁の組Έとポリγーを使用する。契約書やྃղ֮書の件には、学術活動のイ
ンテグリティをकるための項をؚめるきである。

専門職員をؚΉ内෦の利関係者には、意্ࣝのための研मを受けることや、๚問やݣの契約活動
を管理するための؆୯なリスク評価πールがཱつ。

セΩϡリティ関連のリスクをܰݮするためのデϡーデリジェンスは、研究ύートφーγップをؚΉ国ࡍ的な
ύートφーγップやプロジェクト、さらには資、寄付、࣊ળ活動、ۀԽ、ઃඋ資、तۀ料ऩ入のऩ
入ݯ、スタッフの໊༪職やコンサルタント職について、ఆظ的にݟす必要がある。最もඇެࣜなྗڠ関係
から最もެࣜなύートφーγップまで、あらΏる関ΘりにおいてセΩϡリティ৵の可能性をे分にྀߟする
必要がある。

ӳ国の機関は、ύートφーγップのऴྃをݟਾ͑た適な出ޱઓུをಋ入する必要がある。最ऴ的には、
これには、ܧ続的なデϡーデリジェンスをߦった݁Ռ、海外のஂମや研究者がもはや適なύートφーでは
ないことが໌した場合（ྫ͑ば、ܧ続的なデϡーデリジェンスの݁Ռ、学問の自༝をҡ持するという大学
の๏的ٛ務がڴかされていることが໌した場合）、いかなる๏的任もෛうことなく、契約を取りফしたり、
契約をૣظにऴྃしたりするݖ利がؚまれる。契約が適にߦΘれていることを確かめるためには、۩ମ
的な๏的助ݴを受ける必要がある。

ύートφーஂମやݸ人は、༷ʑなܗଶの資金ௐୡの取りܾめやݸ人をରとしたそのଞのק༠ߦҝを通じ
て、ಛఆの活動分にアクセスしたり、Өڹを与͑Αうとしたりする可能性がある。これをܰݮするために、
すྀߟをݯ的なऩ入ࡏについてಁ໌性を保つきである。デϡーデリジェンスでは、જݯ人や組織は資金ݸ
るࡍに、セΩϡリティ関連のリスクを管理するためにͲのΑうなプロセスがあるのかを確認するきである。

ελοϑの明確ͳׂͱの確ཱ
大学は、国ࡍԽにうリスクをಛఆし、管理するための手ॱやํをطにಋ入している。セΩϡリティ関連

のリスクにରする意ࣝはߴまっており、大学はスタッフがこれらのリスクをಛఆし、それにͮجいてߦ動するこ
とを支援すきである。

ओཁાஔ
●  デϡーデリジェンスのプロセスにおいて、෩評リスク、ྙ理的リスク、セΩϡリティリスクを確࣮にྀߟする。
●  ެ 開されている情報を利用して、ύートφーや、ଞの活動や国Ոとの関連性について理ղをਂめる。必要

にԠじて、ӳ国政府にৄしい情報をٻめる。
●  スタッフがݒ೦事項を提ىできるจԽをߏஙし、それをҡ持するとともに、活動が෩評リスク、ྙ理リスク、

セΩϡリティリスクをҾきىこすかͲうかを組織がݕ౼するプロセスをઃける。
●  学問の自༝とݴの自༝にରするӳ国機関のコϛットϝントと、これがྗڠ関係やύートφーγップに与͑

る可能性のあるӨڹをύートφーが理ղするΑうにする。
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έʔεελσΟ（ུ）

���ɹӳ国ߴڭҭのՁ؍をߴΊる
(ུ)

ओཁાஔ
●  学問の自༝とݴの自༝というத֩的価؍に加͑、ׯবをආけることを໌هした໌確なߦ動規ൣ、ํ、

๏的な取りܾめをࡦఆし、ਪਐする。
●  学問の自༝、ݴの自༝、組織の自性のׯবのありํについて、オープンでಁ໌性のߴいコϛϡニέー

γϣン、ٞ、研究、ௐࠪをଅし、スタッフや学生が自らの関Θりや活動を通してこれらのׯবからकる
任をෛうことを支援する。

● 、の自༝に関連する問について、スタッフや学生が報告しݴҼする問をؚめ、学問の自༝やىবにׯ 
。ஙするߏ組Έをし、支援を受けることができるプロセスやى೦を提ݒ

●  共有する価؍について、オープンでಁ໌性のߴいコϛϡニέーγϣン、ٞ、研究、ௐࠪをଅし、スタッ
フや学生がその価؍のをյすࢼΈからをकる任をෛうことを支援する。

Φʔϓϯで透明性のߴいٞをଅす
ӳ国のߴ教ҭ機関のインテグリティとアイデンティティに関Θる学問の自༝とݴの自༝の重要性につい

て、オープンでಁ໌性のߴいٞをଅすために、γニアスタッフは所属機関શମでこれらの問についてのٞ
、研究、ௐࠪをଅすきである。また、外国からのׯবが学問の自༝やݴの自༝のをյしかねない
さまざまな手ஈについて認ࣝをߴめる必要がある。大学は、࿑ಇ組合や学生自࣏ձ、専門職員、研究者、໊
༪職員、契約者、Ωϟンύスの๚問者なͲ、෯いスタッフや学生をٛ務的なスタッフ研मなͲを通じて関与
させることが望ましい。

ஙߏΈのするたΊのϓϩηεͱى೦をఏݒ
組織は、学問の自༝やݴの自༝とಉ༷に、ׯবに関するݒ೦をスタッフと学生の྆ํが提ىできるΑう、

ൿ密保持の組Έと場をઃけるきである。これには、組織のྙ理プロセスを適Ԡさせることがؚまれる。こ
のΑうなέースがタイムリーに最װߴ෦の意をҾき、必要にԠじて্ਃされるΑう、໌確でಁ໌性のߴい報
告ମ制をઃけるきである。（ུ）

（ུ）る͑ߟのをݖ外法࣏

̎ɹؒをकるたΊに
（ུ）
���ɹର内外తͳίϛϡχέʔγϣϯͱࣝの共༗

ର内的なコϛϡニέーγϣンは、意ࣝのจԽをଅし、セΩϡリティ関連のリスクをಛఆ、報告、管理するݸ
人の任をڧԽするものである。ର外的なコϛϡニέーγϣンは、ಁ໌性をߴめ、相ޓに利益をもたらす国
。ஙする所属機関の能ྗにରする৴頼をஙくものであるߏやύートφーγップをྗڠࡍ

組織は、ベスト・プラクティスをಛఆし、レジリΤンスをߴめるために、相ޓに、そして政府と情報を共有
する必要がある。

このセクγϣンでは、相ޓに利益をもたらす国ྗڠࡍやύートφーγップをଅਐするために、طଘの連絡૭
ԽするためڧをͲのΑうに利用すきかをまとめる。また、セΩϡリティ্の՝にରする֤෦門のରԠをޱ
に、֤組織が相ޓに、また政府とͲのΑうに関Θっていくきかをઆ໌する。（ུ）
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ର内తͳίϛϡχέʔγϣϯ
リスク情報を共有するจԽは、リスクにରする共通意ࣝとશな理ղから生まれる。リスクにରする共通の

理ղをਂめるためには、ର内的なコϛϡニέーγϣンが重要であり、ଟ༷な学生やスタッフにରԠするために
༷ʑな༷ࣜで提供されるきである。コϛϡニέーγϣンでは、๚問学生やスタッフをؚΉશての人が、҆શ
なΩϟンύスڥをҡ持し、ಉ྅やؒをकるためにՌたすきׂがあることをڧௐする必要がある。また、
コϛϡニέーγϣンでは、ෆ適なリスク管理がもたらす݁Ռについてもৄしくઆ໌する必要がある。（ུ）

ର外తͳίϛϡχέʔγϣϯ
ର外的なコϛϡニέーγϣンは、所属機関がセΩϡリティ関連のリスクを管理・ܰݮするためのରԠがݻڧ

であることを示すために利用することができる。զʑは、組織がຊΨイμンスのਪ奨事項をެに約ଋし、࣮ફ
可能な限りଟくのポリγーとプロセスをެ開することを提Ҋする。

ࣝの共༗
セクターશମ及び政府とのؒで情報やݧܦを共有することで、問の性質と規及びベスト・プラクティス

に関する共通の理ղをਂめることができる。活動をௐし、組織を支援するために、ຊΨイυラインにࡌهさ
れている問に関するத৺的な連絡૭ޱをࢦఆし、その担当者をUU,にらせる。これにΑり、クロスセク
ターや、セクターと政府の連携が༰қになる。（ུ）

���ɹւ外に てͬಇ͘ελοϑ学ੜの保ޢ（ུ）

�ɹΩϟϯύεをकるたΊに（ུ）

�ɹύʔτφʔγοϓをकるたΊに
（ུ）
���ɹ研究の҆શ性、త࢈ࡒ、༌ग़੍نの९क

ӳ国のੈքを主ಋする研究は、ますますオープンで共ಉ的になっている。これは、重要でܹ的な機ձを
もたらすとಉ時に、՝でもある。ӳ国のߴ教ҭ機関は、研究や的࢈ࡒのෆਖ਼アクセスを的とした
外国のݸ人やஂମにΑるܸ߈にఆظ的にさらされている。

国ՈサイバーセΩϡリティ・センター（/$4$）と国Ոインフラ保ޢセンター（$P/I）は、組織が国ࡍ的
なύートφーγップについてे分な情報をಘた্で意ܾࢥఆをߦい、研究者や学術的価؍をकるために、

ʮ৴頼される研究（5rusted Research）ʯをࡦఆした。これは、̨̩ ̢̚Պ、デϡアルユースٕ術、新興ٕ
術、ۀ的に機密性のߴい研究分における研究にಛに関連するΨイμンスを提供するものである。/$4$は

ʮ৴頼される研究:最װߴ෦のためのΨイμンスʯも࡞しており、これには重要なݕ౼事項がまとめられてい
る。

研究コϛϡニティが管理・ܰݮをࢦすき主なセΩϡリティ্のڴҖと՝は次のとおりɿ
●  ਖ਼ࣜな資金提供を受けた研究プロジェクトのҰ෦ではないものもؚめ、国ࡍ的な研究ύートφーγップ

にରするෆ適なデϡーデリジェンス。
●  研究ύートφーγップとプロセスのෆ適なಜとϞニタリング。
●  契約ஈ֊及び研究ύートφーγップを通して、的࢈ࡒのʮ࿙ӮʯにΑる的࢈ࡒの適な保ޢのܽ。
●  サイバーܸ߈やݸ人的な࢈ࡒの౪をؚΉ、ఢର的ߦҝ者にΑる的࢈ࡒの౪。
●  輸出規制やデϡアルユースٕ術に関する๏的組Έのҧ反。
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શての国ࡍతͳ研究ύʔτφʔγοϓにରするσϡʔσϦδΣϯεの࣮ࢪ
(ུ)研究に関して、組織は、ެࣜなύートφーγップやඇެࣜなྗڠ関係、資金提供の有ແ、あらΏる

छྨの関与について、શての海外ύートφーީิにରして、リスクにԠじたデϡーデリジェンスをߦΘなけれ
ばならない。輸出規制のରとなるものをؚΉ機密性のߴい研究分では、たと͑それがその場限りの、又
はඇެࣜなものであっても、研究に関するあらΏるやり取りやし合いが必વ的にؚまれることになる。場合
にΑっては、これらのプロセスがӳ国研究・イϊベーγϣン機ߏ(U,RI)なͲの資金提供ஂମにΑってࠪさ
れることもある。

త࢈ࡒを保ޢするたΊのϙϦγʔܖ্のऔΓܾΊの࣮ࢪ
研究及び的࢈ࡒの౪やѱ用は、研究サイクルのͲのஈ֊でもىこりಘる。これを͙ためのπールやフ

レームϫークがଘࡏしており、前ड़のʮ৴頼される研究ʯのΨイμンスもそのҰつである。このΨイμンスは、
研究者、ӳ国の大学、ۀ࢈քのύートφーが国ྗڠࡍに自৴を持ͪ、研究やスタッフをજࡏ的な౪、ѱ用、
。することを的としているޢ取から保ࡡ

所属機関は、໊༪職員やӳ国人・ඇӳ国人をؚΉશてのスタッフが、所属機関とのޏ用のҰ෦ではな
い利益相反やそのଞの職্ۀのٛ務、関連する所属ઌや๏的契約を確࣮に開示するΑうに、外෦ۀ務及び利
益相反に関するポリγーをఆめなければならない。

༌ग़ཧ法の९कのపఈ（ུ）

���ɹ国ڥをӽ͑たڭҭのύʔτφʔγοϓ（ུ）

ଐࢿྉ�ɹ研究の҆શ性、త࢈ࡒ、༌ग़੍نのたΊのνΣοΫϦετ

研究の҆શ性のϦετ

国ࡍతͳ研究ύʔτφʔγοϓにରするσϡʔσϦδΣϯε
1ɽ  国ࡍ的な共ಉ研究を開始する前に、適なリスク評価を࣮ࢪする要件はͲのఔ໌確か？
2ɽ  外国との研究プロジェクトにରして、リスク評価をߦう任があるのは୭か？
�ɽ  研究の性質やύートφーγップのछྨにԠじて、加的な視を必要とする研究契約をಛఆするために、

大学にはͲのΑうなポリγーがあるか？
4ɽ  所属機関は、新しい研究ύートφーީิがߦっている研究事ۀの規やछྨをͲのΑうにௐࠪしている

か？
5ɽ 人の研究者や主任研究員にΑって確ཱされたখ規又はඇެࣜの研究ύートφーγップを視するたݸ 

めの組織的プロセスはͲのΑうなものであるか？
�ɽ  リスクのߴい国ࡍ的な研究ύートφーγップにରしてܧ続的なデϡーデリジェンスをߦうために、ͲのΑ

うなิ資料やサポートが利用できるか？
�ɽ  契約্の取りܾめの༁൛にಉҰのॾ件がؚまれていることを確認するためのાஔをߨじているか？

త࢈ࡒを保ޢするたΊのϙϦγʔͱܖ্のऔΓܾΊ
1ɽ  所属機関では、的࢈ࡒ（IP）を保ޢするために、ͲのΑうなポリγー、πール、組Έを使用してい

るか？
2ɽ 共ಉ研究の契約্の取りܾめにॺ໊し、視する任があるのは୭か？
�ɽ ӳ国内の研究者と海外の研究者の1ର1の共ಉ研究、資金提供をΘない研究プロジェクトで݁ばれ
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る契約や取りܾめのプロセスはͲのΑうなものか？
4ɽ 研究契約のҧ反やม更にରॲするプロセスはͲのΑうなものがあるか？
5ɽ ӳ国をڌ点とする研究者も海外をڌ点とする研究者も、学外研究のٛ務や利益相反をఆظ的に開示する

Αうٻめられているか？
�ɽ 的ݖ࢈ࡒの౪やサイバーセΩϡリティ৵にΑる移転、又はݸ人所有物の౪から研究者をकるた

めのରࡦをサポートするために、ͲのΑうな研मがあるか？

σϡΞϧϢʔεٕज़ͱ༌ग़ཧ法（ུ）
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2.	 େֶʹΑΔརӹ૬のཧʹؔ͢Δऔྫࣄ

米国及びΧφμの大学のうͪ、利益相反・務相反の管理に関する学内規ଇや৹ࠪମ制がެ開されている
の̒つの大学ཱࢲ・ཱެ

●ΧリフΥルニア大学γステム（U$)ɿ米国भཱ大学
●テΩサスA�M大学γステム（5exas A�M）ɿ米国भཱ大学
●ϋーバーυ大学（Harvard)ɿ米国ཱࢲ大学
●スタンフΥーυ大学（4tanford）ɿ米国ཱࢲ大学
●ϚサνϡーセッπՊ大学（MI5）ɿ米国ཱࢲ大学
●ϚΪル大学（Mc(ill）ɿΧφμެཱ大学

について、利益相反と務相反の管理に関連する学内規ଇについて、ҎԼの؍点から理し、分ੳをߦった
（利益相反と務相反をここでは۠別する）。

˙最ߴ任者
˙情報開示者
˙開示する情報
˙開示の時ظ
˙適に開示をしなかった場合のേଇ
˙৹ࠪ・管理のྲྀれ
なお、ҎԼの表及びਤでは、大学のॱ൪は利益相反の管理を大学શମでߦっているものから、෦ہにҕね

ている合いのڧいॱにฒている（務相反については、利益相反とಉじॱ൪）。

(1)	 རӹ૬

ʢߴ࠷ऀ、ใ։ࣔऀ、։ࣔするใ、։ࣔのظ࣌、േଇʣ
利益相反に関する学ଇについて、最ߴ任者、情報開示者、開示する情報、開示の時ظ、േଇを理

すると表4.2.1のとおり。
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ऀߴ࠷˙
●  最ߴ任者については、֤大学の利益相反の৹ࠪ・管理ମ制にԠじて、学（U$、5exas A�M）、プ

ロボスト（Mc(ill）、研究担当副学（MI5、4tanford）、෦ہ（Harvard）となっている（ҎԼの
৹ࠪ・管理のྲྀれ（ମ制）の項参র）。

˙ใ։ࣔऀ
●  情報開示者については、主任研究者にߜっている大学から、ޏ用関係にある教職員શ員としている大学

もある。受څしている資金にԠじて情報開示者を規ఆしている大学もある（U$）。
　　ᶃ 主任研究者（Principal investigatorɿ研究ܭըのઃࢪ࣮、ܭ、報告に任をෛう独ཱ的なݖ限を

持つ者）ɿMI5、U$（ඇ政府ܥ（大学がཱする国やҬの政府及びそれらに関係する機関Ҏ外）
のスポンサー）˞

　　ᶄ教員（Faculty）ɿ4tanford
　　ᶅ 研究者（Investigatorɿ研究ܭըのઃࢪ࣮、ܭ、報告に任をෛう持つ者。大学から奨学金や

料ิ助を受けている場合は学生もରとなる）ɿ5exasۀ与・तڅ A�M、U$（PH4、/4Fか
ら支援を受けている場合）

　　ᶆ教職員（Employeeɿޏ用関係のある者）ɿMc(ill
●  Harvardはݪଇʮ教員ʯを情報開示者としているが、֤ ෦ہの裁ྔが大きく、෦ہにΑりൣғがҟなる（ྫ

͑ば、ҩ学෦はج४がݫしく、学生、Ӄ生、研मҩもؚΉ）ため、্هにはؚめていない。
 ˞ΧリフΥルニアभにおいては、भ๏にΑってभެ務員にରしてʮ༷ࣜ�00ʯにΑる外෦からの報ुの開
示ٛ務を՝しているが、भཱ大学の主任研究者にରしては、研究者けの別のʮ༷ࣜ�00Uʯ（ਤ4.2.�）
での学外からの報ुの開示ٛ務を՝している。このभ๏とಉ༷の内༰をU$の学ଇにおいても規ఆして
いる（ᶃのルール）

˙։ࣔするใ
●  開示する情報については、政府又は政府の資金分機関（/4F、/IH）がఆめるʮ重大な金મ的利益
（4ignipcant Financial Interestsɿ4FI）ʯのج४にあΘせて（/4Fと/IHの4FIのج४については、
表4.�.1参র）、Ұఆ金ֹҎ্の報ुを開示させる事ྫ、受け入れている資金の助ઌごとにج४を
ఆめて開示させる事ྫ、独自に4FIҎ্のݫしいج४をఆめて開示させる事ྫ、外෦からの報ुはશ
て開示させる事ྫがݟられる。

　　ᶃ /IHの規ఆに合Θせ、開示のج४（4FIにあたる場合）をఆめるɿMI5、5exas A�M
　　ᶄ 大学が౷Ұ的な開示する情報をఆめͣ、受け入れている資金の助ઌごとにج४をఆめる（ຽ （ؒ政

府ܥҎ外）から支援を受ける場合はҰఆの金ֹ、/IH・/4Fから支援を受ける場合は4FIにあた
る場合）ɿU$

　　ᶅ/IHがٻめる4FIというج४Ҏ্のΑりݫしい独自のج४をఆめるɿHarvard、4tanford
　　ᶆ外෦からの報ुはશて開示ɿMc(ill

˙։ࣔのظ࣌
●  開示の時ظについては、年ごとに開示をٻめることがҰൠ的であり、また、ண任時、新たな研究資金

のਃ時、新たに利益相反が生じたときに、その開示すること（ྫ͑ば、事の発生から�0Ҏ
内）もҰൠ的。

˙േଇ
●  適に開示をしなかった場合のേଇについては、学内規ଇにͮجいて、大学の裁ྔݖ限者がҧ反者に
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ରして、෯くॲേの裁ྔݖを持つのがҰൠ的（利益相反の開示・管理のためにേଇの規ଇをઃけてい
るΘけではなく、बۀ規ଇに学内の規ଇに反した場合のѻいについての規ఔがあり、それを適用して
いる）。

ʢ৹ࠪɾཧのྲྀΕʣ
利益相反に関する৹ࠪ・管理のྲྀれについて、ਤ4.2.1ʙ4.2.�に理した。
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ढ़リইज़ঝॽ॔大৾३スॸの利益ৼખのଟਪ؞ଵ৶のれ
大学३スॸ৸৬धしてૠಋ（NIH、NSF、政府௺（大学がয়地する国や地ୠの政府
लそれらに関係する機関等）以外の੮৬から研究資金や研究資金以外の支援を受け
る場合）を定。ૅの学শがிભ者धなって運用。

学শにભ୵されたଟਪ

⋈ଟਪ

ଟਪ委員会

⋉ଵ৶ੑ੧
等のଟਪ

学শ

⋊ਈી的なਖ਼

ૅ大学ম

ભ研究者

⋇ड़ンছॖンによる開示

ଂ

利益ৼખなし
ીവ

利益ৼખあり

ଵ৶ੑ੧

図4.2.1

ਤ�����ɹɹɹརӹ૬の৹ࠪɾཧのྲྀΕʢ大学のϗʔϜϖʔδをͱに$3%4࡞ʣ

ॸय़サスA&M大৾३スॸの利益ৼખのଟਪ؞ଵ৶のれ
大学३スॸ৸৬धしてૠಋを定。
ૅの学শがிભ者धなって運用。

学শにભ୵されたଟਪが૿
ਊ。必要にૢग利益ৼખ委員
会をႋૐしてଟਪをଓஃする。

⋈ଟਪ

⋊ଟਪટ、ଵ৶
ੑ੧の報ઔ

学শ

⋋ਈી的なਖ਼

ૅ大学ম

研究者

⋇ड़ンছॖンによる開示

ଂ

⋉利益ৼખあり、
ଵ৶ੑ੧の作ਛधഅੳ⋉ਂസணয়

て

図4.2.2

ਤ�����ɹɹɹརӹ૬の৹ࠪɾཧのྲྀΕʢ大学のϗʔϜϖʔδをͱに$3%4࡞ʣ
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マॠঝ大৾の利益ৼખのଟਪ؞ଵ৶のれ

大学৸৬धしてૠಋを定

উロスト

大学ম

教員
⋇ૄによる開示

学ఐশ
（Reporting Oîcer）

⋉d報ઔ⋈ଟਪ

⋌ଟਪ

੯のもधৰ૭ચ、
ৰਂ૭等の੧

ଂ

利益ৼખあり
（研究に関係なし）

大学が౻用する৸ての者（学েをஅि）に対して利益ৼખの開示を義務
づけているが、ここではଂに所属する教員をधして記ൗ

ଂশ

研究・ॖঀঋー
३ঙン૿ਊౢ学শ

⋉db報ઔ
利益ৼખあり

（研究に関係あり）

⋋報ઔ

⋉利益ৼખなし

⋍報ઔ

⋎ਈી的なਖ਼

⋎ৢੴ

⋏ৢੴ

ીവ

⋊ଟਪ

⋐ਂസணしয়て

図4.2.3

ਤ�����ɹɹɹརӹ૬の৹ࠪɾཧのྲྀΕʢ大学のϗʔϜϖʔδをͱに$3%4࡞ʣ

マサॳগー७ッॶੵఐ大৾の利益ৼખのଟਪ؞ଵ৶のれ

大学৸৬धしてૠಋを定

大学৸৬の利益ৼખ૿ਊ者

⋋૿ਊ者が、ଂশ、ભ
研究者धੈ৮し、ଵ৶ੑ
のൃ੧を作ਛし、大学の利
益ৼખ委員会に提ল

大学৸৬の利益ৼખ委員会

⋌委員会が利益ৼખのহ
੧धଵ৶ੑのൃ੧をଟ
ਪし、利益ৼખのோ౯を
ਖ਼して、ଵ৶ੑの੧
を作ਛ。ଟਪટを報ઔ

研究૿ਊౢ学শ

⋍ਈી的にਖ਼
し、ৢੴ

大学ম

ભ研究者

⋇ड़ンছॖンによる開示

ଂশがભ୵した૿ਊ者 ଂশ

⋉報ઔ⋈ଟਪ

⋊ଂশのਖ਼
利益ৼખなし

ીവ

ଂ

利益ৼખあり⋎ટをৢੴ

（研究ાのଵ৶३
スॸもැबる）

図4.2.4

ਤ�����ɹɹɹརӹ૬の৹ࠪɾཧのྲྀΕʢ大学のϗʔϜϖʔδをͱに$3%4࡞ʣ
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スॱথইज़ーॻ大৾の利益ৼખのଟਪ؞ଵ৶のれ
大学৸৬धして利益ৼખलி務ৼખに関するএリ३ーを定。
এリ३ーは上ਜ਼ૠのਜ਼઼をથし、ଂがৰૠ定を定ी、ଂশがிભ者。

・ଂのৰૠ定をഅੳ
・ଂশにஃ

研究૿ਊౢ学শ

・এリ३ーのੰਥ限・運用૾ய૰ଳ

大学ম

教員
⋇ड़ンছॖンに
よる開示

ଂ

ଂの৬により、ଂশ、
利益ৼખ૿ਊౢଂশ、ଂ
শがભ୵するଟਪிભ者

⋈ଟਪ ⋉利益ৼખなし
ીവ

⋉利益ৼખあり
ଵ৶ੑ作ਛ

ଂশ

⋊ટ報ઔ

⋋ଟਪ・ଵ৶ટの報ઔ

⋉ਂസணয়て

⋌ટ報ઔ
研究委員会

図4.2.5

ਤ�����ɹɹɹརӹ૬の৹ࠪɾཧのྲྀΕʢ大学のϗʔϜϖʔδをͱに$3%4࡞ʣ

ঁーংーॻ大৾の利益ৼખのଟਪ؞ଵ৶のれ
大学৸৬धして利益ৼખに関するএリ३ーを定。
এリ३ーは上ਜ਼ૠのਜ਼઼をથし、ଂがৰૠ定を定ी、ଂশがிભ者。

大学৸৬の利益ৼખ委員会

必要にૢगてஃ

উロスト

এリ३ーの運用૾ய૰ଳ大学ম

教員

⋇ड़ンছॖンに
よる開示

医学শ
⋉ଟਪ

⋋決定
医学

উロストহ務

医学শহ務
または医学শ
にされた者

⋊൭ઔ

ଂओधのৰૠ定のअठਈもడしい医学のを記ൗ
（HPに代धして示）

医学শがભ୵した
利益ৼખଞભ委員会

⋈ଟਪ

図4.2.6

ਤ�����ɹɹɹརӹ૬の৹ࠪɾཧのྲྀΕʢ大学のϗʔϜϖʔδをͱに$3%4࡞ʣ
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˙৹ࠪɾཧମ੍
●̒大学の利益相反に関する৹ࠪ・管理ମ制をҎԼの̏つの؍点ɿ
　　 ● 利益相反の৹ࠪ・管理を大学શମとして࣮ࢪしているか、෦ہと分担しているか
　　 ● 利益相反を৹ࠪ・管理するҕ員ձ（利益相反৹ࠪҕ員ձ）のઃஔの有ແ
　　 ● 利益相反を৹ࠪ・管理する担当者の任命の有ແ
　から理すると、ҎԼのとおり理されるɿ
　　ᶃ 大学શମで規ଇを制ఆ。学が担当者を任命し、大学શମで৹ࠪ・管理を࣮ࢪɿU$、5exas

A�M
　　　　A）利益相反৹ࠪҕ員ձでも৹ࠪが必要ɿU$
　　　　#）必要にԠじて利益相反৹ࠪҕ員ձをઃஔして৹ࠪɿ5exas A�M
　　ᶄ Ұ次的な৹ࠪを෦ہで࣮ࢪɿMI5、Mc(ill、4tanford
　　　　A） 大学શମで規ଇを制ఆし、෦ہが৹ࠪ・管理を࣮ࢪ。ただし、෦ہの৹ࠪで利益相反がある

とஅされた場合は研究担当副学が৹ࠪ・管理を࣮ࢪɿMI5、Mc(ill
a.  ෦ہが任命した担当者が৹ࠪし、その情報をもとに෦ہが利益相反ありとஅした

場合のΈ、大学શମの利益相反৹ࠪҕ員ձで৹ࠪɿMI5
b.  学Պ・෦ہが৹ࠪし、利益相反ありとஅした場合のΈ、研究担当副学が৹ࠪɿ

Mc(ill
　　　　#） 大学શମで্Ґ規ଇを制ఆ。෦ہが৹ࠪ・管理の࣮ࢪ規ଇを制ఆしてӡ用しているが、৹ࠪ

݁Ռは大学に報告（ෆਃしཱてがあった場合のΈ大学として৹ࠪ）ɿ4tanford
　　ᶅ 大学શମとしては্Ґ規ଇのΈを制ఆし、෦ہに৹ࠪ・管理をҕねる（࣮ࡉࢪଇは෦ہが制ఆ。෦

で必要があるとஅをすれば、担当者を任命したり、利益相反৹ࠪҕ員ձをઃஔしたりする）ɿہ
Harvard

(2)	 རӹ૬ʹؔ͢Δֶنଇٴͼ։༷ࣔࣜ

情報開示の༷ࣜがެ開されている大学について、学内規ଇと༷ࣜの֓要を介する。

ʢΧϦϑΥϧχΞ大学γεςϜʣ
˙ओ研究ऀの研究අิॿऀにؔするۚમతརӹの։ࣔٴͼ৹ࠪのたΊのΨΠυϥΠϯの֓ཁ
ڌࠜ�*

大学における資金提供を受けた研究については、ࡏݱ、ҎԼに示すݪଇの΄か、研究者は自༝にࣝを
ଇや、研究プロセスにෆ可ܽな自༝が҆қに制限されてはならなݪすることができなければならないというٻ
いというݪଇなͲ、資金提供を受けた研究の࣮ࢪにけて確ཱされたํにͮجいて৹ࠪがߦΘれている。
ຊΨイυラインで提ىされるத৺的な問については、通常、主任研究者が任をෛうことになるが、ʮ大学
における利益相反に関する規ଇʯで開示をٻめているΑうな金મ的利益を有する場合には、ࣝのٻでは
なく、જࡏ的な金મ的利益にΑって、主任研究者のஅがӨڹを受ける可能性がある。従って、主任研究者、
大学コϛϡニティ、及びࣾձは、研究プロセスのத৺となるݪଇに従っていることを確認することが適である。

ଇݪ�**
"�౷తͳརӹ૬のঢ়گをճආしଓ͚るこͱ
　 　利益相反とは、職員が、ݸ人的利益につながるΑうなํ๏で大学のܦӦஅにӨڹを与͑たり、職員

が利関係を有する関係者やஂମに利益を与͑たりする可能性のあるঢ়گをいう。主任研究者は、શて
のU$職員とಉ༷に、طଘの大学のํとभ๏に従って、大学とࢲ益を分し続けることがظされてい
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る。

#�大学に;͞Θしい研究で͋るこͱ
　 　主任研究者が資金提供者と利関係を有する場合の研究の適性の৹ࠪは、関連する学問分のج

४に従ってஅされ、大学のݪଇ及びํに従うきである。

Φʔϓϯで͋るこͱ͕ڥҭɾ研究ڭ�$
　 　教ҭ・研究のڥは、教室、研究室、談室のશてにおいて、学生及び教員のؒでのアイデア、情

報及びデータの自༝なަをҾき続きଅਐすきである。研究プロジェクトに参加する学生のબは、
資金提供者の関৺にෆ適にӨڹされるきではない。ຊํのରとなる研究プロジェクトの学生
の参加は、大学の教ҭ的使命及び学生の時ؒの適な利用と合的でなければならない。

%�研究Ռのެදٴͼެදのࣗ༝͕保࣋͞Εるこͱ
可したりできるΑうないڐをئ出ڐをड़たり、ಛݟの大学のํとಉじく、資金提供者が意ࡏݱ　 　

Ԇؒظをআき、研究テーϚをࡦఆする自༝やެ開する自༝に制限をઃけるきではない。資金提供者
は研究จのެ表前のレビϡーを要ٻしてはならない。出൛のࡍ、教員は研究資金提供者をಛఆすき
である。

&�ϥΠηϯεܖにはపఈతͳ৹͕ࠪඞཁ
　 　主任研究者が資金提供者と金મ的利関係を有する場合、資金提供者の独的ライセンスの付与を

ਖ਼当Խするには、ࣾձと大学の最ળの利益を確保するために৻重なݕ౼が必要となる。この৹ࠪは、ಛ
。とௐされるきである担当ڐのためにಛ౼ݕに関するަবにおけるݖڐ

'�大学のࢪઃٴͼݯࢿのద切ͳར༻
උ、ઃඋ及び職員の時ؒは、適なิঈなしに外෦機関の利、ݯのํとಉ༷に、大学の資ࡏݱ　 　

益のために使用してはならない。

***ɽҕһձにΑる৹ࠪの࣮ࢪखॱ
独ཱ࣮ମ৹ࠪҕ員ձは、૯のํ（Presidential Policy）にهड़されているΑうに、ҎԼのߦ׳にଇり、

適に࣮ࢪすきである。

"� ؔ࿈する大学の方、ΨΠυϥΠϯ、نଇを確࣮に९कする
　 　利益相反とインテグリティに関するํの֓要（#usiness � Finance #ulletin (-�9）に要約されて

いる。

#� ओ研究ऀのۚࢿఏऀڙにରするۚમతརӹの性࣭ٴͼఔをྀߟする
　 　情報が入手可能な場合には、研究が資金提供者及び主任研究者のํに及΅すજࡏ的なࡁܦ的Өڹ

もྀߟすきである。

$� のにಛにҙを͏࣍
　̍ɽ次の事項をؚΉ研究ڠఆ

a. 資金提供者の又は発໌のূݕ、
b. 資金提供者のࢪઃで࣮ࢪされた研究、
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c. 資金提供者の従ۀ員又は代理人と共ಉでߦう研究、又は
d. 資金提供者からの独的情報の提供をؚΉ研究。

　̎ɽ次のいͣれかに֘当する場合における主任研究者と資金提供者との関係
a. 資金提供者から主要なࣜגをৡり受けられるݖ利がある、
b. 資金提供者からଟֹの金મ的利益をಘる機ձ(ボーφス、ストックオプγϣン)、又は
c. 資金提供者とのظ的又はܧ続的なコンサルティング関係。

%� ඞཁにԠ͡てओ研究ऀ͔ΒՃใをೖखする
　 　ҕ員ձは、利関係報告書にࡌهされているΑりもଟくの情報を主任研究者から入手することが有益

であるとஅする場合があるため、༷ࣜ�00-Uには、加の質問の可能性や、要ٻの的とその๏的
Ґஔ付けについての主任研究者の助ݴがࡌهされている。このΑうな༷ࣜを利用する場合には、ݸ
人情報保ํޢをࡌهしなければならない。

&� ଇをద༻するݪにఆΊる**ه্
　 　次のΑうな質問が適と͑ߟられる
　1ɽ 事࣮及びঢ়گから、主任研究者の資金提供者にରする金મ的関与が、適用される大学のํ及び最

。することが示ࠦされているかを与͑又は્ڹにԿらかのӨࢪの専門的ਫ४に従った研究の࣮ߴ
　2ɽ 主任研究者が資金提供者に利関係を有する場合、大学の利益はͲのΑうにҡ持されるか。
　�ɽ 研究プロジェクトは、常的なࠪݕにとͲまらͣ、資金提供者にとって主要な利益となるࣝを্

させるだΖうか。
　4ɽ この研究プロジェクトは、教ҭ、研究、ެ共サービスという大学の使命にݙߩするだΖうか。
　5ɽ この研究を࣮ࢪすることにΑってಘられると͑ߟられるެ共の利益は、学問の自༝、֤ಉ྅ؒの関係

又はެ共の৴頼のજࡏ的な৵を্ճっているか。
　�ɽ 資金提供者に独的ライセンスを付与することは、大学及びࣾձの最ળの利益に資するものであるか。

'� ඞཁͳจॻͱͱに、࣍の߲ࣄをࣔすࠂקॻを࡞する
● 贈与又は助の受入れ、
● 贈与又は助のෆ受理、又は
● ม更:ͲのΑうなม更をߦう必要があるか、又はͲのΑうな件を՝す必要があるかをࢦఆする。
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˙։༷ࣔࣜʮ༷ࣜ���6ʯの֓ཁ

ૄ���8ढ़リইज़ルॽ॔

ਗ਼ਵಀ

॔ढ़ॹミॵクঘॽॵト又はのওールコード ਗ਼ওール॔ドঞス

ॖンクで入ৡまたはഀླྀしてください。

金銭的利益に関する開示報ઔછ
ભ研究者用
ਁધછ य़কンঃス؟

IDಀ؟

研究উロ४ख़クトのタॖトル

1.資金提供੮৬に関するੲ報
（資金提供੮৬ओधにશのૄ���8をઞ用）
੮৬の؟

੮৬の所地؟

੮৬のたるহ؟

資金のપ؟$
定ٸ ৰౚٸ

2.開示のரథ（なくधも1णのٸをॳख़ॵク）
回（ৗૠ資金提供用）ੂٸ
ਈੂの資金提供の付؟

র（ಌৗされた資金提供用）ٸ
資金がಌৗされた付؟

3.開示者のੲ報
A. あなたは取ഁ૽、૽員、ঃートナー、受託者、コ
ンサルタント、జ員ですか、それधもଵ৶職にい
ていますか؝ڭءの੮৬ですかء はいٸطいいえٸ
૽職؟

B. あなた、あなたのଦ၉者しくはఃஈされたੇ൦
内ঃートナー又はあなたのჰുੇఔは、؝ڭの੮৬に
2,���ドル以上の投資をしていますかء
。はい–金પはઃのधおりですٸطいいえٸ
ٸ $2,���-���,��� ٸ ���,��1-����,���
ٸ ����,���-1,���,��� ٸ $1,���,���を超える

૪分した؟ ჾਊする場合

C. 報ઔরに؝ڭに記ൗされている੮৬から���
ドル以上の収入を受け取りましたかء
。はい–金પはઃのधおりですٸطいいえٸ
ٸ ����-$1,��� ٸ $1,��1-$1�,���
ٸ ���,��1-����,��� ���を超える,����ٸ

この収入はあなたのଦ၉者又はఃஈされたੇ൦内
ঃートナーをৢして受け取ったのですかء
はいٸطいいえٸ

3.開示者のੲ報-ਢऌ
D. の੮৬から、報ઔরにଋ高が5��ドルを超؝ڭ
えた融資を受けていますかء
؟はい–ਈ高ଋ高ٸطいいえٸ
ٸ ����- $ 1,��� ٸ $1,��1- ���,���
ٸ ���,��1-����,��� ٸ ����,���を超える

「はい」にॳख़ॵクを入れた場合、融資はઃのधおりです。
付৳૿ٸ ৳૮૿ٸ 金利؟ ٫

融資は過去12か月以内に৸પନੋされましたかء
はいٸطいいえٸ

E.過去12か月以内に、؝ڭに記ൗされている੮৬から5�
ドル以上の๔答ષを受け取ったこधはありますかء
。はい–以下にହしますٸطいいえٸ

ହ؟

க؟$ 受୩؟

F. 報ઔর、 の੮৬はあなたのાを支払って؝ڭ
いますかء 。はい–以下にହしますٸطいいえٸ

支払いのரథ؟（1णॳख़ॵクしてください）
収入ٸط๔ଖٸ

金પ؟$ 付؟
（๔ଖの場合）

ହध、๔ଖの場合はষ؟

4.
எはこの報ઔછの作ਛに৸ての合৶的なିਔを払いました。
எはこの報ઔછをનੳしましたが、எのੴる限り、ここ
ल付のスॣ४গールにஅまれるੲ報はઌৰかण৸です。
எは、ढ़リইज़ルॽ॔州১に基づくのຌಋの下で、
上記がઌৰでਫしいこधをします。

付

౧
（౧した報ઔછを大学に提লしてください。）

ਁਫな政ຯষ委員会

ਤ�����ɹɹɹΧϦϑΥϧχΞभの։༷ࣔࣜ���6
（ΧリフΥルニアभのホームϖージをもとに$RD4࡞）
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˙։༷ࣔࣜʮ༷ࣜ���6ʯࡌهཁྖの֓ཁ
●༷ࣜ���6をఏग़するのは୭͔ 
　 　この༷ࣜは、研究プロジェクトがඇ政府組織からの契約又は助金 (又は、ಛఆの研究プロジェクト

एしくはಛఆの研究者のために資金提供者にΑってׂり当てられたଞの資金) にΑって、そのプロジェク
トのશ෦又はҰ෦が資金提供又は支援される場合には、その研究プロジェクトについて主たる任を有
するU$又は$4Uにޏ用されているશての者が提出しなければならない。ಛఆのඇӦ利ஂମにΑる研究
資金提供は開示の必要がない。

●ใؒظࠂͱは 
　 　ʮॳճʯの 報告書については、契約、助金又は贈与の最ऴ的な受ྖ前に、提出者は、裁ఆがߦΘ

れているࡏݱのスポンサーにରする資及び職ฒびに裁ఆがߦΘれているの前12ϲ月Ҏ内にスポ
ンサーから受け取ったऩ入及び贈与を報告しなければならない。

　 　ʮதؒʯの報告書については、ॳճの報告書が提出されたからプロジェクトの契約、助金又は贈与
が更新されたまでのؒظに報告者が保有又は受ྖした報告すき資、ऩ入及びҐを໌らかにする
報告書を、契約、助金又は贈与の更新�0ޙҎ内に提出しなければならない。

●ࢿͱは 
　 　ʮ資ʯとは、あなた、あなたのۮ者एしくは登録されたՈఉ内ύートφー又はあなたの被ැཆ者で

あるࢠ供が合�2ܭ000Ҏ্の、ؒ又は受益ݖを持つ、ஂମにରするશての金મ的利益を意ຯし
ます。報告ରとなる資には、݊࠴、ࣜג、新ג予約ݖ及びストック・オプγϣン (৴用取Ҿ࠲ޱ又
はূ݊取Ҿ࠲ޱに保有されているものをؚΉ) がؚまれます。

●ऩೖͱは 
　 　ʮऩ入ʯとは、څ与、金、前金、当、利ࢠ、ି料、ച٫ऩ入、贈与 (ҿ৯物の贈与をؚΉ)、

༥資の໔আ又は提出者が受ける࠴務の支い、支出にରするঈؐ、当、ޏ用主Ҏ外の者が支う保
の利࢈ࡒ者又は登録されたՈఉ内ύートφーのऩ入にରする共有ۮ出金及びڌ又は年金制のݥ
、人ݸ、人のऩ入にはݸ。もؚまれるߴをؚΉがこれらに限ఆされない支いをいう。ऩ入には༥資ࢠ
ۮ者एしくは登録されたՈఉ内ύートφーが、ؒ又は受益者として10�Ҏ্のࣜגを所有する
事ۀମएしくはフΝンυのऩ入のൺྫ分もؚまれます。ऩ入にはあなたの૯ऩ入と、あなたのۮ者
又は登録されたՈఉ内ύートφーの૯ऩ入のうͪのあなたの共有࢈ࡒの利ଉがؚまれます。૯ऩ入とは、
。আする前のऩ入の૯ֹです߇අ、ଛࣦ、੫金をܦ

●༥ࢿͱは 
　 　୯Ұのआ入ઌからのି付金の૯ֹが500υルҎ্であれば、報告のରとなります。ۮ者又は登録

されたՈఉ内ύートφーが受け取った༥資にରする共ಉ所有ݖも報告する必要があります。ିۀ付機
関からのି付で、通常のۀ務のաఔでߦΘれたものは、ެ的Ґに関係なく、ެऺに利用可能な件で
あれば報告するٛ務はありません。

●ଃͱは 
　 　贈とは、あなたが提供者にಉҎ্のର価を提供していない価のあるものです。時価が50υル

Ҏ্の贈は報告のରとなります。加͑て、報告のରとなる提供者から受け取った合50ܭυルҎ
্のෳの贈は、報告しなければなりません。

　 　報告ٛ務を՝すのは、贈を受け取ることであって、それを最ऴ的に使用することではありません。
そのため、Ұも使用したことがない場合や、ଞの人にあ͛た場合でも、贈を報告しなければなり
ません。

　 　贈のਖ਼確な金ֹがΘからない場合は、のެਖ਼なࢢ場価֨を࣮にੵݟもる必要があります。
贈の価をʮ50υルҎ্ʯあるいはʮ価ෆ໌ʯとࡌهすることは、適な開示でありません。

　 　Ұൠ的に報告が必要な贈には、次のものがあります。
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　　 ● スポーπやΤンターテイϝントのイベントのνέット／ύス
　　 ● ༡Ԃのνέット／ύス
　　 ● றं場ύス
　　 ●  ҿ৯物及び॓ധࢪઃ (大ձձٞձ合事ߦަࣾ৯事そのଞのूまりの参加に関連して提

供されるものをؚΉ)
　　 ● ެ的Ґのྀなしには通常ߦΘれないׂҾ／いし
　　 ● ݁ࠗॕい
　　 ●  ʮॳճʯの報告書提出前に受け取ったँ金。受け取った金ֹҎ্の務を提供した場合は、ँ金を

贈ではなくऩ入としてਃ告することができます。
　　 ● ަ通・॓ധ
　　 ● あなたが受けた༥資の໔আ
●ཱྀඅのࢧいͱはԿです͔ 
　　ཱྀඅには、॓ധඅや৯事අのཱྀඅ及びॾܦඅのཱସ金及びいし金がؚまれます。
　　 ●  ཱྀ අは、受け取ったֹҎ্のサービスを提供しなかった場合に贈与となります。報告書がରとし

ているؒظதに୯Ұの提供者から合50ܭυルҎ্を受け取った場合は、その金ֹを開示しなけれ
ばなりません。ཱྀߦの贈与は、提供者の所ࡏに関係なく報告する必要があります。

　　 ●  贈与であるཱྀඅを報告する場合は、贈与のઆ໌と受ྖを入ྗする必要があります。また、ཱྀߦઌ
もެ開しなければなりません。

　　 ●  ཱྀ අは、受け取った支いֹҎ্のサービスを提供した場合はऩ入になります。報告書がରとし
ているؒظதに୯Ұの出所から合500ܭυルҎ্のऩ入を受けた場合は開示しなければなりません。
提出者は、支いが贈与ではなくऩ入であることをূ໌する任があります。ཱྀඅをऩ入として報告
する場合は、支いとҾき͑に提供したサービスをهड़する必要があります。ऩ入であるཱྀඅの
支څを開示する必要はありません。

　　 ●  ҎԼの情報は開示する必要はありません。
　　　˖ भ、ํ又は連邦政府機関から受け取ったཱྀඅの支い(政府機関のޏ用主からの出ுཱྀඅの

いしなͲ、受け取った支いとಉかそれҎ্の金ֹのサービスを提供した場合) 。
。用主から受け取ったཱྀඅޏ用の通常のաఔでޏ ˖　　　
　　　˖ 米国内国ࡀ入ி๏యୈ501 (c) (�) にͮجきඇ՝੫とされているඇӦ利ஂମから受ྖしたཱྀඅ

で、あなたが理事を務めている501 (c) (�) 組織の出ுཱྀඅのঈؐなͲ、ಉҎ্のର価を
提供したもの。

　　 ●  ボックスをνェックして、支が贈与かऩ入かを示し、金ֹを報告し、֘当する場合は付を開示し
ます。

●ҧ
　 　必要とされる金મ的利益の報告書を提出しなかった場合又は金મ的利益を報告しなかった場合、主任

研究者は、േ金をؚΉຽ事任及び大学のռॲ分を受ける可能性があります。
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ʢϚΪϧ大学ʣ
˙開示プロセスの֓要

˙རӹ૬の։ࣔにؔするنଇの֓ཁ
●શての大学コϛϡニティのϝンバーが利益相反の開示のର者。۩ମ的には、

● 大学の従ۀ員
● 大学のݑষや๏ྩのԼでࡏ職している者又は大学のஂମやҕ員ձにࡏ職する者
● 大学と提携している理事ձ又はそのΑうな理事ձに属するҕ員ձにࡏ職している者
● 大学が໊ࢦした者（ボランティアもؚΉ）
● 及び্هの者のۮ者、ಉډ相手、ැཆՈ

●  ϝンバーは利益相反の発生を認ࣝしたら、ͪにプロボストにΑって承認された༷ࣜを用いて、利益相反
の事࣮を書໘にΑって、ҎԼにఆめられた、ϝンバーの報告任者（Reporting Ofpcer）に開示するɿ
ྫ）学Պのある学෦の教員˰学Պ、学Պのない学෦の教員˰学෦、ത࢜研究員・大学Ӄ生˰ಜ
者

● ຖ年又は新たに報告が必要な金મ的利益एしくはඇ金મ的利益が生じた時に開示が必要。
● 外෦ஂମからのݸ人的な金મ的利益は、ஂମがҎԼに当てはまる場合に研究又は教ҭ活動に合理的に

関連しているΑうに͑ݟる可能性がある（研究者（investigator）は主任研究者、共ಉ研究者又は資金
提供された研究・教ҭ活動のઃࢪ࣮・ܭ・報告に任をෛうそのଞの従ۀ員）

● 研究者の学術的関৺分での研究を支援している
● 研究者の研究や教ҭ活動の分に関連するΑうなの、サービスを提供する

図4.2.8
ঐॠル大学の利益ৼખの開示উロセスの要※

̏ɿη
νρϓ
ϟϱ
ώʖ

̐ɿη
νρϓ
ϟϱ
ώʖ
ๅࠄ
ं
ʤྭ͓
ͻɼ෨
ௗΏۃ
ָՌ
ௗʱʥ
※※

※このউロセスは学েをஅि৸てのணட者にુৢ。
、のの重൰ഀは、হ੧のളහさにૢगて؝گध؝ڮ、の؝ڮध؝ڭ※※

ളਯ回の॔ॵউॹートややりधりが必要になる૭ચਙを示ྮしている。

ཤӻ૮ൕͺɼݜ
ۜɼηϒঁڂ
ϱΨϓɼڠಋݜ
༁ܘڂݜͺڂ
Ͷؖ͢ܐͱ͏Ή

͖ͤʃ

いいえ

はい

̒ɿη
νρϓ
ϟϱ
ώʖ
෨ۃௗ

̓ɿ
ϕϫ
Ϛη
φ

̑ɿ෯ָௗʤݜ
ʀόϗʖڂ
εϥϱʥ※※

শધૄAをઞ用
（శ金銭的利益ৼખ）

শધૄBをઞ用
（金銭的利益ৼખ）

ౝڭع ౝڭع
ౝڲعڰ

؟ି （CRDSによるି）HPにਁ開されていないが、؝ڭध؝ڮので利益ৼખのથ૮にणいて「ಢધ
ૄ」によりનੳをし、利益ৼખがあるधਖ਼された場合に؝ڮからのউロセスにਤिெ

ି

ਤ�����ɹɹɹϚΪϧ大学のརӹ૬の։ࣔϓϩηεの֓ཁ
（ϚΪル大学のホームϖージをもとに$RD4࡞）
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● 研究者の参加する研究ରであるΑうな的ݖ࢈ࡒを所有又は開発するݖ利を所有している
● 研究者の研究又は教ҭ活動にཱつΑうな贈を大学に贈る
● 研究者にΑって発໌されたՊ学ٕ術に関して、大学とライセンス契約をక݁している
●  研究者が参加する契約プロセスを通じて、大学にରし（から）、資料、又はサービスを提供（又

は受ྖ）している
● の活動のいͣれかに関与する外෦ஂମの๏的代理人であるه্

●利益相反自ମは必ͣしもෆਖ਼ߦҝではなく、ҎԼの場合に意する必要がある
● ಛఆされていない
● 開示されていない
● 管理されていない又は管理できない

˙རӹ૬の։༷ࣔࣜɿจ༷ࣜ"ʢඇۚમతརӹ૬ʣ
1ɽ 発生した又は発生する可能性のある利益相反の性質をઆ໌する。
2ɽ 相反に関与している利関係者(related party)（ᶃϝンバーのۙՈ、ᶄϝンバーのಉډ者、ᶅϝ

ンバーが密एしくは密な関係を持っている又は持っていた人、ᶆϝンバーとएしくはؒ的に
金મ又はそのଞの利益を共有する人、ᶇϝンバーが金મ又はಓಙ的ٛ務をෛっている人）をリストアッ
プする

�ɽ 相反のӨڹを受ける可能性のあるશての人（学生、研म生をؚΉ）をリストアップする
4ɽ 相反を認ࣝさせる必要があるશての人（研究ର、学生、研म生、共ಉ研究者、ジϟーφルฤू者、

ձٞ主࠵者をؚΉ）をリストアップする
5ɽ 相反がڐされる場合にあなたएしくは利関係者にΑってಘられる可能性のある的又はؒ的な

利益をઆ໌する
�ɽ 相反がͲのΑうにあなたの研究、教ҭ、学術活動एしくは管理任にӨڹを与͑る可能性がある

又はӨڹを与͑るΑうに͑ݟる可能性があるかをઆ໌する
�ɽ 相反を؇又は管理するために提Ҋする手ॱをઆ໌する
�ɽ 相反がڐされるきだとあなたが͑ߟる理༝をઆ໌する

˙རӹ૬の։༷ࣔࣜɿจ༷ࣜ#ʢۚમతརӹ૬ʣ
1ɽ ա12ڈϲ月Ҏ内におけるҎԼに示したঢ়گをશて報告する。
　　 ●  あなたएしくは利関係者が、࣮ࡍ又はજࡏ的な金મ的利益相反（F$OI）を有するΑうな研究プ

ロジェクトに参加した
　　 ●  あなたएしくは利関係者が、あなたの大学における研究活動に密に関連するΑうな事ۀにおい

て࣮ࡍ又はજࡏ的なF$OIを有していた
　　 ●  あなたएしくは利関係者が、࣮ࡍएしくはજࡏ的なF$OIを有するΑうなۀاの活動に参加する

又はۀاにޏ用されている学生एしくは研म生（ポスυクをؚΉ）をಜした。これには、大学で
の研究活動にΑって生Έ出されたあなたएしくは利関係者が利益を保有するスタートアップ又はス
ϐンオフがؚまれる

　　 ●  大学のリιース（場所、スタッフ、ઃඋ、ࡐ料、データ、ফ）を用いてあなたएしくは利
関係者が、࣮ࡍ又はજࡏ的な金મ的利益を保有するΑうなࢲ的事ۀに従事した。これには、大学で
の研究活動にΑって生Έ出されたあなたएしくは利関係者が利益を保有するスタートアップ又はス
ϐンオフがؚまれる

　　 ●  あなた又はあなたの研究室・研究νームが、研究合意や契約を݁んでいるࢲ的なஂମにରし、コン
サルティングサービスを提供した
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　　 ●  あなたएしくは利関係者は、事ۀମの利益が、あなたの大学にରするٛ務（研究・教ҭ）にӨڹ
を与͑る可能性がある又はӨڹを与͑ると合理的に͑ߟられる事ۀମから、スポンサー付きཱྀߦの
教ҭ機関、関連研究機関、学ߴ、で利益を受け取った（これには、連邦、भ、ํ政府機関ܗ
術教ҭපӃ、ҩྍセンターが支い又はいしをߦうཱྀߦはؚまれない）

　　 ●  あなたएしくは利関係者は、事ۀମの利益が、あなたの大学にରするٛ務（研究・教ҭ）にӨڹ
を与͑る可能性がある又はӨڹを与͑ると合理的に͑ߟられる事ۀମから500υルを͑る価の
贈を受け取った

　　 ●  大学で学術活動をߦうために֫ಘした情報を、あなた又は利関係者の金મ的利益を૿やすために
利用した

2ɽ 相反に関与している利関係者をؚΉ人物をリストアップする
�ɽ 教ҭとࢦಋが教員ϝンバーの活動の֩である。大学生、大学Ӄ生、ポスυク研究員の教ҭとࢦಋをߦ

うࡍに、大学コϛϡニティのϝンバーは、学生や研म生に最ળの利益をもたらすことを保ূするٛ務を
ෛう。教ҭ及びಜ活動が、開示者自のࡁܦ的、事ۀ的又はそのଞのݸ人的な的にΑってਪਐさ
れることはない

　　 ●  利益相反にΑってӨڹされಘるશての人（学生、研म生をؚΉ）をリストアップする
　　 ●  ൴らがͲのΑうにӨڹを受けるかઆ໌する（あなた又は利関係者がࣜגを保有するۀاにΑる

的ݖ࢈ࡒの保有や、関与しているݸ人の研究のී及にରして制限が՝されること）
　　 ●  利益相反について書໘で適に通されていることを確認する
4ɽ 相反を認ࣝさせる必要があるશての人（研究ର、学生、研म生、共ಉ研究者、ジϟーφルฤू者、

ձٞ主࠵者をؚΉ）をリストアップする
5ɽ相反の管理
　　 ●  相反がڐされる場合にあなたएしくは利関係者にΑってಘられる可能性のある的又はؒ的

な利益をઆ໌する
　　 ●  相反がͲのΑうにあなたの研究、教ҭ、学術活動、管理任にӨڹを与͑る可能性がある又は

Өڹを与͑るΑうに͑ݟる可能性があるかをઆ໌する
　　 ●  相反を؇及び管理するために提Ҋする手ॱをઆ໌する

˙ใࠂऀにΑるརӹ૬のධՁの؍
？しますかࡏ的な利益相反がଘࡏの又はજࡏ࣮●
ҎԼは、利益相反がଘࡏする場合ɿ
　　 ●  ϝンバーにΑる開示でಛఆされている人Ҏ外に、利益相反をっておくき人がいますか？
　　 ●  利益相反をڐ可することにΑって大学はӨڹを受けますか？
　　 ●  利益相反をڐ可することにΑって大学は利益をಘますか？
　　 ●  ϝンバーは利益相反に関与することをڐ可されるきですか？
　　 ●  ϝンバーが利益相反に関与することをڐ可されるؒظをࢦఆしてください。
　　 ●  ͲのΑうな利益相反の視手ஈを提Ҋしますか？
　　 ●  利益相反がڐ可される件ɿ
　　　˖利益相反のӨڹを受けるશての人にରし、利益相反を開示するʲ必ਢ 。r
　　　˖ϝンバーは、利益相反の性質、ൣғ又はその管理にӨڹを及΅すΑうないかなるঢ়گのมԽもਝ

に報告するʲ必ਢ 。r
　　　˖そのଞの加件
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˙རӹ૬にؔする։ࣔのରԠ
● 報告任者（通常は学Պ）は開示された情報を৹ࠪしたޙ、ҎԼのことをஅする。
　　ᶃ利益相反はଘࡏしない。
　　ᶄ利益相反はଘࡏするが、適に管理されればڐ༰される。
　　ᶅ利益相反がଘࡏし、ڐ༰されない。
● ᶄ又はᶅとஅされた場合、報告任者は、ϝンバーにରして、ҎԼをຬたせば利益相反がڐ༰される

ことをઆ໌する。
　　 ●  大学の利益が適にकられている。
　　 ●  利益相反にΑりӨڹされるଞ者の利益が適にकられている。
　　 ●  利益相反にޮՌ的なରԠができる。
　　 ●  ϝンバーが大学にରしてՌたすきٛ務におけるஅに、利益相反がӨڹを与͑ない。
　　 ●  適な情報を有し、े分な助ݴを受けた者であれば、利益相反を適なものと͑ߟることができる。
●報告任者にΑるܾఆは書໘でߦΘれ、ҎԼの情報をؚΉ。
　　 ●  利益相反のଘ൱に関するܾఆの理༝。
　　 ●  ϝンバーが利益相反に関与することをڐ༰されているかͲうか。
　　 ● ؒظ可が有ޮであるڐ 
　　 ● 。可される件がある場合には、その件にはগなくとも次の事項をؚめるものとするڐ 
　　　˖利益相反のӨڹを受けるશての人にରし、利益相反を開示する。
　　　˖ϝンバーは、利益相反の性質、ൣғ又はその管理にӨڹを及΅すΑうないかなるঢ়گのมԽもਝ

に報告する。
　　 ●  ֘ 当する場合、利益相反を視するためのํ๏。
●  報告任者は、ϝンバーと報告任者の্࢘（通常は、෦ہ）、研究に関係する場合には副学（研究・

イϊベーγϣン担当）室にもܾఆ書໘のコϐーを送る。

(3)	 ૬

ʢߴ࠷ऀ、ใ։ࣔऀ、։ࣔするใ、։ࣔのظ࣌、േଇʣ
務相反に関する学ଇについて、最ߴ任者、情報開示者、開示する情報、開示の時ظ、േଇを理

すると表4.2.2のとおり。
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ऀߴ࠷˙
●  最ߴ任者については、֤大学の務相反の৹ࠪ・管理ମ制にԠじて、学（U$、5exas A�M、

MI5）、プロボスト（Mc(ill）、研究担当副学（4tanford）、෦ہ（Harvard）となっている（Ҏ
Լの৹ࠪ・管理のྲྀれ（ମ制）の項参র）。

˙ใ։ࣔऀ
●  専任の教職員はݪଇ開示。
●  ΤフΥートにΑってର者を規ఆしているか、学生をରとして規ఆしているかとݴう؍点ではҎԼの大

学があるɿ
　　 ●  ΤフΥートにͮجき、٬員教तの教員もରとしている大学ɿU$、5exas A�M
　　 ●  大学からޏ用されている学生をରとすることを規ଇで໌示している大学ɿ5exas A�M

˙։ࣔするใ
●  開示する情報は、学外活動をߦう機関໊・所ࡏ、契約ؒظ（活動時ؒ）、活動の性質を開示させるの

がҰൠ的であり、必要にԠじて、組織との関係性、大学職務任との関係、報ु、աܧڈ続ྺ、ެ共
෦門とຽؒ෦門での時ؒの分、外෦での活動のための大学資ݯの使用、学生の関与を開示させている。

˙։ࣔのظ࣌
●  開示の時ظについては、年ごとに開示をٻめることがҰൠ的であり、また、大学のຊ務と務相反の

可能性がߴい場合（ྫ͑ば、ܦۀاӦ、ଞ大学のޏ用、ձࣾのઃཱ、ձࣾの員）に事前ڐ可制と
することもҰൠ的。

˙േଇ
●  適に開示をしなかった場合のേଇについては、利益相反ಉ༷、学内規ଇにͮجいて、大学の裁ྔݖ

限者がҧ反者にରして、෯くॲേの裁ྔݖを持つのがҰൠ的（務相反の開示・管理のためのേଇ
の規ଇをઃけているΘけではなく、बۀ規ଇに学内の規ଇに反した場合のѻいについての規ఔがあり、
それを適用している）。

ʢ৹ࠪɾཧのྲྀΕʣ
務相反に関する৹ࠪ・管理のྲྀれについて、ਤ4.2.9ʙਤ4.2.14に理した。
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ढ़リইज़ঝॽ॔大৾३スॸのிਜৼખのଟਪ؞ଵ৶のれ

学শ

大学ম

教員

⋇ड़ンছॖンによる開示

ଂশ

ଂ

学ఐশ

⋉ೃহඨを検討
し、ଂশに報ઔ

⋊ফઃ報ઔの
ટを௬

大学३スॸ৸৬धしてૠಋ（ி務ৼખध教員の外活動）を定。
ढ़ॸ०リー؟ڭ大学外での౻用ڀহഅੳが必要
ढ़ॸ०リー؟ڮコンサルॸॕンॢ等ڀফ報ઔが必要
ૅの学শがிભ者धなって運用。ৰのถは学শに委बられている。

ढ़ॸ०リーڭ

ढ़ॸ०リーڮ（ফઃ報ઔ）

⋈হഅੳ等

⋈ૠಋのᏍஹを૰ଳ

図4.2.9

ਤ�����ɹɹɹ૬の৹ࠪɾཧのྲྀΕʢ大学のϗʔϜϖʔδをͱに$3%4࡞ʣ

ॸय़サスA&M大৾३スॸのிਜৼખのଟਪ؞ଵ৶のれ
大学३スॸ৸৬धしてૠಋを定。ૅの学শがிભ者धなって運用。
ଟਪ・ଵ৶は利益ৼખのଟਪ・ଵ৶৬を活用。

学শにભ୵された利益ৼખଟ
ਪが૿ਊ。必要にૢग利益
ৼખ委員会をႋૐしてଟਪを
ଓஃする。

⋈ଟਪ

⋊ଟਪટ、ଵ৶
ੑ੧の報ઔ

学শ

⋋ਈી的なਖ਼

ૅ大学ম

教職員

⋇ইज़ーによる
ಅ૭ணட・ফ২開
示

ଂ

⋉ி務ৼખあり、
ିਔधఒ୵ഥ

⋉ਂസணয়
て

ଂশは教職員
のணட・開示義
務の၎ষを૰

図4.2.10

ਤ������ɹɹɹ૬の৹ࠪɾཧのྲྀΕʢ大学のϗʔϜϖʔδをͱに$3%4࡞ʣ
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マॠঝ大৾のிਜৼખのଟਪ؞ଵ৶のれ
大学৸৬धして教員に対するコンサルॸॕンॢ活動लథ๚する活動のૠに関する
ૠಋを定。ૠ定に定ीられた活動をষअ場合は、学ఐশ、ଂশのഅੳが必要。

উロスト

大学ম

教員

⋇ૄによる開示

学ఐশ

⋉അੳした場合、報ઔ⋈ଟਪ

ଂ

ଂশ

研究૿ਊౢ学শ

⋋報ઔ

※開示に学ఐশ、ଂশधৼをする必要

⋊അੳ

図4.2.11

ਤ������ɹɹɹ૬の৹ࠪɾཧのྲྀΕʢ大学のϗʔϜϖʔδをͱに$3%4࡞ʣ

マサॳগー७ッॶੵఐ大৾のிਜৼખのଟਪ؞ଵ৶のれ
大学৸৬धして教員等の外での௧的活動に関するૠಋを定。
 MITの学েが関わる場合はଂশによるহഅੳが必要（以下でれをହ）。
 ૠಋの೧内での外での௧的活動にणいては、ফઃ報ઔをষअ（この場合の
ଟਪ・ଵ৶のれは利益ৼખの場合धग）

উロスト
（教員、学術研究スタॵই૿ਊ）

⋊ଂশのਖ਼に対して、教員等からਂസணしয়てが
あった場合に、উロスト又はযহ૿ਊౢ学শ（学শ
が代৶धしてભ୵）がਈીなਖ਼者धなる

大学ম

教員、学術研
究スタॵই、
ଵ৶スタॵই

⋇ड़ンছॖンによるহ開示

ଂশ
⋈ଂশによるਖ਼

ଂ

※開示にଂশधৼをする必要

学শ যহ૿ਊౢ学শ
（ଵ৶スタॵই૿ਊ）

ଵ৶スタॵইのਈી
的なਖ਼者は学শで
あるが、学শはযহ
૿ਊౢ学শを代৶ध
してભ୵している

⋋ਈી的なਖ਼⋉教員等からのਂസணしয়て

図4.2.12

ਤ������ɹɹɹ૬の৹ࠪɾཧのྲྀΕʢ大学のϗʔϜϖʔδをͱに$3%4࡞ʣ
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スॱথইज़ーॻ大৾のிਜৼખのଟਪ؞ଵ৶のれ
大学৸৬धして利益ৼખलி務ৼખに関するএリ३ーを定。
এリ३ーは上ਜ਼ૠのਜ਼઼をથし、ଂがৰૠ定を定ी、ଂশがிભ者。

・এリ३ーのੰਥ限・運用૾ய૰ଳ
・ଂのৰૠ定をഅੳ
・ଂশにஃ

研究ౢশ

大学ম

教員 ⋇ड़ンছॖンに
よるಅ૭ணட・
開示

ଂ

⋈ଟਪ

⋉ி務ৼખあり
ଵ৶ੑ作ਛ

ଂশ

⋉ଟਪ・ଵ৶ટの報ઔ

⋉ਂസணয়て

⋊ટ報ઔ
研究委員会

図4.2.13

ਤ������ɹɹɹ૬の৹ࠪɾཧのྲྀΕʢ大学のϗʔϜϖʔδをͱに$3%4࡞ʣ

ঁーংーॻقHarvardك大৾のிਜৼખのଟਪ؞ଵ৶のれ
大学৸৬धしてはி務ৼખに関するૠಋは定していない。代わりに、教員に対し、「学外活動
に関するଢ」を定し、৶ੰをीている。ଵ৶・ଟਪはଂのঽに委बられている。

利益ৼખ委員会研究૿ਊౢ学শ

大学ম

教員

⋇ड़ンছॖンによる開示

学শ

ધ৶学

※開示に、上ఘ、যহ
૿ਊ職員、学ఐশにৼ

以下では、ーঌー४でਁ開されているધ৶学のを記ൗ。

大学৸৬を૰

学শがભ୵するிભ者
（研究コンউছॖ॔ンスの
३ॽ॔ॹॕঞクタ）

⋈ଟਪ ⋉報ઔ

⋊ਈી的なਖ਼

図4.2.14

ਤ������ɹɹɹ૬の৹ࠪɾཧのྲྀΕʢ大学のϗʔϜϖʔδをͱに$3%4࡞ʣ
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˙৹ࠪɾཧମ੍
● 務相反($onflict of $ommitmentɿ$O$)について学ଇでఆめているか、৹ࠪ・管理ମ制は利益相

反の৹ࠪ・管理ମ制とಉじかという؍点から、ҎԼのとおり理されるɿ
　ᶃ 務相反に関する学ଇをඋしている大学ɿ5exas A�M、4tanford、U$
　　　A） 務相反の৹ࠪ・管理ମ制を、利益相反の৹ࠪ・管理ମ制とಉҰにӡ用する大学ɿ5exas

A�M、4tanford
　　　#）利益相反の৹ࠪ・管理ମ制とは別の務相反の৹ࠪ・管理ମ制をとっている大学ɿU$
　ᶄ 務相反というݴ༿を使Θͣに、学外活動のશൠ又はҰ෦を৹ࠪ・管理している大学（利益相反の৹

ࠪ・管理とは別に৹ࠪ・管理ମ制もඋ）ɿHarvard、MI5、Mc(ill
　　　A） 学外での専門的な活動શൠをରɿHarvard、MI5
　　　#） 学外でのコンサルティング活動とそれにྨする活動をରɿMc(ill

●  ৹ࠪ・管理の大学と෦ہでの分担については、ҎԼのとおり理される（利益相反とൺֱして、෦ہに
ҕねる事ྫがଟい）ɿ

　ᶃ 大学શମの利益相反の৹ࠪ・管理担当者が担当ɿ5exas A�M
　ᶄ 事前承認が必要な場合（外෦でのޏ用）は学が担当し、そのଞの報告が必要な外෦活動（ެ共

ஂମのҕ員）の年次報告は෦ہ（学Պ、෦ہ）が担当ɿU$
　ᶅ ෦ہで担当ɿMc(ill、4tanford、MI5、Harvard

(4)	 ૬ʹؔ͢Δֶنଇٴͼ։༷ࣔࣜ

情報開示の༷ࣜがެ開されている大学について、学内規ଇと༷ࣜの֓要を介する。

ʢςΩαε"�.大学γεςϜʣ
˙学外でのޏ༻にؔする方ͱنଇの֓ཁ

●  学外のޏ用に関するํ
　　 　テΩサスA�M大学γステム（γステム）又は֤大学の教職員の主な使命は、任命された職にର

して与͑られたٛ務と任のߦである。外෦コンサルティング又はそのଞの外෦のޏ用は、これらの
ٛ務及び任を͛てはならない。

　　　✓�専任教職員は、常時、職務に専೦することがٻめられる。外෦コンサルティング又はそのଞの外
෦ޏ用に従事する承認は、ҎԼのશての件をຬたす限り、γステム及びߏ員にΑって࠾さ
れたํ及び規ଇに従って付与することができる:

　　　　a. 。用を受け入れる前にਃし、受理されるޏ用の承認は、当֘教職員が外෦ޏ
　　　　b. 外෦ޏ用に関連する活動が、教職員の通常のۀ務を͛ると合理的にࠐݟまれない。
　　　　c. 教職員は、適用されるશての๏と、利益相反ج४をؚΉ職্ۀのߦ動ج४を९कしている
　　　　d.  教職員は、外෦ޏ用に関連して࣮ࢪされる研究が、؍٬的かつՊ学的なํ๏で、最ߴのྙ理

。されることをূ໌するࢪ४に従って࣮ج
　　　　e.  ֤ 大学は、ҎԼの̏ɽの規ఆにͮجいて࡞された規ଇに従って、教員のコンサルティングそ

のଞの外෦ޏ用の承認手続をとる。
　　　　これらの件をຬたさないと、外෦ޏ用のڐ可が取りফされる可能性がある。
　　　✓�このํのझࢫにかんがΈ、ँྱの支にΑり伝౷的にิঈされている活動は、当֘従ۀ員の時

ؒの最খ限を͑る時ؒを必要とすることが合理的に予されない限り、外෦ޏ用に֘当しな
い。
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　　　✓�γステムの理事は、֤大学における、教員にΑるコンサルティングそのଞの外෦のޏ用の承認
の手続に関するج४及びࢦをఆめる規ଇを࡞する。この規ଇは、コンサルティングから生ͣ
る的࢈ࡒに係るγステム及びߏ員のݖ利の適な保ޢを確保するものとする。

●学外のޏ用に関する規ଇ（্ํهやਃ・承認༷ࣜと重ෳしているものはলく）
　　　✓�֤ 大学は、ຊ規ଇにͮجき、教員にରして、教員のコンサルティング及び／又は学外での専門的

の職員にରࣅ用を承認することができる。֤大学は、教員Ҏ外の研究者のΑうな教員Ҏ外のྨޏ
し、ຊ規ଇの規ఆに従うことを要ٻすることができる。

　　　✓�֤ 大学の最ܦߴӦ任者 ($EOɿ学) 又は໊ࢦされた者は、教員のコンサルティング及び／又
は学外での専門的ޏ用を承認するݖ限を与͑られている。

　　　✓�承認のために৹ࠪする場合には、$EO又は໊ࢦされた者は、教員のコンサルティング及び／又は
学外での専門的ޏ用が利益相反又は任相反を生じない（その教員の通常の職務に支োが生じ
ない）ことを確認する。

　　　✓�外国ஂମとのؒでのコンサルティング及び／又は学外での専門的ޏ用に従事することを提Ҋする
場合、教員は、$EO又は໊ࢦされた者に提出する前に、輸出管理担当者に提出する。輸出管理
担当者に提出すると、教員のਃ書のコϐーがγステムの研究セΩϡリティ室にも提供される。

　　　✓�ಛに、γステムの的࢈ࡒにӨڹを与͑る可能性のある契約をؚΉ契約をక݁する前に、$EO又
は໊ࢦされた者からຖ年承認をಘる。

　　　✓�承認のਃはਃ・承認༷ࣜでߦう。
　　　✓�リリース時ؒ（教員としての通常のۀ務に従事しなくてΑいと認められた時ؒ）は、ਃ・承認༷

ࣜを使用して事前承認を受けなければならない。
　　　✓�֤ 大学は、次のΑうな加のରԠを要ٻすることができる。
　　　　　 ● 外෦との契約書Ҋのコϐーの提供
　　　　　 ● 最ॳの承認のޙに発生する契約書のमਖ਼の৹ࠪ
　　　　　 ● 外෦のޏ用主のγステムのํと規ଇの提供
　　　　　 ● ྙ理、利益相反、契約のベストプラクティスのトϐックに関する研म
　　　✓�֤ 大学はҎԼの事項をఆめるɿ
　　　　　 ● 承認するݖ限を与͑られた者のࢦఆ
　　　　　 ● ຊ規ଇの承認要件のରとなるඇ常ۈ教員のಛఆ
　　　　　 ●  教員のコンサルティング及び／又は学外での専門的ޏ用から生じるજࡏ的又は࣮ࡍの利益相

反・務相反を開示し、৹ࠪ・ରॲするためのプロセスのࢦఆ
　　　✓�γステムの࢈ࡒ・人員を利用する場合には別్承認が必要。
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˙։༷ࣔࣜの֓ཁ

ॸय़サスA٭M大学३スॸ
ઇ৩の॥থサঝॸॕথॢल/又は৾ਗदの௧的౻৷

ணட؞അੳ式
部の外をऌ、ऒのૄをઞ用खてઽૐされたঽମに関するੲਾをட、ਭ୩、નੳ、ၖਫするਥਹऋँॉऽす؛

教員のتتتتتتتتتتتتتتتتتتتتتتتتتتتتت؟
ই॓ースॺ ॻル ছスॺ

ছンク又は૽職تتتتتتت؟

大学تتتتتتتتتتتت؟

ଂتتتتتتتتتتتت؟

1. ౻用する੫、機関又はযのูल所地

務のਙ質（コンサルタント、取ഁ૽、జ員、༓定য等の務の೧ध学外の౻用धの関係؝ڮ
のਙ質をହし、務がষわれる場所をஅीます）؟

いいえ。はいの場合、リリースৎを要するたीのٸطはいٸءリリースৎを要していますか؝گ
எのஉುはઃのधおりです。

この要のরにコンサルॸॕンॢल/又は学外での௧的౻用に対して受け取るध୳される報؝ڰ
酬又はகのપを৭උします（ඨ৯5をස）。

0$ٸ 5,000$-0<$ٸ 10,000$-5,000<$ٸ 25,000$-10,000<$ٸ
50,000$-25,000<$ٸ 50,000<$ٸ

ઇ৩の॥থサঝॸॕথॢ又は৾ਗदの௧的౻৷のணடは、1ফをதइるはഅੳऔれません。৸て؟ି
のഅੳは、শऔपঢ়બなऎ、ਠのভੑফ২の8া31पીവします。৸てのઇ৩は、9া1ऊら8া31
まदのভੑফ২पഅੳをગணடする必要があります。

までتتتتتتتتからتتتتتتتت؟ணட؝ڱ
日付 日付（ਊফ২8া31日ऽで）

রに要された合ੑリリースৎ（要されていない場合は、N / A）تتتتتتتت؟

تتتت؟関係している場合、所થする持分の金પधரథتتتءઙૄの所થਥが関係していますか؝ڲ

ੴ的ଃਓपঢ়するିਔহඨ؟३スॸのૠಋَઇ৩コンサルティング及び/又は学外の専門的雇用」は、ઇ৩が、
ਰৣの੯のৣद、અ੧、ৰ又は開したੴ的ଃਓपৌしてਸ਼ਕのਥ利をહଖするઇ৩॥থサঝॸॕথॢ
ल/又は৾ਗの௧的౻৷ీ৺をഁしないऒधをૠ定しています。

a. ३スॸ又は大৾がଵ৶するৱ金をઞ৷するৃ়ल/又は३スॸのリ९ースを大்पઞ৷する
ৃ়、

b. ీ৺ഁ、又は

c. ీ৺のૼ的೧のਗ。
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ੳ

教員のコンサルॸॕンॢल/又は学外での௧的౻用を受け入れるഅੳを要します。০回提੧している౻用
は、எの職務の࿉ऑにはなりまच॒。അੳされたリリースৎরにেするஎにસりਊてられた職務は、எ又
は大学によってഅੳされた૿ਊ者によってৰষされるよअにします。このよअな教員のコンサルॸॕンॢや学
外での௧的౻用においては、எはॸय़サスA&M大学३スॸの代धしてではなく、যधしてষ動します。

எは、必要にૢगて報ઔછध౻用の୯ਸのถを提供するこधにਔします。

எは、३スॸの倫理と、教員のコンサルティング及び/又は学外での専門的雇用に関する規則を読み、以下に
従って教員のコンサルॸॕンॢल/又は学外での௧的౻用をৰするこधにਔします。教員धしてのஎの
கधஎঽମの௧的地ਜ਼は、提੧している教員のコンサルॸॕンॢや学外の௧的౻用によってਘ৲され、
上するधઓいます。

எはਰৣのऒधをします؟

 この教員のコンサルॸॕンॢलط又は学外での௧的౻用ध、ॸय़サスA&M大学३スॸの教員
धしてのஎのிભधののཎ的又はৰの利益ৼખは、ి用される連邦১又は州১、३スॸの方
ଉ又はૠಋ、ल/又は大学のૠಋल手ದにజって、சやかに開示लଵ৶され、ೄ又はൾ
されます。

 この教員のコンサルॸॕンॢलط又は学外での௧的౻用は、३スॸの方ଉलૠಋでಅ૭され
ている場合をऌ、३スॸに対してા用૿なしでষわれます。

 この教員のコンサルॸॕンॢलط又は学外での௧的౻用に関連してৰされる৸ての活動は、எ
の௧分のਈ高の৶基にజってৰされます。

 この提੧されたこの教員のコンサルॸॕンॢलط又は学外での௧的౻用は、上記のੴ的財ਓのି
ਔহඨのૠ定にುしています。

教員の౧

ユニバーサル識別番号 日付

അੳをတ؟ リリースৎをတしますऊٸءはいٸطいいइ

スーパーバイザー又は部局長 日付

അੳ؟ リリースৎをഅੳしましたऊٸءはいٸطいいइ

日付

日付

学長／最高経営責任者（CEO）又は指名された者 日付

ਤ������ɹɹɹςΩαε"�.大学γεςϜの։༷ࣔࣜ
（テΩサスA�M大学γステムのホームϖージをもとに$RD4࡞）

98 CRDS-FY2022-RR-01$RD4 国ཱ研究開発๏人Պ学ٕ術振興機ߏ 研究開発ઓུセンター

The Beyond Disciplines Collection 　オープン化、国際化する研究におけるインテグリティ2022　―我が国研究コミュニティにおける取組の充実に向けて―

参
考
資
料
2



ʢϚΪϧ大学ʣ
ଇの֓ཁنһの学外でのίϯαϧςΟϯά活動にؔするڭ˙

●  教員は、学Պ及び෦ہからの書໘にΑる承認なしに࣮質的なコンサルティング活動をߦってはならな
い。

●  教員の通常のۀ務ߦにӨڹする可能性があるΑうなコンサルティング活動や、月に4Ӧۀを͑るコ
ンサルティング活動を࣮質的なコンサルティング活動とΈなす。

●  教員が大学のࢪઃ及び職員を使用する場合は事前承認が必要となる。
●  教員は、コンサルティング活動についてຖ年報告する。
●  報告書には、අやした時ؒ、年ؒを通してのコンサルティング活動の分、事の性質、ެ共෦門とຽ

ؒ෦門での時ؒの分、クライアントのݩをࡌهする。ただし、कൿٛ務が認められている場合には、
クライアントやスポンサーの໊前は報告しなくてΑい。報告書には、සൟな出ுのৄࡉやྙ理的問、
教員の学術的ٛ務にӨڹを及΅した可能性のあるूத的な活動ؒظ、コンサルティングが大学શମに
とって利益であるかを評価するための情報をؚΉ。ݸʑの学෦は、教तձのܾఆにΑり、加情報を要
。する場合があるٻ

●  報告は学ՊにରしてߦΘれ、報告内༰は෦ہ、プロボスト、研究担当副学に送られる。

˙։༷ࣔࣜの֓ཁ
●  学෦ごとに༷ࣜをఆめており、ここでは༷ࣜがެ表されている学෦の事ྫを介する。
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ϚΪル大学学෦

�����݄�͔Β������݄��までの
ίϯαϧςΟϯά活動ٴͼརӹ૬にؔする࣍ใࠂॻ

教員のࢦ示:この༷ࣜにه入し、デジタルॺ໊をし、2022年2月14までにユニットの事務ิ助者／
担当者に提出すること。

学Պ／学務担当者のࢦ示:学Պ／学務のは、༷ࣜを৹ࠪし、もしೲಘできれば、デジタルॺ໊し、
2022年2月21までに学෦室に送付すること。

ɿ໊ࢯ 職ɿ

学Պɿ ిɿ

Eϝールɿ 報告の年はサバティΧルでしたか？

AɽҎԼの֤छྨの活動について、ա1ڈ年ؒの૯࿑ಇ (月༵から金༵) をਪܭする。報ु
の有ແにかかΘらͣ、શての活動をؚめること (ただし、大学をܦ༝して契約したۀ務にඅやされた
時ؒはআく) 。については、ҎԼのセクγϣン#で質問するࡉৄ。

࿑ಇ

̍ɽຽؒ෦門けコンサルティング活動

̎ɽެ共෦門けコンサルティング活動

̏ɽඇ政府ஂମけコンサルティング活動

̐ɽあなたがઃཱ、所有、共ಉ所有しているձࣾ、又はઃཱのաఔにあるձࣾを支援するため

合ܭ

#. コンサルティング活動ɿ্ 、४年தに、ຽؒ෦門ج、されているΑうにࡌهのセクγϣンAのճにه
ެ的෦門又はඇ政府ஂମけにߦったコンサルティング活動 (報ुの有ແを問Θない) をҎԼにࡌه
する。大学を通した契約にඅやされた時ؒをࡌهしない。ݸ人的に利益をಘているஂମ の質問ه্)
4を参র) については、Լの依頼人の໊前のԣにアスタリスクʮˎʯを入ྗする。
ɿ教員は、コンサルティング活動に関する規ଇに従って、月に4Ӧۀまで大学外でコンサルティン
グ活動を࣮ࢪすることができる。̐Ӧۀを͑るコンサルティング活動には、学Պ・学෦との
。合意が必要・ٞڠ

աڈҰ年ؒの
࿑ಇ

依頼人
(ˎձࣾA$MEࣜג:ྫ)

主な事ۀ所
(ྫ:ΧφμのϞントリオー
ル)

活動の࣮ࢪ場所をؚΉ提供される
サービスの性質
(ྫ:ਫ質ௐࠪ、セントローレンス、
Χφμ)
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ਤ������ɹɹɹϚΪϧ大学学෦の։༷ࣔࣜ
（ϚΪル大学のホームϖージをもとに$RD4࡞）

(5)	 ։ࣔのࢧԉ

ʢ։ࣔのࢧԉのྫࣄʣ
ϚサνϡーセッπՊ大学では、ʮ重大な金મ的利益に関する意ܾࢥఆπリー（4ignificant Financial

Interest Decision 5ree）ʯ5を大学のホームϖージでެ開しており、重大な金મ的利益相反の開示について、
いくつかの質問に:es//oで͑ると、開示の要൱をஅできる。開示の手続きが必要な場合には、手続き
のホームϖージがҊ内される（ਤ4.2.1�参র）。

ʢҙىשのྫࣄʣ
ΧリフΥルニア大学γステム、バージニア大学では、フライϠーを࡞して、大学のホームϖージにࡌܝし、

研究者研究セΩϡリティと研究インテグリティに関する情報を؆ܿに提供している。ৄࡉな情報がࡌܝさ
れている大学のホームϖージのリンクや問い合Θせઌが໌示されている。

●  ΧリフΥルニア大学γステムʮ国ࡍ的な研究をߦっていますか？（Do you conduct international
research?）ʯ�（ਤ4.2.1�参র）

●バージニア大学ʮࢲたͪは共ಉ研究を大にしています（8e value collaboration）ʯ7（ਤ4.2.19参র）

� https://coi.mit.edu/help-and-training/signipcant-pnancial-interest-decision-tree

� https://www.ucop.edu/ethics-compliance-audit-services/compliance/research-compliance/

� https://research.virginia.edu/sites/vpr/ples/UVA@faculty@(uide@Final.pdf

$. 利益相反 ($OI) に関する開示ɿ大学コϛϡニティのશての研究者は、利益相反の開示にຖ年ճ
する必要があります。ա12ڈか月ؒに開示をしていない場合は、まͣ年次の開示書ྨにه入してから、
ҎԼの໌にճしてください。

はい、いい͑
又は֘当なし

。は、大学の利益相反に関する規ଇをಡΈ、理ղし、९कしていることをূ໌しますࢲ.1

。したことをূ໌しますྃ12ϲ月のؒにগなくともҰは利益相反の開示をڈは、աࢲ.2

又は認ࣝされた（realࡏは、大学の利益相反に関する規ଇに従って開示すき࣮ࢲ.� or perceived）
利益相反をҰ保有していません。

又は認ࣝされた利益相反のঢ়ࡏが関与している࣮ࢲ、は、大学の利益相反に関する規ଇに従ってࢲ.4
。を担当者に開示しましたگ

教員のॺ໊　　　　　　　　　　　　　　　　付

学Պのॺ໊　　　　　　　　　　　　　　　付
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ঐサॳগーセॵॶੵఐ大学（ۉھۂ）
重大な金銭的利益（ھڻۈ）に関するਔઓ決定ॶリー

 このਔઓ決定ॶリーをઞ用するध、ਁಃୋেଂ（PHS؟Public Health Service）のৗ
しい方ଉに基づいて重大な金銭的利益（؟ھڻۈSignificant Financial Interest）が୦
であるかをਖ਼でऌる。

 には、研究者の金銭的利益だけでなく、研究者のੌ௶上のிભに関連しているھڻۈ
ध合৶的にਖ਼でऌる場合には、研究者のଦ၉者लჰുされているుญの金銭的利
益もஅまれます。

 研究者は、ঽらの研究又はそののੌ௶上のிભが、ঽらの金銭的利益のપに୶
をऻす૭ચਙがあるか౯か、又はঽらが金銭的利益をથするহ৬に金銭的୶を
ऻす૭ચਙがあるか౯かにणいて、合৶的かणยৰなਖ਼を下すこधがでऌる。
えば、研究又はそののੌ௶上のிભに関連しないビ४ॿスを৯的धする੫にणい
て、ଦ၉者のஔଖを開示してはならない。

質問1:過去12ন月に、あなた又はあなたのੇఔ※のၴかが、いङれ
かのহ৬の持分を৳થしていましたか"�※ੇఔには、ੇ൦内ঃート
ナー、ଦ၉者लჰുుญがஅまれる（以下ग）

質問2:投資信託(णまり、投資をଵ৶していない)のाを৳થしていま
すか?

はい

質問3:ઙૄ持分は、శ上場੫において過去12ন月に৳થされたも
のですか?

いいえ

質問4:ઙૄ持分は、ਁ開੫において過去12か月に৳થされたもの
ですかء

いいえ

質問5:あなた又はあなたのੇఔがઙૄ持分を৳થしているઙૄਁ開੫
は、MITでのあなたの研究に合৶的に関連しているधઅえられるহ
をষっていますか?

はい

質問6:あなた又はあなたのੇఔがઙૄ持分を৳થしているઙૄਁ開੫
は、MITでのあなたの研究を後援していますか?

いいえ

質問7:あなた又はあなたのੇఔが৳થするઙૄ持分のகは、MITで
のあなたの研究に関連するビ४ॿスであるध合৶的にઓわれるਁ開੫
において、合ੑして10ਐドル以上ですか?

いいえ

はい

いいえ

⋇へ

⋈へ

はい
⋈へ

はい
⋇へ

いいえ
⋈へ

はい
⋇へ

はい
⋇へ

いいえ
⋈へ

102 CRDS-FY2022-RR-01$RD4 国ཱ研究開発๏人Պ学ٕ術振興機ߏ 研究開発ઓུセンター

The Beyond Disciplines Collection 　オープン化、国際化する研究におけるインテグリティ2022　―我が国研究コミュニティにおける取組の充実に向けて―

参
考
資
料
2



※※以下の報酬形態は開示する必要はない。
• MITからの収入・報酬
• 著作者又は学術著作物からの収入・報酬
• 米国連邦政府、州、又は地方政府機関によって後援されたセミナー、講義、又は教
育活動からの収入/報酬、又はこれらの機関の諮問委員会もしくは検討委員会からの
収入/報酬;米国高等教育機関;米国の研究機関で、高等教育機関、大学付属病院、又
は医療センターに所属しているもの。

• 投資信託や退職金口座などの 「受動的投資」 に対する持分又はその収益。ただし、
これらの運用手段の決定を研究者が直接コントロールしない場合に限る。

②支払いサービス決定マトリックス (N)
 あなたの回答に基づいて、開示しなければならない重大な株式又は持分の金融上
の利益がありません。

 それでは、サービスに対する支払いに関する質問にお答えください※※。
 質問8:過去12か月以内に、上記以外のソースから、5000ドルを超える報酬又は
支払いの代わりに提供された持分を受け取りましたか?

重大な金銭的利益の決定
 重大な財務上の利害関係はありませ
ん。

 回答に基づいてあなたには重大な金
融持分又はサービスに対する支払い
がありません。

いいえ

重大な金銭的利益の決定
 あなたの回答に基づいて、開示す
る必要のある重大な金融持分があ
りません。

 あなたの回答に基づいて、あなた
は重大な金銭的利害関係を持って
おり、それを開示しなければなり
ません。

 （開示へのリンク）

はい

①支払いサービス決定マトリックス (Y)
 あなたの回答に基づいて、あなたは株式又は株式の重大な金融上の利益を持って
おり、それを開示する必要があります。

 それでは、サービスに対する支払いに関する質問にお答えください※※。
 質問8:過去12か月以内に、上記以外のソースから、5000ドルを超える報酬又は
支払いの代わりに提供された持分を受け取りましたか?

重大な金銭的利益の決定
 あなたの回答に基づいて、開示しな
ければならない重大な金融持分があ
ります。

 （開示へのリンク）
 回答に基づいて、開示する必要があ
るサービスの支払いに重大な金銭的
利害関係がありません。

いいえ

重大な金銭的利益の決定
 あなたの回答に基づいて、開示し
なければならない重大な金融持分
があります。

 （開示へのリンク）
 あなたの回答に基づいて、あなた
はサービスの支払いに重大な金銭
的利害関係を持っており、それを
開示しなければなりません。

 （開示へのリンク）

はい

ਤ������ɹɹɹϚανϡʔηοπՊ大学ʢ.*5ʣʮॏ大ͳۚમతརӹʢ4'*ʣにؔするҙܾࢥఆπϦʔʯ
（MI5のホームϖージをもとに$RD4࡞）
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ΧリフΥルニア大学γステムྙ理・コンプライアンス・ࠪサービス室 (E$A4)

国ࡍతͳ研究をߦ てͬいます ʁ͔

共ಉ研究を大にしています。ੈքதのアΧデϛックύートφーとの関Θりは、研究の質をࡍたͪは国ࢲ
共ಉ研究に関৺をࡍをଅਐします。しかし、最ۙ、連邦政府機関が研究者とその国ݟめ、Պ学的発ߴ
めているとฉいたことがあるかもしれません。ΧリフΥルニア大学γステム（U$）は研究者の支援にߴ
ྗを入れており、質問とճや支援をまとめたπールを用意しています。ҎԼの項に֘当するํは、こ
の情報を参ߟにしてください。

グϩʔόルͳ共ಉ研究をͯ͠ ͍·すか？
ถ国外にൃૹします ʁ͔
✓�輸出管理ہに問い合Θせて、Ԇやേ金が生じる可能

性をճආしてください。
த国、ϩγΞຢはϕωζΤϥにൃૹします ʁ͔
✓�これらの国に΄とんͲのを発送するࡍには、米国

政府の輸出ਃ告が必要となります。
Ωϡʔό、ΠϥϯຢはγϦΞͱ࿈ܞしています ʁ͔
✓�これらの国と関Θる前に、米国政府のಛ別なڐ可が必

要となる場合があります。
ଞ国͔Βの研究һをड͚ೖΕています ʁ͔
✓�連邦政府がスポンサーとなっている研究に従事している

場合は、情報開示が必要な場合があります。必要事項
については、おۙくのΩϟンύスΤΩスύートにお問い
合Θせください。

資料、アイデアຢは情報を共有ͯ͠ ͍·すか？
σʔλの߹性
✓�機密性のߴい研究データをಛఆし、クラυサーバー

の҆શなڥにバックアップしておきましΐう。保ޢ
されていないデータは、ෆਖ਼アクセスされたり、ૢ࡞さ
れたりして使用できなくなる可能性があります。
✓�連絡ઌɿおۙくのΩϟンύスΤΩスύート。
ແܗ研究ࢿྉのৡٴͼ共༗
✓�ҎԼのແܗを共有する前に、輸出ڐ可が必要な場

合がありますɿιフトェア、アルΰリζム、҉߸Խコー
υ、ඇެ開データ、ެ有ではない情報、ಛڐ情報又は
ୈࡾ者の的࢈ࡒ。
✓�ྫ 外についてはこͪらをご覧ください。
✓�おۙくのΩϟンύスΤΩスύートにお問い合Θせくださ

い。

6$の情報։ࣔٛをೝࣝͯ͠ ͍·すか？
૬
✓�学外活動のதには、事前にڐ可が必要なものがあり、

U4 OA54（ΧルフΥルニア大学学外活動γステム）
に提出する必要があります。
✓�連絡ઌは、U4 OA54ポータルの֤Ωϟンύスのヘルプ

ϖージのこͪらをご覧ください。
学外の研究ۚࢿఏڙをड͚ています ʁ͔
✓�連邦政府の資金提供機関は、提Ҋ書や契約及び助金

のライフサイクルશମを通して、情報開示のશ性をݫ
しくνェックしています。

৽ใ࠷ͼॿۚの։ࣔにؔするٴܖ
✓�そのଞの支援には、国内外を問Θͣ、研究員のશての

研究活動を支援又は関連するために利用可能なશての
支援がؚまれ、ݱ物のඇ金મ的な支援もؚまれます。
✓�ུ ྺには、ແ報ुやボランティア的なものもؚめ、職、

Պ学的任務、外国での所属、໊༪がࡌهされていま
す。
✓�U$及びスポンサーの利益相反ポリγーにଇった利益

相反の開示は、શての研究員の開示要件のҰ෦です。
✓�被支援プロジェクト・オフィスとྗڠして、スポンサー

のظと開示に関する新規の要件をຬたしていることを
確認してください。
✓�連絡ઌɿおۙくのΩϟンύスΤΩスύート。

海外に渡航͠·すか？
σʔλ保ޢ
✓�ి するたޢ機器を持って渡航する場合は、情報を保ࢠ

めにҎԼのΑうなରࡦをとることができますɿデータや
ϊートύιコンはՈにஔいておくか、ି出を利用する。
データをバックアップする。
✓�Ծプライベートωットϫーク（VP/）を自分で又は

I5管理者がઃఆしたり、ϋーυυライϒを҉߸Խした
りしてもྑいでしΐう。そのଞのI5セΩϡリティΨイμ
ンスは、こͪらをご覧ください。

ߤの҆શରࡦ
✓�リスクϚωジϝントオフィスにお問い合Θせください。
ߤ保ݥ
✓�U$の出ுには渡航保ݥが利用できます。ৄࡉはこͪら

をご覧ください。
研究ࢿྉ、αϯϓϧ、ثػの࣋ちӡͼ
✓�手持ͪのをؚΉ輸出は、๏的要件をຬたす必要

があります。おۙくのΩϟンύスΤΩスύートにご相談
ください。

ਤ������ɹɹɹΧϦϑΥϧχΞ大学γεςϜのʮ国ࡍతͳ研究をߦ てͬいます ʁ͔ʯ
（ΧリフΥルニア大学γステムのホームϖージをもとに$RD4࡞）
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2021年10月　バージニア大学研究担当

私たちは共同研究を大切にしています
ここでは、国内外の学外活動について透明性を確保する方法をご紹介します

研究費やその他の支援を受けるには？
●おめでとうございます。 Research UVA（https://researchuva.virginia.edu/）を介して、賞や契約のデータを転送

してください。
●バージニア大学に提供されたものでも、バージニア大学を通じて提供されたものでもありませんか？
●学外活動報告書で報告してください。https://research.virginia.edu/EAD からアクセスできます。
●質問がありますか？　E-MAIL: ForeignInfluence@virginia.edu

学外コンサルティングをするには？
●素晴らしいですね。教員年次報告書で報告し、必要であれば、利益相反の開示をhttps://coi.sites.virginia.edu/

Homeで更新してください。
●研究を依頼されていますか？その場合、それはバージニア大学がスポンサーとなっているプログラムである必要がありま

す。
●コンサルティングの制限及び大学独自の要件についてはhttps://uvapolicy.virginia.edu/HRM-045 をご覧ください

外国人訪問者をホスティングするには？
●バージニア大学の留学生及び奨学生プログラム(https://issp.virginia.edu)がお手伝いします。ホスティングの手続き

を開始するには、所属ユニットのサポートスタッフに連絡してください。
●バージニア大学がスポンサーとなっているプログラムに従事するビジターで、バージニア大学又はスポンサーの支援を

受けていない場合は、https://research.virginia.edu/EAD からアクセス可能な学外活動報告書で報告する必要があり
ます。

資料やアイデア、情報を共有するには？
●研究データや資料を共有する前に、被支援プロジェクト・オフィスに機密保持契約又はデータ／物質移動合意書につい

て相談してください。
●外国人又は外国の場所が関係する移動は、規制された輸出、輸入又はサービスである可能性があります。米国の輸出・

制裁規制とバージニア大学の援助に関する情報は、https://export.virginia.eduにアクセスしてください
●ヘルプが必要ですか？　E-MAIL: export-controls@virginia.edu

学外から任命を受けるには？
●通常、海外又は国内の機関／組織から専門的又は学術的な任命を受ける前に、プロボストの承認が必要です。https://

uvapolicy.virginia.edu/PROV-009 で要件を確認してください。
●質問がありますか?　教務担当副プロボストにご相談ください(vpfa@virginia.edu)

海外渡航するには？
●教職員は出発前に、できれば予約した時点で海外渡航の登録をする必要があります。オンラインのトラベル・レジスト

リ及び関連情報はhttps://iso.virginia.edu/faculty-staff-travelからアクセスできます。
●学生が参加する海外渡航には、別の要件が適用されます。最新の情報は https://educationabroad.virginia.eduか

らオンラインで入手できます。
●海外でバージニア大学の機器、資料、管理情報を使用する必要がありますか？
●事前に輸出管理事務室 (export controls@virginia.edu)に相談し、必要事項を確認してください。

外国企業と提携するには？
●素晴らしいことです。バージニア大学は海外との提携を重視しています。連邦政府から資金提供を受けている研究に関

連する場合は、所属するユニットの研究管理者又はスポンサープログラム事務室にご相談ください。
●リスク評価をご希望ですか？E-MAIL: rps-review@virginia.edu

贈与や寄付を受け取るには？
●おめでとうございます。バージニア大学を代表して贈与や寄付を受け取る前に、それが主に自分の研究を支援するため

のものであっても、大学振興サービス（uas@virginia.edu）に連絡してください。
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贈与や寄付をするには？
●  ༨のバージニア大学の機ࡐやඋの寄付は、ࢪઃ管理෦が管理しています。 お問い合Θせはreuse@virginia.edu

まで。

ւ外͔ΒのӨڹϦεΫをධՁするώϯτ
者ؔ
˙ 別の取りܾめやӅされた意ਤを໌らかにする可能性のあるໃ६点を୳すことで、取組を主ಋするݸ人を入೦にௐࠪしま

す。ݸ人やۀاがʮڋ൱ʯリストにࡌっていないか、そのଞの関連するリスクࢦඪを持っていないかͲうかをஅするた
めの支援を受けることができます。E-MAIL rps-review@virginia.edu

コϛοτϝンτのؒظ
˙ バージニア大学での事にରするજࡏ的な務相反をݟつけるために、予されるコϛットϝントؒظ、ύフΥーϚン

スؒظ及び事のՌ物にご意ください。

インηンティϒの提ڙ
˙ 金મ的及びそのଞのインセンティϒは、提供者ଆのظ（ྫ͑ば、的࢈ࡒ、時ؒ／࿑ྗ、又は自分のためのหޢ活

動にରするظ）を示している可能性があり、利益相反をҾきىこす可能性があります。
 ̇スポンサー付きの研究がなくても、インセンティϒはリスクのࢦඪとなります。

提携のඪ
 ̇自分の提携の的を前もって໌確にఆٛすることで、プロジェクトの規とあなたのコϛットϝントをѲするのにཱ
ͪます。バージニア大学にରする務相反をආけることもできます。

ඇެ։のີػ情報の共有
 ̇このΑうな共有は、ͲのΑうなフΥーラムでもىこる可能性がありますʕ質問とճ、意ަݟのセッγϣン、又はʮҪ
。ʯձٞなͲ。ެ開されている情報にձを限ఆしてඇެ開の機密情報の共有の可能性をくしましΐうށ

˗ ಁ ໌性のܽは、最ۙのڧ制ાஔのҰ؏した要Ҽとなっています。ԿΑりも、自分の活動についてಁ໌性を保つΑうに
しましΐう。ご質問がある場合は、foreignInfluence@virginia.eduにϝールしてください。

˗ Կかおͮؾきですか? FoignInfluence@virginia.eduにϝールしてԕྀなくお伝 く͑ださい。そのଞの情報は https://
research.virginia.edu/foreign-influenceからオンラインで入手できます。

ਤ������ɹɹɹόʔδχΞ大学のʮ私たちは共同研究を大切にしていますʯ
（バージニア大学のホームϖージをもとに$RD4࡞）
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3.	 ถ国のۚࢿؔػʹΑΔརӹ૬のཧʹؔ͢Δऔྫࣄ

(1)	 ؔػۚࢿ ΑʹΔऔ

ʢۚࢿ͕ؔػརӹ૬のཧにؔして大学にٻΊる߲ࣄʣ
●国ཱՊ学ஂࡒ（/4F）における利益相反の管理のํ͑ߟ

●  /4Fは、助金のਃ者が所属している、50人Ҏ্をޏ用する組織（組織）にରして、֤組織の金મ
的利益相反に関する規ଇにͮجいて৹ࠪ・管理し、助金の支出前にશての金મ的利益相反を管理、
ݮ又はഉআすることをٻめている。

●  /4F自は金મ的利益相反の৹ࠪ・管理をしないが、/4Fが組織に࣮ࢪをٻめるʮ組織の利益相反に
関するํʯを規ఆ。

●  ಉํでは、ਃ者が組織の任ある代表者に、ਃ者のશての重大な金મ的利益（4ignificant
Financial Interests: 4FI）（ਃ者のۮ者及びැཆՈの利益をؚΉ）を開示することを要ٻする必
要があるとしている（表4.�.1参র）。

●  また、提Ҋされた活動を࣮ࢪするためにݸ人・νーム・組織がͲれだけ適֨であるかの評価をするために、
ਃ時に大学ܦ༝で/4Fの主要研究者のུྺ（#iographical 4Letches）の開示がٻめられる（表
4.�.1参র）。

●  さらに、提Ҋされたとおりに研究を࣮ࢪするݸ人の能ྗがあるかの評価、જࡏ的な重ෳの評価のために、
ਃ時に大学ܦ༝で/4Fのࡏݱ及び保留தの研究資金や研究資金Ҏ外の支援(current and
pending support)の開示がٻめられる（表4.�.1参র）。

●  国ཱӴ生研究所（/IH）においても、΄΅ಉ༷に、組織における金મ的利益相反の開示・管理をٻめる
とともに、ਃ時に/IHの主要研究者のུྺ、そのଞの支援（Other 4upport)、外国の要素の開示を
。めている（表4.�.1参র）ٻ /IHは、これらと金મ的利益相反の報告にͮجきリスク管理と助金にରす
るݕ౼をߦう。
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● 　研究者の性の発ش
●　๏໊をʮՊ学ٕज़ɾΠϊϕʔγϣϯجຊ法ʯにม更
　　　　✓　 学ࡍ的・૯合的な研究開発
˙ 大ܕ研究ࢪઃのඋ

/4F /IH

̍ɽॏ大ͳۚમతརӹʢ4JHOJpDBOU 'JOBODJBM
*OUFSFTUʣ

　研究者とそのۮ者及びැཆしているࢠのコンサルティン
グ料やँ金、ג主持分、的ݖ࢈ࡒなͲ、Կらかの金મ的
価のあるもの。ただしҎԼはআく。

●  所属機関からのڅ与、ロイϠリティの報ु
●  所属機関が4#IR/455Rのਃ者である場合は、そのג

主持分
●  国内のެ共ஂମ又はඇӦ利ஂମのޙ援にΑる、セϛφー、

務でのऩ入ۀಋࢦ、ԋߨ
●  国内のެ共ஂମ又はඇӦ利ஂମの、ࢾ問ҕ員ձや৹ࠪҕ

員ձのۀ務でのऩ入
●  研究者とそのۮ者及びැཆしているࢠの、1Օ所のஂମ

のג主持分がҰൠࢢ場価֨で10000υルҎԼ、かつג
主持分が5ˋ相当ҎԼの場合

●  研究者とそのۮ者及びැཆしているࢠの、څ与、ロイϠ
リティの報ुの૯ֹが1年ؒに10000υルҎԼの場合

̍ɽॏ大ͳۚમతརӹʢ4JHOJpDBOU 'JOBODJBM
*OUFSFTUʣ

●  研究者とそのۮ者及びැཆしているࢠの5000υルҎ্
／年のऩ入（コンサルティング、ࣥ ච、ߨԋ及びࣜגച٫・
当なͲ）

●  研究者とそのۮ者及びැཆしているࢠのະެ開גの保
有

●  研究者とそのۮ者及びැཆしているࢠの̍๏人から
5000υルҎ্のロイϠリティऩ入（所属機関からの分を
আく）

●  研究者のスポンサー付きの出ு（政府機関、大学関係
をআく）出ு的、スポンサーを開示

̎ɽ1*ओཁ研究ऀのུྺʢ#JPHSBQIJDBM
4LFUDIFTʣ

●  学Ґ取ಘ機関ŋ専߈ŋ時ظ、ポスυクの機関ŋࡏ੶ؒظ
● るまでの、શての学術的、専門的、又は組織的ࢸにࡏݱ 

な職（常ۈ／ඇ常ۈ／໊༪職の別や、報ुの有ແを問
Θない）

●  研究提Ҋに最も密に関連するՌ物（จ）最大5
つ及びそのଞの重要なՌ物（จ）最大5つ

●  専門的／学術的活動のΑりൣなインύクトを示す活動
ྫ最大5つ

̎ɽ1*ओཁ研究ऀのུྺʢ#JPHSBQIJDBM
4LFUDIFTʣ

●  学ྺɿ教ҭ機関ŋ場所ŋ専߈ŋࡏ੶ؒظŋ学Ґ
●  研म、ポスυクྺɿポスυク、研म、ྟচトレーニングの

機関ŋ場所ŋ専߈ŋࡏ੶ؒظ
●  ଞの໊前で研究・発表に従事したྺܦ
●  国内外を問Θͣ、ࡏݱ持っているશての学術的、専門的、

又は組織的な職（常ۈ／ඇ常ۈ／໊༪職の別や、報ु
の有ແを問Θない）

̏ɽ1*ओཁ研究ऀの研究活動にؔ࿈する、શて
のٴࡏݱͼ保ཹதのࢧԉʢ$VSSFOU BOE
1FOEJOH 4VQQPSUʣ

●  所属機関、ଞ機関、ݸ人を問Θͣ、あらΏるਃத、ݱ
、室ݧ࣮／物支援も֘当（ࣥ務室ݱ。及び予ఆの支援ࡏ
ઃඋ、උ、人員）

●  プロジェクトの研究අ૯ֹ及び主要ϝンバーの年ؒ従事
月

●  当֘研究プロジェクトに使用する予ఆのないݱ物支援
●  所属機関のۀ務ൣғ外の外෦コンサルデング活動をߦう

場合
●  所属機関Ҏ外から支څされるཱྀඅ（所属機関の務と重

なる研究活動をߦう場合、ただし、学ձやϫークγϣップ
に参加する場合はؚまない）

●  所属機関のࡒにΑらないスタートアップ˞

●  所属機関Ҏ外の者からのスタートアップύッέージ˞

●  共ಉで研究をߦうポスυク、学生、٬員研究員の報ु
が学外者から助を受ける場合

̏ɽͦのଞのࢧԉʢ0UIFS 4VQQPSU

●  プロジェクトの主要研究者の、શての国内及び外国の

分とՊ学的職（常ۈ／ඇ常ۈ／໊༪職の別や、報ुの
有ແを問Θない）

●  プロジェクトの主要研究者の、࣮ࢪதのプロジェクトに関
するશての資金ݯ及びそのଞの支援

●  プロジェクトの主要ϝンバーが関Θる、ࡏݱのશてのプロ
ジェクトと活動

室、ઃඋ、උ、人ݧ࣮／物支援も֘当（ࣥ務室ݱ ✓　　
員）

　　✓ શての研究リιースがର（外国の資金援助、研究
員又は࣮ݧ室の人員、研究スϖース、Պ学ࡐ料、外
国の人࠾ࡐ用プログラムの参加なͲ）

●  プロジェクトの研究අ૯ֹ及び主要ϝンバーの年ؒ従事
月

̐ɽϓϩδΣΫτに͓͚る外国のཁૉʢ'PSFJHO
$PNQPOFOUʣ

●  研究者又はグラント受څ者にΑる外国における研究の࣮ࢪ
（/IHグラントの支出の有ແは問Θない）

●  外国の組織にΑってޏ用又は報ुを支Θれた研究者に
Αる、外国における研究の࣮ࢪ（/IHグラントの支出の
有ແは問Θない）

 ̠̍ は大学の$OIポリγーにΑる管理を要（情報ެ開の
ରとなりಘる）
 ̠̎ 及び̏は2020年10月から（˞の項については2022
年1月から）/4Fࢦఆ༷ࣜにΑる提出が必ਢ

 ̠̍ は大学の$OIポリγーにΑる管理を要（情報ެ開の
ରとなりಘる）
 ̠̎ 、̏及び̐は2019年�月に໌確Խしてެ示（規ଇ加
ではない）

ද�����ɹɹɹ/4'ͱ/*)の։߲ࣔࣄのൺֱʢ/4'、/*)のϗʔϜϖʔδをͱに$3%4࡞ʣ
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ʢ/4'の大学にରするརӹ૬のཧの方ʣ
●  /4Fのʮ組織の利益相反に関するํʯで示されている/4Fの大学にରする利益相反の管理のํは

ҎԼのとおり。
●  ৹ࠪһɿ組織は、ࡒ務情報の開示を確認し、利益相反がଘࡏするかͲうかをஅし、そのΑうな利益

相反を管理・ܰݮ・ഉআするために組織が՝すき件／制限をܾఆする1人Ҏ্の人物をࢦఆする
必要がある。

●  རӹ૬のج४ɿ৹ࠪ員は、重大な金મ的利益(4FI)が、/4Fが資金提供する研究活動のઃࢪ࣮、ܭ、
又は報告にかつ大෯にӨڹを与͑る可能性があると合理的にஅした場合に、利益相反がଘࡏす
るとఆする。

●  རӹ૬͕ఆ͞Εたͱ͖のରॲɿ利益相反がఆされた場合に利益相反を管理・ܰݮ・ഉআするた
めに՝せられる件又は制限のྫ（ただし、これらに限ఆされない）ɿ

　　　a. 重大な金મ的利益のެ開
　　　b. 独ཱした৹ࠪ員にΑる研究の視
　　　c. 研究ܭըのमਖ਼
　　　d. /4Fが助する研究のうͪ、重大な金મ的利益にΑってӨڹを受ける෦分の参加資֨のണୣ
　　　e. 重大な金મ的利益のॲ分
　　　f. 相反を生Έ出す関係のղফ

ʢ/4'のʮྺܦʯ、ʮٴࡏݱͼ保ཹதのࢧԉʯにؔするใ։༷ࣔࣜͱࡌهཁྖʣ
˗ʮྺܦʢ#JPHSBQIJDBM 4LFUDIFTʣʯ༷ࣜの֓ཁ

ɿ໊ࢯ
職・所属ɿ
A.専門的な४උɿ

機関 所ࡏ 専߈／研究分 学Ґ
（֘当する場合）

年
（::::）

用ޏ.#

いつから、いつまで 職、組織、所ࡏ

$.  Ռ　提Ҋされたプロジェクトに最も密に関連しているՌ
提Ҋされたプロジェクトに関連しているかͲうかに関Θらͣ、そのଞの重要なՌ

D. 相的活動

˗ʮྺܦʯ༷ࣜࡌهཁྖの֓ཁ
ʢBʣઐతͳ४උ
　　ҎԼに示すΑうに、ݸ人の学෦及び大学Ӄ教ҭとポスυクトレーニング（所ࡏをؚΉ）のリストɿ
　学෦機関、　　所ࡏ、専߈、学Ґ、मྃ年
　大学Ӄ機関、　所ࡏ、専߈、学Ґ、मྃ年
　ポスυク機関、所ࡏ、研究分、ࡏ੶ؒظ（年）
ʢCʣޏ༻
ॱのٯのྻܥ人の学問的、専門的又は組織的任命の開始にΑる時ݸの任命から始まる、શてのࡏݱ　 　
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リスト。任命には、報ुを受け取るかͲうか及びフルタイム、ύートタイム、又はボランティア（ඇ常ۈ、
٬員及び໊༪職をؚΉ）であるかͲうかにかかΘらͣ、職のある学問的、専門的又は組織的Ґがؚ
まれる。専門Ոの任命に関しては、্ڃ職員は、提Ҋ組織でのݸ人の学問的、専門的又は組織的任命
Ҏ外のࡏݱの国内及び海外の専門Ոの任命をશてಛఆする必要がある。

ʢDʣՌ
　　ҎԼのリストɿ

● 提Ҋされたプロジェクトに最も密に関連する最大5つのՌ。
● 提Ҋされたプロジェクトに関連するかͲうかにかかΘらͣ、最大5つのଞの重要なՌ。

、をؚΉがこれらに限ఆされͣݖ࡞ஶ、ڐ༰されるՌは、出൛物、データセット、ιフトェア、ಛڐ 　
Ҿ用可能でアクセス可能でなければならない。ڐ༰されないՌとは、まだެ開のために提出されてい
ないະެ開のจ書、টߨԋ及び加のՌリストである。提Ҋのレビϡーでは、10ݸのリストのΈが
使用される。

　 　֤Ռには、શてのஶ者の໊前（֘当する場合）、発ߦ又はリリース、タイトル、ジϟーφルや書
੶のஶ࡞物のタイトル、ר、߸、ϖージ、8ebサイト、URL、そのଞのӬ続的なものをؚΉશなҾ
用情報がؚまれている必要がある。ෳのஶ者をؚΉ出൛物をՌにؚめることを希望する্ڃ職員は、
൴らの裁ྔで、1人又はෳのஶ者をリストしてからʮet.al.ʯをબすることができる。

ʢEʣ૬త活動
　 　ࣝの౷合と移転及びࣝのにয点を当てた、ݸ人の専門的及び学術的活動の෯いӨڹを示

す最大5つのҟなるྫのリスト。ྫとしては、とりΘけ次のものがあるɿ教ҭと܇࿅のֵ新、学शՊ学
のݙߩ�研究πールの開発／վྑ、問ղܾのためのํࢉܭ๏とアルΰリζム、研究教ҭを支援するた
めのデータベースの開発、45EMでաখ評価されているグループの参加を֦大する、ݸ人の所属組織外
のՊ学・学コϛϡニティのサービス。

　 　相的活動は۩ମ的でなければならͣ、活動をさらにઆ໌するためにෳのྫをؚめてはならない。
ҕ員ձのϝンバーリスト、ӫ༪や賞のϋイライト、ݸ人がレビϡー担当者を務めた組織のリストなͲ、ෳ
のコンポーωントをؚΉྫはڐ可されていない。

˗ʮٴࡏݱͼ保ཹதのࢧԉʢ$VSSFOU BOE 1FOEJOH 4VQQPSUʣʯ༷ࣜの֓ཁ

● ɿ໊ࢯ
　ˎは必ਢ項

ϓϩδΣΫτʗఏҊηΫγϣϯ
人がݸ及び保留தの支援では、金મ的価<1>があるかͲうかに関係なく、研究活動の支援及びそれに関連してࡏݱ　
利用できるΑうになっているશてのリιースがؚまれる。提Ҋ組織を通じて提供されているか、ݸ人に提供されている
かに関係なく、ݕࡏݱ౼தの提Ҋにରする、あらΏるιースからのࡏݱ及び保留தのશての支援の情報を開示する必要が
ある。これには、ྫ͑ば、連邦、भ、ํ、外国、ެ的एしくはࢲ的ஂࡒ、ඇӦ利ஂମ、ۀ࢈एしくはそのଞのஂۀ
ମ又はಛఆのプロジェクトにׂり当てられた内෦資金をؚΉ。ଞの組織の提Ҋのಉ時提出は、開示された場合、/4F
にΑるそのレビϡーをଛなうことはない。<2>
　1ɽ時ؒ的ٛ務又は金ֹが༰қに確認できない場合は、合理的なੵݟもりを提供する必要がある。
　2ɽこのํにରする生物Պ学ہのྫ外は、PAPP(のୈII.D.2ষにࡌهされている。

● プロジェクト／提Ҋのタイトルˎɿ
● 支援のঢ়گˎɿ受ྖத／保留த／提出予ఆ／支援の移転
● 提Ҋ／賞൪߸（֘当する場合）ɿ
● 支援のιースˎɿ
● 主な研究の࣮ࢪ場所ˎɿ
● プロジェクト／提Ҋ開始（MM／::::）（֘当する場合）ɿ
● プロジェクト／提Ҋऴྃ（MM／::::）（֘当する場合）ɿ
● 支援の૯ֹ（ؒܦඅをؚΉ）ˎɿ　υル
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˗ʮٴࡏݱͼ保ཹதのࢧԉʯ༷ࣜࡌهཁྖの֓ཁ
1.  この༷ࣜは、提Ҋされたとおりに研究を࣮ࢪできるݸ人の能ྗを評価するため及び提Ҋされているプロ

ジェクトとのજࡏ的な重ෳ又は重ෳを評価するために使用される。
2. 別に開示する必ݸ人ごとに、/4F承認の༷ࣜを使用してݸ及び保留தの支援の情報は、提Ҋのࡏݱ

要がある。ࡏݱ及び保留தの支援には、ҎԼのஈམ̑ɽにࡌهされている場合をআき、金મ的価が
あるかͲうかに関係なく、研究活動の支援及び研究活動に関連して、ݸ人が利用できるΑうになってい
るશてのリιースがؚまれる。ࡏݱ及び保留தの支援には、ݱ物での寄付（ࣥ務室／࣮ݧ室、ઃඋ、
උ、従ۀ員、学生）もؚまれる。

�. 、தのプロジェクトに関係なくߦ及び保留தの支援に関する情報は、このプロジェクトएしくはਐࡏݱ
又は提Ҋ組織を通じて提供されるかएしくはݸ人に提供されるかに関係なく、あらΏるιースから
தの提Ҋについて開示する必要がある。これには、ྫ͑ば、連邦、भ、ํ、外国、ެ的ए౼ݕࡏݱ
しくはຽؒのஂࡒ、ඇӦ利組織、ۀ࢈एしくはそのଞのۀ組織又はಛఆのプロジェクトにׂり当て
られた内෦資金がؚまれる。

4.  提Ҋされているプロジェクト／提Ҋ又はݱ物寄付のશମ的な的を؆୯にઆ໌する必要がある。提出
物はまた、プロジェクトのݸ人の時ؒ的ٛ務、予ࢉ又は人月の؍点から、受ྖதएしくは保留தの
提Ҋ又はݱ物でのݙߩとこの提Ҋとのજࡏ的な重ෳを要約する必要がある。

5.  ରとなる受ྖؒظશମの金ֹの合ܭ（ؒܦඅをؚΉ）と、ݸ人がプロジェクトにඅやす年ؒの人
月（又は෦分人月）を提供する必要がある。

�.  ଞの組織の提Ҋのಉ時提出が開示された場合、/4FにΑるレビϡーをଛなうことはない。

● プロジェクトに関与する年ؒの人月（又は෦分的な人月）ˎ

年、人月

̍ʙ̑年まで年ごとにࡌه

● 的ɿ
● જࡏ的な重ෳに関するએݴɿ

ηΫγϣϯدݱ
物寄ݱ。もؚまれる（員、学生ۀ室、ઃඋ、උ、従ݧ࣮／務室ࣥ）物での寄付ݱ、及び保留தの支援にはࡏݱ　
付が/4Fに提Ҋされているプロジェクトでの使用を的としている場合、その情報は提Ҋのࢪઃ、ઃඋ、そのଞのリιー
スのセクγϣンのҰ෦としてؚめる必要があり、ݸ人のࡏݱ及び保留தの支援に重ෳして提出する必要はない。提Ҋされ
ているプロジェクト／提Ҋでの使用を的としておらͣ、関連する時ؒ的ٛ務があるݱ物寄付は、ҎԼに報告する必要が
ある。時ؒ的ٛ務又は金ֹが༰қに確認できない場合は、合理的なੵݟもりを提供する必要がある。

● 支援のঢ়گˎɿࡏݱ／保留த
● 支援のιースˎɿ
● 主な研究の࣮ࢪ場所ˎɿ
● の要約ˎɿݙߩ物でのݱ
●  時ؒ的ٛ務-1年あたりの約ଋの人月（又は෦分的な人月）。時ؒ的ٛ務が༰қに確認できない場合は、合理的なੵݟ

もりを提供する必要がある。ˎ

年、人月

̍ʙ̑年まで年ごとにࡌه

● 物寄付のυル価ɿ　υルݱ
● 的ɿ
● જࡏ的な重ෳに関するએݴɿ
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ʢ/*)のྺܦ、ͦのଞのࢧԉにؔするใ։༷ࣔࣜͱࡌهཁྖʣ
˗ʮྺܦʢ#JPHSBQIJDBM 4LFUDIFTʣʯ༷ࣜの֓ཁ

● ɿ໊ࢯ
● 職:
● 教ҭ／研म (学࢜߸又はޢのそのଞの最ॳの専門教ҭから開始し、必要にԠじて、ポスυク及び研मをؚΉ)ɿ

教ҭ機関の໊শと所ࡏ 学Ґ
(֘当する場合)

मྃ年月
MM/::::

研究分

● 自ݾਃ告
● 職、Պ学的任命及びӫ༪
● Պ学のݙߩ

˗ʮྺܦʯ༷ࣜࡌهཁྖの֓ཁ
●教ҭ・研म
　 　学࢜߸やޢの最ॳの専門的教ҭから始める。ポスυクをؚめリストアップする。֤Τントリにର

してҎԼを提供する。
　　 ● 機関の໊শと所ࡏ
　　 ● 受け取った学Ґ(֘当する場合)
　　 ● मྃの月と年 (又はमྃ予ఆ年月)。フェローγップԠื者のΈ、開始の月と年もؚΉ。
　　 ● 研究分
●自ݾਃ告
　 　このプロジェクトに自分が適している理༝を؆୯にઆ໌する。このプロジェクトに関するݧܦと資֨を

。ௐする出൛物又は研究Ռを最大4つまでҾ用することができるڧ
●職Ґ、Պ学的任命とӫ༪
　 　外国のஂମや政府との提携をؚめ、国内外のશてのࡏݱの職とՊ学的任命をٯ時ྻܥでリストアッ

プする。これには、報ुを受け取るかͲうか、フルタイム、ύートタイム、又はボランティア(ඇ常ۈ、
٬員又は໊༪職をؚΉ)の別に関Θらͣ、学術的、専門的又は組織的な任命がؚまれる。

●Պ学のݙߩ
　 　Պ学の最も重要なݙߩの最大5つを؆୯にઆ໌する。

˗ʮͦのଞのࢧԉʢ0UIFS 4VQQPSUʣʯ༷ࣜの֓ཁ

ˎは必ਢ事項
:ˎ໊ࢯ●
●ID:

ϓϩδΣΫτʗఏҊ
●タイトルˎ:
●主なඪˎ:
●支援のঢ়گˎ
●プロジェクト൪߸:
●PD/PIの໊ࢯ:
●支援のιースˎ:
●主な研究の࣮ࢪ場所ˎɿ
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˗ʮͦのଞのࢧԉʯࡌهཁྖの֓ཁ
●  この༷ࣜには、/IHの研究資金助のਃ者に関するࡏݱਐߦத及び保留தの支援に関する情報をه

。するࡌ
●  そのଞの支援には、金મ的価があるかͲうか及び研究者がࡏݱ受ྖதの助金のためにಛఆした機関

をڌ点としているかͲうかにかかΘらͣ、研究者がその研究活動の支援及び／又は関連して利用できるશ
ての資ݯがؚまれる。

●  これには、研究者が利用できるશての国内外のஂମからの資ݯ及び／又は金મ的支援がؚまれる。これ
には、研究室職員の金મ的支援や、ແঈでは入手できないߴ価ࡐ料 (生物学的ࡎ、Խ学物質、
Ϟデルγステム、ٕ術なͲ) の提供がؚまれるが、これらに限ఆされない。

●  そのଞの支援には、ݱ物支援もؚまれる (ࣥ務室／研究室、機器、උ又は職員・学生にରする外෦か
らの資金援助) 。

●  ຊਃにおいて提Ҋされるプロジェクト／提Ҋに使用することを意ਤしていないݱ物支援については、ຊ
༷ࣜで開示しなければならない。߆ଋ時ؒ又は金ֹが༰қに確認できない場合には、合理的なੵݟりを
提供すきである。

●  研究機関は、ʮそのଞの支援ʯに報告されているશての外国での活動及び資ݯについて、外国機関での
ਃ者の任命及び／又はޏ用に関する契約書のࣸしを提出することがٛ務付けられている。ӳޠでࡌه
されていない場合は、受取人は༁されたࣸしを提供しなければならない。これには、ݸ人的なサービ
ス契約や、外国のஂମにΑって援助された研究員のޏ用契約はؚまれない。

●  そのଞの支援には、ਃ者の研究機関が、ਃ者に提供する賞、賞、贈、্ཱͪ͛支援はؚま
れない。

●  研究に専೦できるΤフΥートは、ʮ人月ʯを使用してଌఆする必要がある。人月のࢉܭのৄࡉについては、
/IH�s FreRuently AsLed 2uestions on Person Monthsを参রのこと。

●プロジェクト／提Ҋの開始年月とऴྃ年月: (MM/::::) (֘当する場合):
●合ܭ支援ֹ (ؒܦඅをؚΉ)ˎ:
●予ؒظࢉごとの人月ˎ

年、人月

̍ʙ̑年まで年ごとにࡌه

ԉࢧݱ
:ˎ物支援の֓要ݱ●
●支援のঢ়گˎ:
●主な研究の࣮ࢪ場所ˎɿ
●プロジェクト／提Ҋの開始年月とऴྃ年月 (MM/::::) (֘当する場合):
●予ؒظࢉごとの人月ˎ

年、人月

̍ʙ̑年まで年ごとにࡌه

:ˎ物のਪఆυル価ݱ
重ෳˎ:

શかつਖ਼確であること、ड़がਅ࣮でありهされているࡌه主要な担当者は、ຊ書に／ڃPD/PI又はそのଞの্、ࢲ　
をূ໌し、このਃの݁Ռとして助金がत与された場合、PH4の利用規約を९कするٛ務を受け入れます。ِڏ、Ս
ۭ又はෆਖ਼なਃしཱては、ࢲにܐ事、ຽ事又はߦ政্のേଇを՝す可能性があることを認ࣝしています。
●ॺ໊ˎɿ
●付ɿ
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●  ༷ ࣜの֤事項について、ҎԼのとおりࡌهするɿ
●  タイトル:プロジェクトのタイトルをࡌهする。
●  主なඪ:プロジェクトのશମ的なඪの؆୯なઆ໌又は活動のઆ໌をࡌهする。
●  支援のঢ়گ:支援がࡏݱਐߦதか保留தかをࡌهする。
●  プロジェクト൪߸:プロジェクト൪߸をࡌهする。
●  PD/PIの໊前:PD/PIの໊ࢯをࡌهする。
●  支援のιースɿ支援を提供している機関、ڠձ、ஂࡒ又はそのଞの組織をࡌهする。国内、外国、๏

人、連邦、ެ的及びຽؒの支援ݯをؚΉ。
●  主な研究の࣮ࢪ場所:研究が主に࣮ࢪされている場所をࡌهする。
●  プロジェクト／提Ҋの開始とऴྃ:プロジェクトの開始・ऴྃの付をࡌهする。ݱ物支援の場合

で、プロジェクトにΑる支援の場合は、開始・ऴྃの付をࡌهする。
●  合ܭ支援ֹ:支援がࡏݱਐߦதのプロジェクトの場合、ؒܦඅをؚΉ、プロジェクトؒظதの合ܭ

支援ֹをࡌهする。保留தのプロジェクトの場合は、支援予ఆؒظதの合ܭ予ֹࢉをࡌهする。
●  人月:ਐߦதのプロジェクトの場合は、当年の予ؒظࢉの࣮ྔۀ࡞ (与なしの場合でもڅ) を人月

୯Ґでࡌهし、りの֤予ؒظࢉのܭըしているྔۀ࡞をࡌهする。保留தのプロジェクトの場合は、
֤予ؒظࢉにରしてܭըしている人月୯Ґのྔۀ࡞をࡌهする。

● 。するࡌه物支援の֓要をݱ:物支援の֓要ݱ 
● ଋ時ؒ又はυルの価が༰қに߆。するࡌهもりをੵݟ物支援の価のݱ:物支援のਪఆυル価ݱ 

確認できない場合は、合理的なੵݟもりもซせて提供する必要がある。
●  重ෳ:શての支援をҰ覧表示したࡏݱ、ޙਐߦத又は保留தのプロジェクトや活動、ଞの職、所属、

リιースについて、Պ学的؍点、予ݸ、্ࢉ人のコϛットϝントの؍点から、このਃと重ෳする可能
性があるものを要約する。

●  ॺ໊:提出前にॺ໊する。このॺ໊は、هड़がਅ࣮、શかつਖ਼確であることをূ໌する。

(2)	 ର͢Δ࿈のΨΠμϯεʹؔػۚࢿ

ʢ国ՈՊ学ٕज़ձٞにΑるΨΠμϯεʣ
●  /4Fと/IHでは、ਃ時の開示事項は΄΅ಉ༷であるが、ཱྀඅのѻいがҟなるなͲ、ඍົなҧいがあり、

研究者や研究機関のޮԽのため、ਃ時にٻめられる開示事項の連邦政府の資金分機関における
ඪ४Խが՝となっている。

●  これを受け、国ՈՊ学ٕ術ձٞ（/45$）は、2022年1月、ʮ米国政府が支援する研究開発のための
国Ո҆શ保োઓུに関する国Ո҆શ保ো大౷ྖ֮書�� (/4PM-��) のཤߦのためのΨイμンスʯ

（/4PM-��Ψイμンス）をެ表。
●  連邦政府の資金分機関と研究機関にରして、研究者のજࡏ的な利益相反と務相反に関連する情報

開示ルールとフΥーϚットのඪ४Խを要。120ޙࠓҎ内に連邦資金分機関はフΥーϚットのҊを
することとされている。（要の֓要は表4.�.2参র）࡞

●  なお、ʮ政府が研究資金提供と助に関するܾఆをߦうࡍにこの情報（Ҿ用者ɿ研究者から資金分
機関開示された情報）をͲのΑうに使用するかについては取り組んでいない。この質問も重要であり、
Պ学ٕ術政ہࡦ（O45P）は、কདྷରॲする予ఆである。ʯとしており、開示された情報を資金分機
関がͲうஅすきかのํは示していない。
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/41.���Ψイμンスの։߲ࣔࣄとআ外߲ࣄ

˗։߲ࣔࣄ
ਓใʢ1FSTPOBMݸ●　　 *OGPSNBUJPOʣ
　　　　✓�学ྺ（学ҐなͲ）、組織所属、શての学術的、専門的、又は組織的な職（常ۈ／ඇ常ۈ／໊༪職の別や、

報ुの有ແを問Θない）、所属機関のڐ可をಘていない、外෦でのコンサルティング活動
　　●研究ۚࢿใʢ3FTFBSDI 'VOEJOH *OGPSNBUJPOʣ
　　　　✓�所属機関、ଞ機関、ݸ人を問Θͣ、あらΏるਃத、ࡏݱ、及び予ఆの支援、ݱ物支援も֘当（ࣥ務室／࣮

（室、ઃඋ、උ、人員ݧ
用プログラムに参加する場合࠾ࡐ又は予ఆで、外国の政府、組織に助される人ࡏݱ�✓　　　　
　　　　✓�当֘研究プロジェクトに使用する予ఆのないݱ物支援
　　　　✓�٬員研究員、ポスυク、学生なͲの報ुが学外者から助を受ける場合
　　　　✓�所属機関Ҏ外から支څされるཱྀඅ（所属機関の務と重なる研究活動をߦう場合）
　　●ϓϩδΣΫτؔ࿈ใʢ1SPKFDU *OGPSNBUJPOʣ
　　　　✓�当֘研究プロジェクトに使用する予ఆのݱ物支援
　　　　✓�研究者から所属機関のજࡏ的な金મ的利益相反に関する情報開示のٛ務ͮけ（ະެ開ࣜג資、ベンνϟー

（にରする支援、そのଞの資金ௐୡをؚΉがこれらに限ఆされないۀى
　　　　✓�外国の政府・機関・ஂମが支援する人࠾ࡐ用プログラムの参加に関連する契約に加͑、外国が関連するΑり

ఆの支援にڠғの契約（外国政府の支援の有ແに関Θらͣ、外国の関与する契約・助金・そのଞのൣ
関するจ書）

˗։ࣔআ外߲ࣄ
　　●研究ऀ
した支援ྃ�✓　　　　
　　　　✓�所属機関の外෦活動規ఆにҰகする外෦コンサルデング活動
　　　　✓�ँ ྱ金
　　　　✓�贈
　　　　✓�所属機関のۀ務ൣғ内のࢦಋ
　　　　✓�所属機関内でߦう教ҭ活動
　　　　✓�所属機関からの金所ಘ
　　●学ੜ
　　　　✓�外෦資金の研究プロジェクトの職を担当しない限り、開示をٻめてならない

ද�����ɹɹɹ/41.���ΨΠμϯεの։߲ࣔࣄͱআ外߲ࣄʢ同ΨΠμϯεをͱに$3%4࡞ʣ
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